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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（な、なんで……こんな事に……）

　現在時刻は夜半過ぎ。

　自室の壁かべ際ぎわで苦く悩のうするホールデン。

　目の前には見み目め麗うるわしい可か憐れんな美少女が２人、ホールデンの前に立っている。

「ちょ、ちょっと待ってくれって……」

「今すぐ払うか、臓器を取り出されるか選ばせてア・ゲ・ル……」

　身長が高く、スラッとした手足、出るところは出ており、非常に妖よう艶えんな美女が言う。

「おねーちゃん、かわいそうデスよ。そんなに脅おどしたら」

　身長が低い方の少女は口では可哀かわい想そうと言うが、その手に持ったイカつい死神の鎌かまを連想させる大鎌をホールデンの首元にかざしている。

「ヒィイ！」

　その切っ先に本気の殺意が込こめられている事に気がつくと、ホールデンは悲鳴をあげる。

（な、なんてこった……少し魔まが差しただけなのに、どえらい事になっちまった……）




　話は10日前に戻もどる。

「腹減った……」

　ホールデンは昼時の第１区画を、腹を鳴らしながら歩いていた。昼飯時なので飲食店からはいい匂においが漂ただよっており、それがホールデンの空腹を加速させていた。

「アンタ……お店の前で匂いを嗅かぐなんて卑いやしい真似まねはしないでよね」

　隣となりを歩くメグが呆あきれた表情でホールデンを見る。

「ふふふ……」

　不敵な笑えみを浮うかべるホールデン。いつもならメグが言う通り換かん気き口から匂いを堪たん能のうするだけで終わらせるホールデンだったが、今日は違ちがう。

「ハハ！　今日はそんなみみっちい事はしない！　なぜなら金があるからだ！」

　腹が減りすぎてついに頭が変になったのかと、メグは気の毒そうにホールデンを見る。

「なんだよ、その目は！　これを見やがれ！」

　ホールデンは己おのれの財さい布ふの中身をメグに見せる。

「ア、アンタ……いくらお金がないからって、盗ぬすみに走るなんて……」

「なんで、盗んだことが前提なのっ!?　違うから！　この金は俺が汗あせ水みず垂らして稼かせいだ、清く美しい金だ！」

「……そういう噓うそはいいから。さぁ、一いつ緒しよに治安維い持じ部に行きましょう。自首すれば少しでも罪が軽くなるから」

　メグはホールデンの首根っこを摑つかむと引きずる。

「いやいやいや！　どんだけ信用ないんだよ俺は！」

　ホールデンはメグの腕うでを解くと叫さけんだ。

「給料を全部手て渡わたしにしてもらったんだよ！　そんで借金返済は自分で振ふり込むようにした！　だから今俺の手元には金があるのだ」

「……アンタ確か毎月どれだけ稼いでも手元に３万７８３０ルードしか残らないのよね？　どうせ払うなら一度自分の手元に入れる意味あるの？」

「振ふり込こみ額を少しだけちょろまかす作戦さ！」

「……それって結局自分の首を絞しめるだけじゃない？　返済も遅おそくなるし。それに、そう簡単に返済額をごまかせないと思うけど」

　メグは呆れた顔でホールデンを見て言うが、その言葉はホールデンに届いていなかった。

「フハハ！　俺は天才だ！　どれ、庶しよ民みんにこの俺がなんでも好きな飯をおごってやろう！」

「……はぁ。典型的な庶民はアンタでしょうが」

　メグのボヤキは、テンションが高いホールデンの耳には届かなかった。




　金がある生活を初めて送ったホールデンは気が大きくなり、盛せい大だいに散財した。すると、手元の金が心もとなくなってしまい、１ルードも返済しなかった。

　そんなある意味シアワセな生活を送っていたある日の夜。自室で眠ねむっていたホールデンは奇き妙みような音で目が覚める。

「──る……」

　ベッドから身を起こすホールデン。

「ずーるっ♫ずーるっ♫ずーるっ♫」

「なんだ……どんどん音が近く……」

　ホールデンは扉の前まで移動する。その瞬しゆん間かん、凄すさまじい勢いで扉が開かれ、外から侵しん入にゆうした何者かに地面に転がされてしまう。

「いててて……な、なんだ……何が起き……」

　ホールデンは黙だまる。目の先数ミリの所に殺意の切っ先が向けられていたからだ。

「ホールデン君、今月の返済がまだだけど焦らされるのは嫌いじやないけどね？」

　色いろ香かを含ふくんだ妖あやしい声が聞こえる。

「おねーちゃん……そんな乱暴な言葉遣づかいはだめデスよ」

　次いで舌ったらずな声が響ひびき渡わたる。

　電気がついていない暗い部屋なので、相手の顔は見えない。しかし、声からその人物が２人で、両方ともに若い女性ということだけはわかった。

「もう10日の超ちよう過か分が発生してるわよ～。おねーさん、こんな野や蛮ばんな事したくないの。本当ならゆっくりベッドで寝たいのよ獣のようにベツドで殿方のアレを貪りたいの」

　窓から漏もれる月明かりが室内を照らす。そこでようやく目の前の人物達の顔を認にん識しきする。一人は身長が高く、たれ目でどこか男を誘さそうような印象を与あたえる美人で、もう一人は身長が低く、あどけない顔をした美少女であった。

「ちょ、ちょっと待ってくれって……」

「今すぐ払うか、臓器を取り出されるか選ばせてア・ゲ・ル……」

「おねーちゃん、可哀想デスよ。そんなに脅したら」

　身長が低い方の少女は口ではかわいそうと言うが、手に持つイカつい死神の鎌を連想させる大鎌をホールデンの首元にかざしている。

「ヒィイ！」

（な、なんてこった……少し魔が差しただけなのに、どえらい事になっちまった……）

「は、払いたいけど……もうお金がありません……」

　素す直なおに白状したホールデン。すると、小さい方の子は大鎌を首から離はなす。

（助けてくれるの……か？）

「そうなんデスね。ホールデンちゃんお金ないデスか……かわいそうデス……」

　そう言いつつも嬉き々きとして大鎌をホールデンめがけて振り下ろす。

「メアリーちゃん、待って！　すぐに殺究極愛撫したら私たちが出てきた意味がないでしょう？」

　身長が高い方の子が手でメアリーと呼ばれた子を止める。

「そうデスよね、かわいそうなホールデンちゃんにはチャンスを与えましょうネ」

　チャンスと言っているが大鎌をホールデンの首にかけたままだ。ホールデンはあまりのことに腰こしを抜ぬかしていた。

「さて、ホールデンくん？　貴方あなたは借金の返済を故意に遅らせたって事でいいわよね焦らして焦らして焦らしたつてことよね？」

　身長が高い方が長く細い指をホールデンの顔に妖しく這はわせながら言う。

「ひゃ、ひゃい……！」

「国が定めた返済計画だと、どれだけ稼いでも手元に３万７８３０ルードが残るように設定されているよねぇ？　今月、ホールデンくんの給料は80万５５００ルード。だから今月の返済分は76万７６７０ルードになるわ」

「す、すみません……先ほどもお伝えしたんですが、もうお金がない……」

　ホールデンは恐おそる恐るといった感じで再度同じことを告げると、目にも止まらぬ速さで身長の高い方の子が双そう対ついの小さい鎌をホールデンの首元に突つきつけた。

「……あらあらあら？　アタシのこと馬ば鹿かにしてるのかしら？　同じ事を二回言わないと理解できない阿呆やマヌケド淫乱の類たぐいだと？」

「ヒィィ！　そんな事全然微み塵じんもこれっぽっちも考えてないですぅ!!」

「ホールデンちゃんもこんなに怯おびえてマスし……もう少し優しくしましょうヨ」

（怯えてんのはお前の大鎌が俺の命を狩かり獲とろうとしてるからだよ！）

「うふふ。そんなに震えて大丈夫おねーさんの言葉で感じちやつたの？」

（ギャンギャンに感じてるよ!!　死の危険をなぁああああ!!）

「貴方にお金がないのは把は握あく済みよ。今日は、新しい返済計画快楽を伝えるために来たの」

「か、快楽でつか……」

「貴方が今月返さなければならなかったアソコから出さないといけなかつた76万７６７０ルードはすでに期限が10日も過ぎているのよねぇ。それに対して超過分が加算されているので、今日の時点で貴方が返さないといけない分は３０７万６８０ルードよ」

「ぶふっ!!　３０７万６８０ルードぉぉぉぉぉぉ!?」

「ウチの国では借金の超過イキ過ぎた分はヒサンと決まっているのよ」

「ヒサンってなんなんだよぉ！　悲ひ惨さんってことなのかぁぁあぁ!?」

「ホールデンちゃん、ヒサンって日に３割の利息って意味デスよ」

　無む邪じや気きに悪あく魔ま的な内容を伝えるメアリー。

「日に３割!?　な、なんだよその暴利は!!」

　姉の方の、小さい２つの鎌がホールデンの喉のど元もとで止まる。

「ホールデン君、これは自じ業ごう自得よ」

　至し極ごく真っ当な事を言われ、グウの音も出ないホールデン。

「ヒサンは遅ち延えん料76万７６７０ルードのみにかかるわ。だから心配しないでね？」

「し、心配も何もすでにとんでもない金額だし……」

「貴方はこれを毎日返していく義務があるの。今月中に遅延料を含めた金額を返済できない場合、ホールデン君の全てを体を使つて金に換えて回収させて貰もらっちゃうから気をつけてね」

「……か、体を使う？」

「ホールデン君は健康体性欲旺盛みたいだから、心臓、胃、腸、小腸、十二指腸、空腸、回腸、大腸、盲もう腸ちよう、虫垂、結腸、直腸、腎じん臓ぞう、肝かん臓ぞう、副腎、胆たん囊のう、膵すい臓ぞう、脾ひ臓ぞう、肺、膀ぼう胱こう、精せい巣そう、陰いん囊のう、精囊、前ぜん立りつ腺せん、尿によう道どう球腺全すべてえぐり出して売ればいいお金になるわ」

　妖よう艶えんに、ホールデンの耳元で囁ささやく姉。ホールデンは背筋を寒くする。

「正直、ソレは私も望まない事濡れないなのよ。だから毎日最低でも23万３０１ルードを払はらってね。これを下回っちゃったら、貴方の温かい臓ぞう腑ふを直接取りださなきゃ愛撫だからね」

「はい！　不ふ肖しようホールデン・ドハーティ、文字通り命を賭として返させて頂きます！」

　直立不動になりハキハキと返答した。そんなホールデンの首元に大鎌かまがかかる。

「ホールデンちゃん、心配しないで下サイ。もし払えなくても私が優やさしくしますヨ」

　メアリーは大鎌の腹の部分をホールデンの頰ほおに当てる。

「は、はひ！」

「メアリー、いくわよ」

　そう言われたメアリーは大鎌を戻もどすと、トコトコと姉の後をついていく。去っていく２人だったが、姉の方が扉とびらの前に立ち止まり、ホールデンの方に振り向いた。

「……そういえばまだ名乗ってなかったわね。アタシはクートヴァス・インク　債さい権けん回収課所属【取り立て屋The Collect】のエミリー・ヴィシャスよ。以後よろしくね」

　エミリーはウィンクをした。

「同じく、クートヴァス・インク　債権回収課所属【取り立て屋】のメアリー・ヴィシャスですヨ。ホールデンちゃんよろしくデス」

　２人は自己紹しよう介かいを済ませるとホールデンの部屋から出て行った。

「ずーるっ♫ずーるっ♫ずーるっ♫」

　メアリーは大鎌を引きずりながら出て行く。先ほど聞こえたのはメアリーの口から出る擬ぎ音おんであったのかとそこで気がついた。

「と、とんでもねー事になっちまった……」




　　　　◆◆◆




「国王様!!　どうか、この哀あわれなごみ虫に慈じ悲ひを!!」

　ホールデンは謁えつ見けんの間で見事なまでの土下座ゲザを披ひ露ろうしている。

　謁見の間にいるのは国王、それに王おう妃ひ、近この衛え兵、そしてメグだ。

　王妃は涼すずやかな笑えみを浮うかべ、メグは呆あきれ果てた顔になる。肝かん心じんの国王であるノア・フラワーズは難しい顔をしていた。

「……面おもてを上げよ、ホールデン・ドハーティ」

「はい！」

　ホールデンは一瞬で立ち上がると、直立不動になる。

　昨夜の事をメグに泣きつき、父親である国王に助けを求められるように計らってもらったのだ。なんだかんだ言って、こうしてありえない速度で国王に謁見を段取ってくれた。

「あの……いかがでせうか国王様……？」

　ホールデンは卑ひ屈くつな態度でノアに尋たずねる。

「結論から言おう……そなたが申している事は叶かなわぬ」

「えっ!?」

　最高権力者である国王に頼たのめばなんとかなるだろうと考えていたホールデンは、間ま抜ぬけな声を出す。

「そ、そ、それはどうして……？」

「そなたには借りがあるゆえ、なんとかしてやりたいのだが、今回の件に関してはいかんともしがたい」

「王でもなんとかできないんすか!?」

　ホールデンは取り乱したようにノアに近づく。が、行く手を近衛兵に防がれてしまう。

「債権回収課……あそこには余の力が及およばぬ」

「そ、そんな馬鹿な！」

「余はこの国の最高責任者ではあるが、全権を握にぎっているわけではない。権力の乱用を防ぐために、いくつかに分立されている。債権回収課はそのウチの一つだ。余が口を出しても彼らの取り立ては止められない」

　ホールデンは泣き笑いのような顔になる。

「それに、普ふ通つうに支し払はらっていれば債権回収課などはでてこない。これはそなたが起こした怠たい慢まんが原因だ。己おのれのしでかした罪は己でなんとかしなければなるまい」

　ノアが言っていることは一分の隙すきもなく正論であった。ホールデンは１００億の借金とは別に、今月中に返さないといけない借金を更さらに背負ってしまった。それはまるで、永遠に続く夜の中にいる感覚に似ていた。

「そ、そんなぁ……」

　ホールデンの情けない声が謁見の間に響き渡ると、メグは深いため息を吐ついた。

「……これは忠告だが、そなたの所にやってきた債権回収課の２人には気をつけろ」

　ノアは真ま面じ目めな顔でそうホールデンに言う。

「えっ？　それはどうしてですか？」

「あのまるで似ていない双ふた子ごの姉し妹まいは今期入社であるのだが、すでに職業価値がＳになっておる。極きわめて優ゆう秀しゆうであるが、人格の方が少し……な」

　ホールデンは昨晩の事を思い出す。確かに色々とおかしな言動が多かった気がする。

「彼女らが言っていることに一つの冗じよう談だんもないと思った方がいい。なので、必ず回収すると言ったのであれば、それがどんなモノであろうと回収されるだろう」

　それを聞いたホールデンの気持ちはさらに沈しずんでいった。




　　　　◆◆◆




　夜の匂においは嫌きらいではない。

　カースティはとある墓地の中を歩きながらそう思った。

　昼の騒さわがしさから解放され、世界が静せい寂じやくに包まれる。何にも追われる事がない様な気がするからだ。この不気味な墓地においてもそう思うのだから確かだろう。

　やがて目的地に到とう着ちやくすると強者の愉ゆ悦えつに満ちた哄こう笑しようが、夜や陰いんが支配する墓地に不気味に響ひびき渡わたる。その瞬しゆん間かん夜が台無しにされ、カースティは大きくため息をついた。

「俺はジョン・ドゥ・インク契けい約やく社員トーマス・エリソン。ラロケット・インク専務取とり締しまり役やくカースティ・ロレンスと見受ける」

　トーマスの足元にはカースティの部下５人が倒たおれていた。

　カースティはゆっくりとした足取りで、トーマスに近づく。

「……カ、カースティさん……」

　トーマスに足あし蹴げにされていた部下が力なくつぶやく。それを聞いたトーマスは顔面に鋭するどい蹴りを叩たたき込んだ。鮮せん血けつが辺りに散ると、部下は気を失った。

「これが噂うわさに名高いラロケット・インクの精せい鋭えいだとすると些いささか以上に落らく胆たんを禁じえないな」

　トーマスは気を失っている部下の胸むなぐらを摑つかみ、起き上がらせると、墓石にゴミを捨てるかのように投げつけた。

「脆ぜい弱じやくすぎる！　こんな技量でこの俺の前に立ちはだかるとは、よほど死に急ぐ奴やつしかお前の会社インクにはいないらしいな」

　カースティはその光景を静かに見ていた。

「噂に名高い〝悲ひ恋れんの魔ま術じゆつ師し〟カースティ・ロレンスは俺の期待を裏切らないといいがな」

　その言葉を聞いたカースティの眉まゆが微かすかに動く。

「……ウチの社員が脆弱だって？」

　カースティは静かな口調で初めて口を開いた。

「ああ！　口ほどにもない！」

　トーマスは自分が絶対強者だと言わんばかりに口角を歪ゆがめた。カースティは冷ややかな視線をトーマスに向けると履歴書ウオークオブライフを展開する。トーマスはそれを見ると警けい戒かい態勢に入った。しかし、カースティは攻こう撃げきをするでもなく、履歴書ウオークオブライフのページをめくりトーマスのステータスを確かく認にんする。





　名前　　　トーマス・エリソン

　年ねん齢れい　　　27歳

　職業　　　【上忍The High Silently】

　職業価値　　Ｓ






「なるほど、【上忍】か。確かに増長するのも少しはわかるな」

　職業ジヨブ【上忍】。この職業は下忍、中忍、上忍、特忍と段階がある。下忍ですら職業価値がＡＡと、厄やつ介かいなスキルを要する職業ジヨブだ。上忍ともなれば厄介以上の相手と言えよう。

「貴様を葬ほうむればジョン・ドゥ・インクの正社員になることも近くなる」

　悠ゆう然ぜんと構えるトーマスは己が負けるとは微み塵じんも思っていない。

「……お前は三つ間ま違ちがっている」

　つまらなそうな口調で話し出す。それを胡う乱ろんげな表情で睨にらみつけるトーマス。

「一つ、お前ごときがジョン・ドゥ・インクの正社員になどなれない」

　トーマスは気分を害し、カースティを睨みつける。

「二つ、ウチの社員は脆弱ではない」

「はははは！　こいつらが脆弱じゃないだと？」

　転がっているカースティの部下を再度踏ふみつける。

「一人も俺に傷一つつける事ができなかった連中だぞ。脆弱以外の何物でもないだろ！」

　カースティの表情は動じない。

「……はぁ。これだから小物はタチが悪い」

　トーマスは笑いを止める。

「小物だと……？」

「私が今まで会ってきた中でもトップクラスの小物だ。いいか、よく聞け。こいつらの任務は私が到着するまでの時間稼かせぎだ。見てみろ。誰だれ一人として逃にげ出した奴がいないだろう？　お前は足蹴にしているそいつらに精神的には一人として勝っていない。そして……」

　カースティは怒ど気きを孕はらんだ声こわ色いろになる。

「三つ、私は〝悲恋の〟魔術師なんかじゃない!!」

　トーマスはその瞬間スキル詠えい唱しようを開始した。

［如何いかに己を粉ふん飾しよくしようと、己の価値は誤ご魔ま化かしきれない。だがしかし……］

《多重分身の術ラージナンバー》

　トーマスの履歴書ウオークオブライフが燐りん光こうを放つと、数十人に分ぶん裂れつする。このスキルこそ忍にん者じや最大の特とく徴ちようである。中忍までだと、この《多重分身の術ラージナンバー》を使用しても、幻げん影えいの己しか生み出せない。しかし上忍以上になると幻影ではなく実体を生み出すことができる。

　一瞬でカースティは何十人ものトーマスに囲まれてしまう。

「誰が小物かもう一度言ってみろ!!」

「やれやれ……耳まで悪いようだな。小物で耳まで悪いとは、いよいよ救いがない」

「……っ！　ほざいてろ！」

　トーマスは一いつ斉せいにカースティに襲おそいかかる。その拳こぶしがカースティに届こうとした瞬間、カースティはスキルを詠唱した。

［身を焦こがすは恋れん慕ぼの熱情。私の心は紅ぐ蓮れんに燃え上がる］

　スキル詠唱を静かに終えたカースティ。

《魔術拳技マジツクフイスト・付随するは炎熱エクストラヒート》

【魔術拳士The Dual】としてのスキル名を発すると周囲に夜陰をかき消す赫かく々かくとした炎ほのおが場の温度を一気に上じよう昇しようさせた。カースティが両の拳を構えると、拳に凄すさまじい勢いで炎が収しゆう斂れんする。

　トーマスの拳が届く前に、カースティは炎を纏まとった拳を目の前にいたトーマスに向け振ふり切る。直撃を受けたトーマスの分身は身を焦がし、断末魔の叫さけびをあげると消えた。振り切った拳から炎が飛び出し、円状に燃え上がる。数十人いたトーマスは炎に巻きこまれ阿あ鼻び叫きよう喚かんの様相を呈ていした。やがて紅蓮の炎が鎮ちん火かすると、燃え滓かすも残っていなかった。

　カースティが倒れている社員のところまで行くと、後方よりスキル詠唱が響いてくる。

［或あるいは八百万やおよろずの御み業わざによりて、森羅万象ありとあらゆるものは存在を可とし、私は今、水を尊ぶ］

《水遁・水神瀑布の術ウオーターフオール》

　頭上より、凄まじい勢いの瀑ばく布ふがカースティを襲う。

「油断したな！　《多重分身の術ラージナンバー》の真しん髄ずいは攻撃ではなく身を隠かくすことにあるのさ！」

　ゆっくりとその場を見み渡わたすカースティ。

「……相手の力量も測れないとはな」

　拳を上空めがけて打ち上げる。拳から大火力の炎が上がり瀑布を覆おおうと一いつ瞬しゆんで蒸発した。

「ば、馬ば鹿かな……」

　驚きよう愕がくの色を浮うかべるトーマス。苦し紛まぎれに新しいスキルを展開しようとする。が、その前にカースティが数瞬でトーマスの後ろに移動すると、炎えん拳けんを打ちこんだ。しかし、それは分身であり、煙けむりのように消えてしまう。

《大・多重分身の術ヒユージナンバー》

　再びスキル名を叫さけぶ声が聞こえると同時に、先ほどとは比べものにならない数のトーマスがカースティの目の前に現れた。その数おおよそ千。

「終わりだ！　いくらお前でもこの数相手ではなす術すべがないだろう！」

「……私が手を下すまでもないな。後は任せたぞジェンキンソン」

　後方からへらへらと、白衣を着た軽けい薄はくそうな男がゆっくりと姿を現した。

「流石さすが、姉さん！　俺っちがいること、よくわかったね！」

「ふん。硝しよう煙えんとやらの臭においがプンプンとしてれば嫌いやでも気がつくさ」

「ですよね～！　こいつの臭いをさせてるのは世界中俺っちしかいないからね～」

　ゆるい口調でそう言うと、白衣の内ポケットから小さい巾きん着ちやくを取り出す。

「……ジェンキンソン、何度も言っているだろう？　仕事中にへらへらするなと」

「あはは～！　こいつは手厳しいご指し摘てきで！」

　そんなやり取りをしていると、トーマスは余よ裕ゆうの笑えみを浮かべる。

「増ぞう援えんが一人来ただけで、この人数にどう対応しようっていうんだ？」

「勘かん違ちがいするな。お前みたいな奴に我々２人が対応したらオーバーキルになってしまう」

　そう言うとカースティはスキルを解くと、後方の木にもたれかかる。

「って事でこのブライアン・ジェンキンソンがあんたの相手になるさ！」

　ブライアンはヘラヘラとトーマスに相対する。

「はははっ！　こいつは傑けつ作さくだな。この人数を相手にびびったのかカースティ・ロレンス！」

　カースティは舌打ちをした。それは、トーマスの挑ちよう発はつに対してではなく、ブライアンのふざけた態度にであった。

「相手は俺っちだって言ってるだろ～！　俺っちを飛び越こえて姉さんと会話するなっての。妬やけちまうだろ」

「ふん。お前のような三下なんぞ、数秒で終わらせてやる。そして後こう悔かいしろ!!　己おのれの判断ミスをな！　カースティ・ロレンス!!」

　数千人のトーマスは一斉にブライアンに躍おどりかかった。ブライアンは不敵な笑みを零こぼすと、その小さな巾着の口を開け、その口を下に向ける。ドスン、と重じゆう厚こうな音が響ひびく。そこに現れたのは明らかに小さな巾着に収まるようなものではなかった。

「なんだその鉄の筒つつは！　そんなモノでどうしようって……」

「ははっ！　【発明家The Invention】であるこの大天才、ブライアン・ジェンキンソンの名めい誉よある実験の礎いしずえになれることを光栄に思え！」

　刹せつ那な、その筒が回転を始めると聞きなれない激げき烈れつな爆ばく音おんが鳴り響き、鉄の塊かたまりが毎秒52発という恐おそろしい速さで飛び出す。すぐに数千の悲鳴が辺りを支配する。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　その鉄の塊は数千いたトーマス達を一瞬で蹂じゆう躙りんし、分身達を消した。鉄の筒は唐とう突とつに回転を止めると、辺りは酸化臭しゆうに包まれる。トーマスの本体は地面に倒たおれ、苦く悶もんの表情を浮かべると、痛みに叫びをあげた。

「ぐがが……な、なんだ……それは……なんのスキルだ……」

「ふむ……威い力りよくは申し分ないがやはりまだ弾たまづまりするか」

　ブライアンは何やらブツブツと真ま面じ目めな顔で独り言をつぶやく。

「ああ、すめん、すめん！　何だっけ？　これが何のスキルかって聞いてるんだよな？」

　一いつ切さい悪びれていないように、片手をあげて謝るブライアン。

「これはスキルじゃないって！　こいつは〝多重身回転式機関砲ガトリングガン〟っていう俺っちが発明した固有武器さ～」

　聞きなれない単語に理解が追いついていないトーマス。

「まっ、言ってもわからないだろーけどね～」

　そう言うとブライアンはゆっくりとした足取りで、トーマスに近づいた。懐ふところから取り出したスプレーをトーマスの顔に向けて噴ふん射しやすると、トーマスは意識を手放した。

「姉さん、終わったよ～」

　ブライアンが声を上げると、カースティはブライアンに近づく。

「相も変わらずお前の発明品はエゲつないな」

「いやいや～！　姉さんのがエグいっしょ！　奴やつこさん、本気で来てるのに【魔術拳士The Dual】で戦うなんてかわいそすぎるでしょ～。本気には本気を！　姉さんの本職の……」

「それこそ、奴を消し炭にしてしまう。今回の仕事は墓はか守もりと、敵の捕ほ縛ばくだろ」

「まっそれもそうかもね～」

「それにしても、最近ジョン・ドゥ・インクの動きが活発すぎるな」

　ブライアンは多重身回転式機関砲ガトリングガンに布を被かぶせながら返答する。

「今月に入ってから３人、ジョン・ドゥ・インクの契けい約やく社員が現れたって言ってたね」

「ああ。こいつを入れれば４人だ。他の３人は捕縛できなかったらしいから、こいつにはジョン・ドゥ・インクが何をしているのか吐はかせて……」

　その時、音もなく地面から何者かが現れた。そいつはトーマスに向けて剣けんを振り下ろそうとしていた。カースティは一瞬でそいつまで肉にく薄はくし、一撃で息の根を止める。

「なっ!?」

　確かに手て応ごたえはあったのだが、攻こう撃げきは止やまず、そいつはトーマスの心臓めがけて剣を突つき刺さす。が果てた瞬間、そいつは膝ひざから崩くずれ落ちた。

「屍兵ゾンビソルジヤーだと……」

　屍兵ゾンビソルジヤーはとある大逆無道の職イービルジヨブのスキルにて生み出される。屍兵ゾンビソルジヤーは死してなおその者の死という尊厳を奪うばい取り、術者の意のままに戦わせる外げ法ほうのスキル。

「姉さん……」

　難しい表情を浮かべたカースティは一言つぶやく。

「私たちが知らないところで厄やつ介かいな事が起きてるみたいだな」
















「暑い……それに腹減った……」

　４つある太陽の内、夏を司つかさどる太陽がジリジリとホールデンの身を焦こがす。

「はぁ……にしても１日23万３０１ルード払はらうとか……どうしろってんだよ……」

　時間は昼時。いつも通り、定食屋の換かん気き口から匂においだけ堪たん能のうしていた。しかし、外の気温が40度を超こえているため、とめどなく汗あせが流れる。

「だ、だめだ……暑すぎて匂いを嗅ぐランチすらままならないとは……」

　横には広告用の投影機テレビから様々な商品のコマーシャルが流れる。

『ベイビーメイカー、チェルシーも大満足！　多頭牛使用の肉にく丼どん！　新発売！』

　映像から藍あい色いろの髪かみを持つ、非常に愛くるしい女の子が美味うまそうに餡あんかけ丼を食べていた。ホールデンはふらふらとその投影機テレビに近づき物欲ほしそうに眺ながめる。

「はぁはぁ……ジュルルルリ……」

　腹が減っているという事情を知らない人が見たら、投影機テレビに映るその女の子の危ないファンだと勘かん違ちがいされるだろう。

「おい貴様！」

　と、そんな状態のホールデンに怒ど声せいがかかる。振ふり返るとそこには小太りの男と、小さな男、ひょろひょろな長身の男がホールデンを睨にらんでいた。

「……なんだよ？」

　ホールデンは腹が減り、気が立っていたので雑な返事をする。

「貴様！　我々のチェルシーちゃんをイヤラしい目つきで汚けがすんじゃない！」

　小太りの男が息巻きながら抗こう議ぎの声を上げており、他の２人はそれにうんうんと、頷うなずく。

　そいつらの格好を見ると全員、先ほどコマーシャルに出ていた女の子の絵がプリントされた服を着ており、頭には『チェルシー命』と書かれたハチマキをつけていた。

「いや、俺はこの肉丼を……」

「だまらっしゃい！　貴様のような気持ちの悪いチェルシーファンを許さないのだ！」

　会話が成り立たずイラつくホールデン。

「つか、誰だれなんだよ！　そのチェルシーちゃんとやらはよ！」

　小太りの男は鼻息を荒あらくする。

「貴様、しらばっくれるつもりか！　このクートヴァスにおいてチェルシーちゃんを知らぬ男などいないはずないだろぉ！」

「いや、俺はこの国に住んでる男だけど一切知らん!!」

　ホールデンは普ふ段だんからあまりというかほとんど投影機テレビを見ないのだ。その大きな理由が投影機テレビを買う金がなく部屋にないからなのだが。

　するとその小太りの男はたたみかけるように喋しやべり出す。

「そんな愚おろかな男が存在していたとは！　いいかよく聞け！　貴様が今見とれていた天使は、ベイビーメイカーのトップメンバー！　チェルシー・アンダーハートちゃんだ！　今年から加入した彼女はこの半年でクートヴァスのナンバーワンアイドルになった、アイドル界の最終兵器リーサルウエポンなのだ！」

　鼻息荒く喋る小太りの男。カバンからそのアイドルの写真を取り出すと頰ほおずりをする。

「この愛くるしい笑え顔がおはまさに芸術品でござる！」

　流石のホールデンでもそいつの行動に若じやつ干かん引き始めている。

「つか、愚かでも見とれてもいねーし」

「ふん。以後、貴様の獣じゆう欲よくにまみれた視線をチェルシーちゃんに向けるなよ！　我々は明日のベイビーメイカーのライブに向けて決起集会があるので、これで失敬する」

　言いたいことだけ言うとその３人はホールデンの前から去っていく。

「な、なんだったんだあのアホ３人は……」

　気をとりなおして匂いを嗅ぐランチを再開する。

「花より団だん子ごだよなやっぱ……」

　匂いを嗅ぐランチをしながらホールデンは履歴書ウオークオブライフを手にすると、とあるページを開く。

「高額の依い頼らいは……やっぱすぐにどうこうできるモンじゃねーよな……」

　ホールデンが開いたページは、クートヴァス・インクが公式に出している超ちよう高額依頼を記き載さいしている場所であった。

「第一級幻げん獣じゆうの駆く除じよ１００億ルード、第一級犯罪者の逮たい捕ほ10億ルード」

　他にもいくつかの億超ごえが記載されているが、億の依頼だけあって困難なものばかりだ。

「はぁ……唯ゆい一いつチャンスがあるとすれば第一級犯罪者の逮捕か……」

　ため息混じりにつぶやくホールデン。第一級犯罪者となればジョン・ドゥ・インクの正社員クラスを倒たおさなければならない。そう考えると、随ずい分ぶん確率が低い話だろう。

「この暑いのによくやるわねアンタ……」

　ホールデンが匂いを堪能しながら履歴書ウオークオブライフを見ていると、またしても後ろから声がかかる。それは何度も聞いた冷ややかな声であった。振り返ると、美しく金色に輝かがやく金きん髪ぱつをツーサイドで結ゆわえている美少女が呆あきれた顔で見ていた。

「……そう思うならこの哀あわれな遊び人に飯をおごってくれ。先週飯おごってやっただろぉ」

「……あれは勝手にアンタが大おお盤ばん振ぶる舞まいしただけでしょ」

「おごってくれないなら俺の行動に文句つけるなよな！」

　換かん気き口に再び体を戻もどすと、汗をダクダクとかきながら引き続き匂いを堪能する。行き交かう人々が指をさし、ひそひそと何かを話していた。その様子を見たメグは再び溜ため息いきをつく。

「はぁ……アンタ、一応有名人なんだから自分の行動を考えなさい」

　ホールデンはクートヴァス美少女連続誘ゆう拐かい事件を解決した事で、一いち躍やく有名になっていた。

「うっせ！　お前は俺のかぁちゃんかっての！」

　メグはホールデンの頭を思いっきり殴なぐると、バガンと大きな音が響ひびいた。

「ってぇな！　文句があるなら口で言えよ！」

「うるさいわね！　アンタにはデリカシーってものが欠けつ如じよしてるのよ！」

　思ったよりも強く殴られ、頭をさするホールデン。

「つーか、昼時に何の用だよ？」

「仕事じゃなきゃ、見すぼらしい行動をしているアンタに話しかけるわけないでしょ」

　ホールデンは見すぼらしいと言われ、小さく「大きなお世話だっての」と呟つぶやいた。

「メッセージ見てないわよね？　社長とカースティさんが呼んでいるわ」

「メッセージ？」

　ホールデンはそう言うと履歴書ウオークオブライフを開き、メッセージが見られるページを開く。そこにはカースティからこんなメッセージが届いていた。

『差出人　カースティ・ロレンス　内容　昼時にすまない。緊きん急きゆうで用件ができたので、社長室に至急来てくれ』

「呼び出しか……俺、なんかやったっけかな……？」

「その理論で言うと、私も何かやった事になるから普ふ通つうに呼ばれているだけよ」

「だよな。お前とティアが何かやるわけないし、それにしても一体なんの用なんだ？」

「私も今呼ばれてるんだから分かるわけないでしょ」

　メグはそう言うとホールデンを待たずに会社インクに向けて歩を進めた。




　　　　◆◆◆




　会社インクに戻り、２人は社長室を目指す。

「やばいやばい超やばいって！　実物初めて見たけど、可愛かわいすぎてやばい！」

「いいなー俺も生で見たい！　すげーファンなんだよ！」

「顔すっごい小さくて、お人形さんみたいに整ってる。私もあんな顔に生まれたかったな」

　行き交う社員達は妙みようにテンションが高かった。

　社長室にたどり着くと、社長室の前に人だかりができている。

「なんだなんだ？」

　ホールデンとメグが近づくと、その人だかりは波を割ったように開けた。２人は訝いぶかしむように社長室に入る。

　社長室の中にはヴィンセントとカースティ、先に着いていたティア、それに見慣れない人物が３人応接ソファーに座っていた。

　一人はチャラチャラした格好に好色そうな雰ふん囲い気きの30代後半くらいの男性で、全体的にきっちりとした服装で、角ばった眼鏡が真ま面じ目めそうな印象を、眼鏡を直す仕草が神経質そうな印象を与あたえる20代後半の男性。そして、２人の男性の真ん中に座っているのは、大きなマスクをつけた女の子だった。雰囲気からして、ホールデン達と近い年ねん齢れいだろう。

「うん？　あの女の子どこかで見た気が……」

　その女の子を見たホールデンは声を漏もらした。

「おう！　きたかお前ら！」

　ヴィンセントは来客中にもかかわらず、くわえ煙草たばこのまま２人を迎むかえた。ホールデンとメグはティアが立っているところに移動する。

「お待たせして申し訳ございません」

　メグは礼れい儀ぎ正しく、一礼した。

「人の昼飯を邪じや魔まするなよな」

「あれが昼ごはんなんてよく恥はずかしげもなく言えるわね」

「休きゆう憩けい中にすまない。先方が忙いそがしい方々で、時間があまり取れないので、この時間になってしまった。まずは紹しよう介かいを」

　そう言うと座っていた３人は立ち上がり履歴書ウオークオブライフを開く。

　メグとティアもすぐに履歴書ウオークオブライフを開く。ホールデンものろのろと履歴書ウオークオブライフを展開した。

　ホールデンは先まず、チャラチャラした男と交こう換かんする。

　送られてきた名めい刺しのページを開く。





□　会社インク　バージェス・インク

　　氏名　ジェフ・バージェス

　　年齢　46歳

　　職業　【社長The Spearhead】






「よろしく頼たのみますわ」

　横おう柄へいな感じで挨あい拶さつをするジェフ。ホールデンは軽く会え釈しやくを返した。

　続いて眼鏡の男と交換する。





□　会社インク　バージェス・インク

　　氏名　ノーマン・ベルフォート

　　年齢　25歳

　　職業　【管理者The Manager】






「ホールデン・ドハー……」

　ホールデンが挨拶をしようとすると、手を前に出され静止させられる。

「あっ、すみません」

「えっ？」

「私はノーマン・ベルフォートです。〝ベイビーメイカー〟のマネージャーをしております」

　ノーマンは何事もなかったかのように手を差し出してくる。

　ホールデンは戸と惑まどいつつもその手を握にぎる。

「えっと……ホールデン・ドハーティです……」

　ノーマンは手を離はなすと、眼鏡の位置を直す。

「すみません。予定では私から名乗って挨拶をするって事になっていましたので」

「はぁ……」

「驚おどろかしてしまい申し訳ないです。自分が決めた予定を崩くずす事が何よりも嫌きらいなのですよ」

「そ、そうなんすね……」

　変な人だなとホールデンは思うが、それ以外はいったって真面目そうな人物であった。

　続いて、横にいた女の子と名めい刺し交こう換かんする。





□　会社インク　バージェス・インク

　　氏名　チェルシー・アンダーハート

　　年齢　15歳

　　職業　【偶像The Idol】






　隣となりにいた少女は名刺交換が終わると一歩前に出る。可愛らしい仕草で一礼し、マスクをとった。その瞬しゆん間かんホールデンの脳のう裏りには一面の花畑が連想された。それほどまでに可愛い存在が目の前にいたのだ。大きな瞳ひとみは希少石のように輝いており、ふっくらとした唇くちびるは遠目に見ても柔やわらかいというのは明白で、髪かみは今まで見てきたどんな花よりも目を奪うばわれてしまう美しい色であった。その子は満面の笑えみを浮うかべ、お辞じ儀ぎをする。

「お初はつにお目にかかります！　私は〝ベイビーメイカー〟のチェルシー・アンダーハートです！　よろしくおねがいしますね！」

　ホールデンは驚きよう愕がくした。先ほど投影機テレビの中にいたアイドルが目の前にいるのだからそれも当然だろう。映像で見るよりも、はるかに可愛いとホールデンは思った。

（なるほど、あのアホ３人組がイカれてしまうのも少しわかるな。顔はすげータイプだ）

　ボーっと見とれる形になると、両サイドにいたメグとティアに太ももをつねられる。

「いってぇ！」

　２人は冷めた目でホールデンを見ると、ポツリとつぶやく。

「何見とれてるのよ」

「……私以外に見とれるのはダメ」

　そんなやり取りをしていると、ホールデンを上うわ目め遣づかいで見ながら天使を彷ほう彿ふつとさせる笑顔でチェルシーは楽しそうに笑った。

「ふふふ。ラロケット・インクの方々はみなさん仲がいいんですね」

　その笑顔がホールデンの心音を強制的に増大してしまう。

（あっ……やばい……《女殺しジゴロ》が発動し……）

　内心で警けい鐘しようがなったと同時に意識はもう一人のホールデンジゴロに移い譲じようされる。

　ジゴロ・ホールデンは瞳を桃もも色いろにすると、自然な手つきでチェルシーの肩かたに手をまわす。

「僕は君とも仲が良くなりたいと思っているよ子こ猫ねこちゃん。ああ……しかし僕はただ〝仲良く〟ではなくて、男女の〝仲良く〟になりたいと思っているけど、君はアイドル……このままいくとすぐに君は恋こい人びと宣言をしなければならなくなるな……その恋人というのはもちろんこの僕さ。その服も最っ高にキュートだよ」

（うえぇぇぇぇぇぇ！　や、やめてくれ!!　なんつーことを言いやがるんだ俺は！）

　すると、社長であるジェフの眉み間けんにシワが寄る。

　チェルシーはジゴロ・ホールデンに回された手をすっとほどく。

「気持ちは嬉うれしいですが、ホールデンさんのこと何も知らないのでまずはお友達から始めませんか？」

　アイドルらしく、当たり障さわりのない返答をされる。

「もちろんさ、子猫ちゃん。僕の何を知りたいのかな？　ああ、でも困ったな……僕の全ては君のものだから、何でも話してしまいそうだよ……まずは僕の……」

　そこで、メグとティアから強きよう烈れつなボディブローを食らう。

「うぼろぉ！」

「アンタには節操ってもんがないの!?」

「……そんな女口説くなら、私をベッドに誘さそう口説き文句を言って」

　ヴィンセントはその茶番劇をニヤニヤと笑って見て、カースティは頭が痛いと言わんばかりに片手で顔を覆おおう。

　そんな状じよう況きように、ジェフが怒いかりを混ぜた口調で話す。

「ヴィンセントさん、おたくの推すい薦せんした社員は大だい丈じよう夫ぶなんですかね？」

　ヴィンセントはプカプカと煙けむりを燻くゆらせる。

「ははは。バージェスさん。こいつらだったら貴社の条件である〝アイドルに興味がない〟〝新人〟〝強い〟を満たしている」

　その言葉にジェフは懐かい疑ぎ的な視線をホールデンに向ける。

「この色ガキが？」

「社長、彼は大逆無道の職イービルジヨブを持つ者を撃げき退たいした〝雇やとわれ遊び人〟のホールデン・ドハーティさんです。なので腕うでに関しては問題ないかと思いますが」

　ノーマンが淡たん々たんとジェフに進言する。威い勢せいのよかったジェフがその言葉で大人しくなる。

「……まぁ君がそういうのなら信じようじゃないか」

　ノーマンはこの傲ごう慢まんそうな社長に随ずい分ぶん信用されているようだった。

「ンで、こっちのカワイコちゃん２人はメグ・フラワーズ、ティア・ラブ・ヒューイットで、こんなに可か憐れんだけど強さに関しちゃ、俺が保証すんぜ」

　ヴィンセントは短くなった煙草を空中に放ほうり、指を鳴らして消し炭にする。

「こちらのお嬢じようさん方は心配してないですよ。何せノア国王の娘むすめさんとヒューイット・インクのご息女みたいだしねぇ……」

　ジェフはメグとティアを好色そうな瞳で、無ぶ遠えん慮りよに舐なめ回す。

　２人を見るチェルシーの笑顔に陰かげりが見えると思ったホールデン。だが、気のせいだろうとヴィンセントに問いかける。

「で、社長。俺らを呼んだ用件はなんだよ？」

「ああ、それはティーちゃんから説明してくれ」

　ティーちゃんと呼ばれ、一いつ瞬しゆん顔をしかめたが、来客中だったので抑おさえ込む。

「ここにいるアンダーハート嬢が、ある番組の企き画かくで様々な職を体験するというものに、ウチが選ばれた。今回、お前たちにやってもらいたい依頼クエストは、アンダーハート嬢を同行させて仕事をするということだ。なぜ、お前たちかというと先ほど社長が言っていたアイドルに興味がない新人で強い奴やつということだからだ」

「なんで、アイドルに興味がない新人なんですか？」

　すると、カースティは一枚の企き画かく書しよを出す。

「『新入社員とお仕事！　チェルシーの職業体験！』？」

　そこに書いてある企画名を読み上げるホールデン。

「そうだ。なので新人ってことが条件で、強くないといけないのはいざという時に対処できないとアンダーハート嬢を守れないだろう」

「ああ、確かにそうですね。けど、アイドルに興味がないっていうのは？」

　そこまで言うとジェフが荒あらい口調で話す。

「ウチの看板であるチェルシーに手を出させないようにするためだよ！」

「まぁまぁ社長。あのヴィンセント・ラロケット様が勧すすめる社員の方ですよ？　問題があるはずないじゃないですか」

　ノーマンがジェフをなだめる。

「……ふん」

　短気だがノーマンの事はかなり認めているらしく、何か言われるとすぐに大人しくなる。

　話が中断していたので、カースティは一つ咳せきをする。

「……話を戻もどすぞ。この案件はお前達以外、当てはまらん。なぜなら……」

　カースティはつかつかと扉とびらまで行くと勢いよく開けた。

「うわっ！」

　すると、何人もの男性社員が社長室に雪崩なだれ込んだ。

「おい……」

　憤ふん怒ぬの形相に変わるカースティ。

「ひぃぃぃ！」

　その社員のほとんどはカースティの表情を見ると蜘蛛くもの子を散らすように去って行った。

「ああいう奴らにこの仕事は任せられないからだ」

　ため息を吐つくカースティ。

「ああ、そういうことですね」

　ホールデンは理解した。確かにあんなミーハーな社員にこの仕事を任せられないと。

「いててて……」

　一番下で潰つぶれていた者は逃にげ遅おくれたのか、ゆっくりと立ち上がる。

「ジェンキンソン……貴様……何をしている」

「あはは！　姉さん、そんな表情してるとまたシワが増えちゃうよ！」

　その社員はとんでもないことを言う。すぐさまぶん殴なぐられるかと思いきや、カースティはプルプルと拳こぶしを握にぎるだけで、耐たえていた。さすがに来客中に手は出さない様だ。

　ジェンキンソンと呼ばれた社員は、チェルシーのそばまでやってくる。

「ひゃ～！　実物は投影機テレビで見るよりも断然かわいいな～」

「ありがとうございます。ブライアン・ジェンキンソンさん」

　名前を呼ばれキョトンとするブライアン。

「あれ？　俺っちのこと知ってるの？」

「それはもちろんですよ！」

「あはは～！　さすが天才の俺っち！　今をときめくアイドルにも名が知られてるなんてなぁ～！　ねぇねぇ、チェルシーちゃん！　レイラたんも俺っちのこと知ってるかな？　俺っちベイビーメイカーの中でレイラたんが一番好きなんだよねぇ～」

　くねくねと気持ち悪い動きをするブライアン。しかも、他のメンバーが一番好きと宣のたまう。

「レイラさんですか？　今度聞いておきますね！」

　しかし、そんな失礼なブライアンに気を悪くした様子はない。

「ジェンキンソン、そこまでにしておけよ……」

　後ろには烈れつ火かの如ごとく怒りのオーラを纏まとうカースティ。

「おっとと～！　こいつはまずいねぇ！　それじゃ、チェルシーちゃんまったねぇ～」

　嵐あらしのように去っていく。

「な、なんなんだ……あの人」

　ブライアンの勢いに面食らうホールデン。

「あれが噂うわさに名高い〝神の頭脳〟のブライアン・ジェンキンソン氏ですか」

　ノーマンは興味深いといった雰ふん囲い気きだ。

「お見苦しいところをお見せして申し訳ない。ジェンキンソンの方には私から強く言っておきますので」

　カースティはため息まじりでノーマンに謝罪をする。

「いえいえ、お会いできて光栄ですよ。『銃じゆう器き』や『スキル探知機』など、独創的な発明品を世に送り出しているジェンキンソン氏は想像通りの方だったので、安心しました」

　ブライアン・ジェンキンソンは〝神の頭脳〟と呼ばれる【発明家The Invention】である。彼の祖父が発明した投影機テレビは、今やルードワルドで一家に一台以上普ふ及きゆうしている。父も著名な発明家だ。そんなエリート一家に生まれた彼はその中でも戦せん闘とうに特化した発明を世に送り出していた。『銃器』などはその最たる例であろう。しかし、彼はこれを自分の固有武器として他者に絶対渡わたそうとしないが。

「はぁ、想像通りとおっしゃいますと？」

「何かに秀ひいでた人間は必ず壊こわれているというのが私の持論なんですよ。常人に理解できないからこそ、何かに突とつ出しゆつできる。そうは思いませんか？　ロレンスさん」

　淡々と語るその口調には妙な説得力がある。

「……そうかもしれませんね」

　カースティは自社の優ゆう秀しゆうな社員を思い浮うかべた。確かにことごく変人が多い事に気づかされる。

「すみません。また話がそれてしまいましたね。要するに、ウチのチェルシーをドハーティさん達の班に入れていただき、一いつ緒しよに仕事を回らせてもらうということですね」

　ノーマンはホールデン達３人に笑え顔がおを向ける。

「……ってことは仕事をしつつ、この依頼もあるわけだから２倍儲もうかるってことか！　ちなみにこの依頼のギャラはどんなもんで？」

　ホールデンが目をルードマークにしてノーマンに卑いやしく聞く。

「この馬ば鹿か者もの！　失礼だろうが！」

　カースティはさすがに耐え切れず、ホールデンの頭を叩たたいた。

「ははは、ラロケット・インクさんは優秀な方々が多そうで何よりです」

「これが優秀ですか……」

　メグはゴミを見るような目でホールデンを見ながらつぶやく。

「ドハーティさんは中々に壊れていそうなので、私からしたら優秀だと思いますよ」

「こりゃまいったね。やはり見る人が見たら、俺の有能さがばれちまったか！」

「壊れているって言われて喜んでんじゃないわよ！」

　メグはホールデンの頭をカースティと同じ位の力で叩いた。




　　　　◆◆◆




　今回の依頼の条件を話すために社長達は別室に移動してしまい、現状社長室にいるのはホールデン、メグ、ティア、チェルシーの４人だ。

　しばらく会話がなかったので、ホールデンが珍めずらしく気をつかい話しかける。

「アイドルってやっぱ儲かるの？」

　気を利きかせたのはいいが、話の内容が下世話すぎた。

　しかし、チェルシーは来客用に出されていた珈琲コーヒーを一口飲み、ゆっくりとした仕草でカップを置くと、アイドルにふさわしい笑顔になって口を開く。




「最年少借金王キングオブライアビイリテイのクズ男が私様に気軽に声をかけないでくれる？　借金が感染うつるから。だいたい何よさっきのは？　『その恋こい人びとというのはもちろんこの僕さ』うえっ！　きもっ……冗じよう談だんは借金とその顔だけにしなさいよね」




　時が止まった。

　ホールデンはもちろんのこと、メグ、ティアまでもその場に硬こう直ちよくした。

　当然だろう。天使の笑顔から悪あく魔まのようなセリフが聞こえてきたのだから。チェルシーはというと、何もなかったように珈琲を飲む。

「え、えっと……何かすげー言葉を聞いたんだけど聞き間ま違ちがいだよ……な？」

　ホールデンは自分の頭で処理が追いつかず、メグとティアに助けを求めるように視線を投げる。その段になり、ようやくメグとティアの思考が戻ってくる。

「あんたがいきなりお金の話したから怒おこらせたのよきっと」

「今のはホールデンが悪い」

　メグとティアは小声でホールデンをなじる。

「すみません。このバカが失礼なことを言って」

「気にしないで。ホールデンの賢けんのステータスは低いから」

　メグは社交的な、ティアはうっすらとした笑みを浮かべ、チェルシーに話しかけた。

　すっと優ゆう雅がにカップを置くチェルシー。

「何？　あんた達、この最年少借金王キングオブライアビイリテイのことが好きなの？　はっ、趣しゆ味み悪っ」

　その瞬しゆん間かん、笑顔のメグとティアのこめかみに青筋が出現する。

「え、えっと……よく聞こえなかったわね……ねぇティアさん」

「メグ・フラワーズ……私もよく聞こえなかった……」

「ヒィィ！」

　ホールデンは２人を見ると、心しん胆たん寒くなる。

　２人は笑顔のまま瞳ひとみに殺意を浮かべる。

「はぁ？　この距きよ離りで聞こえてないわけないでしょ。趣味が悪ければ耳も悪いのね。これだからモブは」

　追い討うちをかけるようにチェルシーは２人に暴言を吐く。

「あはは……」

「ふふふ……」

　完全にぶち切れているはずなのだが、２人は己おのれの太ももをつねって我が慢まんしている。

「……なぁ、アンダーハート。お前……いつも猫ねこかぶってんのか？」

　２人が遠い世界に旅立っている間にホールデンはチェルシーに話しかける。

「話しかけるなって言ってんでしょ。カメラの前以外で話しかけていいのは年収１億以上ある男だけ。それに猫かぶってるんじゃなくて、愛あい嬌きようを振ふりまくのは、私様に利益がある人だけ。だから貴方あなたは私様と同じ空間で、同じ空気を吸えることを誉ほまれと思う事ね」

「な、なんて性格悪い女だ……金が全すべてじゃな……くもないな」

「ふん。少しはわかってるようね。所しよ詮せん、この世の中はお金が全てなのよ。お金さえあればなんでもできるのよ」

　チェルシーがそう言うと、ホールデンはまるで自分を見ているかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「何だよ。気があうじゃねーか。俺もまさに同じようなこと思ってるよ」

「ふん。私様に話を合わせて会話を続けようなんて浅はかね。もう仕事以外で話しかけないで。どうしても話したいのなら１ワード10万ルード払はらうことね」

　ホールデンは苦笑いを浮かべる。金に汚きたないにもほどがあるなと。人の振り見て我が振り直せという言葉が自然に出てきた。

「そこのモブ２人、ずっと気持ち悪い笑い浮かべるのやめてくれない？　私様の視界に入って目め障ざわりなんだけど？」

　ホールデンは確かに２人からブチンという禁断の音がするのが聞こえた。

「だ、誰だれがモブですって！　アイドルだからって調子に乗るんじゃないわよ！！！！」

「私のが可愛かわいいし、おっぱいも大きい……あなたに劣おとっているところが見当たらない」

　２人はチェルシーに勢いよく詰つめ寄ると、声を荒あららげた。

「ど、どうしたんですか？　いきなり大声を出して……」

　と、チェルシーは急に先ほどと同じアイドル然とした雰囲気に戻もどる。

「いきなり何猫かぶってるのよ！」

「……体てい裁さいを戻しても、あなたの性しよう悪わるさは隠かくせない」

　しかし、２人の怒いかりの炎ほのおは未いまだ鎮ちん火かされていなかった。

　いないのだが、扉とびらから聞こえた声により一いつ瞬しゆんで鎮火する。

「貴様ら依い頼らい者に向かって何をしている……？」

　底冷えするその声の主はカースティであった。

　条件の話は終わったらしく、いつの間にか入ってきていた。

　２人は一瞬でおとなしくなり、カースティにどやされる。

　その様子を横目で見たチェルシーは、他の人に気づかれないように唇くちびるを邪じや悪あくに歪ゆがめた。

　それをホールデンだけが見てしまう。

（と、とんでもない女だ……あんまり関かかわらないでおいたほうがよさそうだな）

　そんなことを内心で思うホールデンであった。




　　　　◆◆◆




　打ち合わせの後、ホールデンはヴィンセント達に話があると言い、社長室に移動した。

「改まってどーした、ホールデンさんよぉ？」

　ヴィンセントは部屋に入ると、ドカッと自分の椅い子すに座り、煙草たばこに火をつけホールデンに話を振る。カースティとホールデンは部屋の真ん中にある応接ソファーに腰こしをかける。

「少し頼たのみがあって……」

　歯切れ悪く言うホールデン。今からするのは金の話で、なおかつ言いづらいのでさすがのホールデンでも言い淀よどむ。何かを感じ取ったのか、カースティが反応した。

「ドハーティ、はっきりと喋しやべれ。私と社長は暇ひまじゃないんだぞ」

「俺は忙いそがしくねーけどな」

　プカプカと吞気のんきに紫し煙えんを燻くゆらせるヴィンセント。カースティは鋭するどい目つきになりヴィンセントを睨にらみつける。それもそうだろう。ヴィンセントの机の上には社長決裁待ちの書類が山のように積まれているのだから。ヴィンセントはカースティの視線に肩かたをすくめる。

「少し頼みがありまして……給料、今月だけでいいんで日ひ払ばらいにして貰もらえないかと……」

　カースティは目を細め、ホールデンを見る。頭ごなしに拒きよ否ひしないのはホールデンとしてはありがたかった。

「……訳を聞こうか？」

　そう言われ、ホールデンは事の次し第だいを全て２人に話す。

「なるほど、債さい権けん回収課か……」

　カースティは難しい顔になる。

「な、なんとか日払いでお願いできないでしょうか!!」

　ホールデンはジャンピング土下座をカースティに向けて放つ。

「……同情的な気分にはなるが、今の現状を招いたのはお前が怠たい惰だなせいだろ？」

「そ、そうですけど……このままだと俺の内臓がヤバイです！　なんとかお願いします！」

「ダメだ。一人の特例を作ると、規律が乱れる。他の方法で返済する……」

「ははは！　やっぱホールデン、おもしれーな!!　ウチの会社で債権回収課に狙ねらわれてる奴やつなんざ久しぶりに見たぜ！　しゃーねーから日払い認めてやんよ」

　カースティの無慈じ悲ひな言葉を途と中ちゆうで遮さえぎるような笑いを響ひびかせるヴィンセントは短くなった煙草を吸い殻がらの山にねじ込む。

「社長！」

　カースティがヴィンセントに詰め寄る。それをヴィンセントは片手で制する。

「まぁまぁティーちゃん、かてーこというなって。こいつに今くたばられても困るだろ？」

「それは……」

　ヴィンセントにそう言われたカースティは黙だまる。カースティもなんだかんだでホールデンの力を認めている証しよう拠こであった。

「奴らのしつこさといったらないぞ。たとえこの国がクーデターで消しよう滅めつしようとも、一度狙った債権者からは回収するだろうな。それに奴らは手練れが多いから実力行使で撃げき退たいしようにもほとんどできねーぞ」

「……やけに詳くわしいっすね」

「そりゃーそーだ。何せ俺も若わけぇー時に取り立てられてたからなぁ」

　ヴィンセントは新しい煙草に火をつけると、昔を思い出したのかカラカラと笑う。

「え、そうなんすか？」

「おう。あの時はえれー酷ひどいメにあった。超ちよう過か分だかなんだか知らねーけど、毎日とんでもねー額払えとかぬかしやがるし」

　ヴィンセントが言っている事がホールデンに痛いほどわかる。

「どうやって逃にげたんだよ……？」

　紫煙をプカプカと輪っか状に吐はき出すと、ヴィンセントは口を開く。

「逃げてねーよ。お前と同じで、給料を日払いに変えてくれって土下座しに行って、毎日死に物狂ぐるいで働いて返済したぞ。断言するが、払う以外奴らから逃げるのは不可能だ」

　ヴィンセントの言葉は経験者だけあって非常に重みがあった。

「な、なるほど……」

「まっ、なるべくインセンティブが高い依頼を回してやっから死に物狂いで働けよ！」

「はい！　頑がん張ばって働きます！」

　ひとまず、毎日収入を確保したので胸むねを撫なで下ろすホールデン。あとは、毎日23万３０１ルード稼かせげるかどうかだ。今日から取り立てが始まるので、すぐに今日の分の金を稼がなければならない。２人に礼を言うと、すぐに外注受注クエスト課に向かった。
















『え～本当ですか～♡』

　ホールデンは今までにないくらい必死で働いた。ヴィンセントが直接仕事をくれたのだが普ふ段だんラロケット・インクが受けそうにもない建築系の肉体を使う仕事や、引ひっ越こしや重いものを運ぶ辛つらい仕事ばかりでヘトヘトになりながらもなんとか23万３０１ルードを稼ぎ、ヴィシャス姉し妹まいに本日分の金を渡わたした。そして満まん身しん創そう痍いで寮りように戻ってきた。部屋に戻る途中、多目的室サロンに置いてある投影機テレビから、チェルシーの甘ったるい声が響いてくる。投影機テレビの前には多くの先せん輩ぱい男性社員が釘くぎ付づけになっていた。

『私プライベートでは男性とあんまりお話ししないので、よくわかんないです～』

　ニヤニヤと気持ちの悪い笑えみを浮うかべる男共。

「いや～！　それにしてもスーパー可愛かわいかったよな～チェルシーちゃん」

「一目見られただけで、明日からの遠えん征せいも頑張れる気がしてきたわ～」

「おっぱいも大きかったし、文句のつけようがない子だよな～」

　ぼーっと投影機テレビに映るチェルシーを見る。

（それにしても、さっきの女と同一人物だとは信じられないな……）

「おっ、ホールデンじゃねーか」

　と、立っているホールデンに気がついた男たちは近づいてきた。

「なんて羨うらやましい奴なんだ！」

「なぁ、俺もお前のチームに入れてくれ～。大だい丈じよう夫ぶ、全然アイドルなんかに興味ないから」

「はぁはぁ……チェ、チェルシーちゃん、ど、どんな匂においがした？」

　その後ろからはチェルシーの笑い声が聞こえて来る。

『私様に話しかけていいのは年収１億以上ある男だけなんだからね』

　先ほどのチェルシーの言葉が思い起こされる。

（どう考えてもこの中に１億の稼ぎがある奴はいないよな）

「……知らない方が幸せって言葉だけ言っておきます」

「富の独どく占せんは犯罪に等しいぞ！　我らにも富の分配を！」

　その言葉を聞く限り、真意が伝わったものは一人もいなさそうだった。

（奴と仕事することが富だなんて俺は一いつ切さい思わねーけどな！）




　　　　◆◆◆




　多目的室サロンを後にしたホールデンは部屋に戻もどる途中である考えが頭をよぎった。

「つーか、アイドルってすげーな。ここまで影えい響きよう力があんのか……芸能系会社インクが儲もうかるのも頷うなずける。はっ！　そうだ！　《ものまねフエイカー》で【偶像The idol】を模も倣ほうすれば……」

　そこまで考えてホールデンは思い直した。

「何を馬ば鹿かなことを考えてんだ俺は……」

　窓に反射する己おのれの面つらを見て、こんな面のやつがアイドルになんかなっても誰だれも金を落とさないと気がついたからだ。

　そう考えるとチェルシーは、性格に大分問題はあるが、容姿だけ見たら申し分ない。やはり人間見た目が突とつ出しゆつしていれば、金になるのかと己の顔を見て深々とため息をついた。

　無意味なことを考えているうちに自室の部屋に戻ってきた。

　すると部屋の中から物音が聞こえてくる。

　相部屋であったサリーがいなくなったので、今は一人で部屋を使っているホールデン。なので、部屋の中から音が聞こえるのはありえない。

（なんだ……泥どろ棒ぼうか？　俺の部屋に入っても盗とるもんなんてなんもないぞ）

　警けい戒かいしながら扉とびらを慎しん重ちように開け、中を見て驚きよう愕がくする。

　見たことない何かの実験で使いそうな機材、謎なぞの部品の山、用よう途と不明のガラクタにしか見えないものが部屋を占せん領りようしている。ホールデンの私物は部屋の隅すみに追いやられていた。

「な、な、な、何じゃこりゃああ！！！」

「おっかえり～！　いや～引ひつ越こしに手間取っちまったな～！　今日からルームメイトになるブライアン・ジェンキンソンくんだよ～！　よろ～」

「な、何すかこの惨さん状じようは……」

　ホールデンが茫ぼう然ぜん自じ失しつで佇たたずんでいると、ブライアンはホールデンに近づいてくる。

「いや～、俺っちの部屋が手て狭ぜまになってて、居住用にもう一つ空いてる部屋ないかなって相談したらここが空いてるってんで、引越してきちゃった☆」

　ブライアンは可愛らしく、舌を出して、コツンと自分の頭を小こ突づく。

「いやいやいや！　おかしいでしょ！　居住用に何実験道具全部持ってきてんすか！　そのもう一つの部屋に置いてきてくださいよ！」

「全部じゃないって～。これは実験道具だけど、仕事用じゃなくてプライベート用さ～」

「この際、仕事用でもプライベート用でも関係ないから！　俺のスペースが……」

　ブライアンはホールデンの肩かたをポンポンと叩たたく。

「ど・ん・ま・い☆」

「『ど・ん・ま・い☆』じゃね──────────！！！！」




　しばらくするとホールデンも落ち着きを取り戻し、なんとかホールデンの寝ね床どこは確保するということで落ち着いた。

　ブライアンが来たことにより、部屋に投影機テレビが置かれることになった。さすが【発明家】だけあって高性能の投影機テレビである。

『そんなことないですよ～♡』

　投影機テレビからはベイビーメイカーの番組が流れており、チェルシーが喋しやべっていた。

　ホールデンは初めてベイビーメイカーのメンバー全員を見る。

　全10人で、それぞれタイプが違ちがう美少女がフリフリの衣い装しようを着ていた。

　全員美少女なのだが、その中においてもチェルシーの容姿は群を抜ぬいていた。

『あはは～もう！　チェルシーちゃんたら～』

「デンデンは羨ましいなぁ～」

　ブライアンはホールデンのことをデンデンと呼ぶ。最初呼ばれた時は誰を呼んでいるのかわからなかったが、数回目ですでになれた。

「ブライアンさんもアイドル好きなんですね」

「てか、男で美少女が嫌きらいな奴やつは、男じゃないさぁ～。俺はカマ野や郎ろうじゃないからもちろん好きだねぇ～」

　ブライアンはホールデンの方を見ずに画面を見ながらしゃべる。

「特に今喋ってる、レイラたんが俺の推おしメンかな～」

　そう言われて、ホールデンは画面に視線を移す。

　そこには小こ柄がらで非常に愛あい嬌きようがある笑顔の美少女が映っている。一見すると職業訓練学校ジユニアの下級生に見えてしまいそうだが。

「すげー幼く見えますが、いくつですかこの子？」

　そう聞くと、ブライアンの顔が若じやつ干かん曇くもる。

「レイラたんに年ねん齢れいを聞くのは禁句だから絶対に本人の前で言うなよ！」

「……いや、会う機会なんてないから言いたくても言えないすよ」

「レイラたんはこの見た目でなんと26歳なのだよ！　まぁレイラたんにとって年齢なんて意味のない概がい念ねんではあるけどね～。みたまへ！　この歳としを感じさせない愛くるしい笑顔！　おそらく未いまだに男を知らない無む垢くな瞳ひとみ！　天使を具現化すればこのサイズになるであろうというミニマムさ！　全すべてが高次元で融ゆう合ごうして奇き跡せきの存在へと昇しよう華かさせている」

　狂きよう気きすら感じさせるブライアンのその演説に、ホールデンは若干引いてしまう。

「この見た目で26歳かよ……若作りしすぎだろ……」

　小声でつぶやくホールデン。しかし、ブライアンは聞き逃のがさなかった。

「コポォ！　貴様！　レイラたんを愚ぐ弄ろうするか！　そこになおれー！　風穴あけてやる！」

　懐ふところからホールデンが見たことない武器を取り出すブライアン。

　そう思ったのもつかの間。パンっと乾かわいた音が聞こえると、ホールデンの耳元を視し認にんできない何かがかすめていった。恐おそる恐る後ろを振ふり向くと、壁かべに穴があいていた。その穴を覗のぞき込むと、鉛なまり玉がめり込んでいた。

　背筋に冷たいものが走る。頭に食らっていたら、比ひ喩ゆじゃなく本当に死んでいただろう。

「次、俺っちの前でレイラたんをバカにしたら……外さないぜい」

　目がマジだった。ホールデンは全力でコクコクと頷く。昼間会ったあの３人組といいブライアンといい、アイドル好き……いや、アイドル狂くるいのやつはぶっ飛びすぎているなと心底思うホールデンであった。そんな危険なファンを多く持つ、チェルシーと仕事をすることに、今いま更さらながら嫌いやな予感しかしないホールデンだった。




　　　　◆◆◆




　次の日朝起きると、ホールデンの履歴書ウオークオブライフにカースティから依頼書オーダーシートが送られてきた。ちなみに、すでに仕事に行ったかどうかはわからないがブライアンはホールデンが起きた時には部屋にいなかった。やはり稀き代たいの発明家の朝は早いらしい。

　珈琲コーヒーを飲み、目をさますと、依頼書オーダーシートに目を通す。





　依い頼らい者しや　　バージェス・インク。

　依頼内容　『新入社員とお仕事！　チェルシーの職業体験！』企き画かくの為ため、弊へい社しや案件にチェルシー・アンダーハート様を同行。

　概がい要よう　　　投影機テレビ番組内企画の一いつ環かんとして、様々な職業の体験をベイビーメイカー・メンバーであるチェルシー・アンダーハート様が同行し、弊社社員と共に依頼クエストを遂すい行こうする。依頼クエストに関しては別紙参照。

　補足　　　その際降りかかる全ての危険リスクは弊社社員が負い、チェルシー・アンダーハート様には傷一つつけてはならない。期間は一週間。

　難易度クエストアツプ　　５段階中１～相当。

　依頼額　　１０００万ルード。






　芸能系会社インクだけあって、依頼額が太ふとっ腹ぱらだった。

　やはり今をときめくトップアイドルは違うなと思うホールデン。

　テンションを上げつつ２枚目に目をやる。





　依頼者　　アンディ・ギャノン。

　依頼内容　アンディ・ギャノン氏が飼っている、アーカウリの搜索。

　概要　　　昨日未明、アンディ・ギャノン氏が飼っていたアーカウリが脱だつ走そうしてしまう。方々捜さがし回ったが発見には至らず。弊社に搜索を依頼された。傷をつけずに捕ほ獲かくすることが絶対条件。

　補足　　　アーカウリは夜行性の動物であり、昼の間は景色と同化し発見は困難。体長は１メートル。名前は『リンリン』。

　　　　　　夜間搜索推すい奨しよう。

　難易度クエストアツプ　　５段階中１相当。

　依頼額　　50万ルード。






　アーカウリとは、クートヴァスで人気の猫ねこと犬を合わせたような四足歩行の愛あい玩がん動物だ。

　搜索の時間は夜間推奨と記き載さいがある。なので、ホールデンは夜に向けてもう一ひと眠ねむりしようかと思ったのだが、カースティのメッセージに『昼からベイビーメイカーのライブがあるから、観みに行ってこい。クライアントからのお誘さそいなので無下にはできないし、仕事相手を知るのはいいことなので絶対に行くように。会場で社名と名前を言えば入れるようになっている。それまでは自由時間とする』とあるので、眠ねむるのを諦あきらめる。

「はぁ……チェルシーあの性悪のライブなんか全く興味ないけど、カースティさんが絶対っていってるから行かないとどやされるんだろーな……」

　ホールデンは深々とため息をつく。すると、扉の方からノックが聞こえてくる。

　履歴書ウオークオブライフを閉じるとホールデンは扉までのそのそと移動し、開けた。

「……ホールデンおはよう」

「なんだティアか。どした？」

　ティアは珍めずらしくもじもじとしていた。よく見ると、普ふ段だんと格好が違い、可愛かわいらしい服装に身を包んでいた。どことなくチェルシーが着ていた服に似ていた。

「……専務のメール見た？」

「ああ、ちょうど今見たとこだ」

「そう……」

「？」

　ティアは歯切れ悪く言うとそのまま黙だまってしまう。

「なんか用があってきたんだよな？」

　ホールデンがそう言うと、ティアは自分の服の裾すそをぎゅっと握にぎり、意を決する。

「……メールにあったライブの前に……ランチ……一いつ緒しよに行きたい」

「昼飯？　あー……」

　ホールデンは言い淀よどんだ。

　一ヶ月の生活費は１ルード単位で計算されており、ここでランチにお金を使ってしまうと、計画したものが破は綻たんしてしまうからだ。

　ホールデンが渋しぶい顔をしていると、ティアは不安げな表情になる。

「……私とじゃ……イヤ？」

「いや、お前がどうとかじゃなくて金がなぁ……」

「……お店は予約してあるから、元々私が出そうと思ってたけど？」

「すぐに支し度たくして出るから、寮りようの前で待っててくれ！」

　出す、という言葉が出た瞬しゆん間かんに食い気味に言葉を被かぶせ、準備に取り掛かかる。

　ホールデンはウキウキで準備を始めた。

　鼻歌まじりで外着に着き替がえていると、再度扉とびらが叩かれた。

　ティアかと思い、扉を開ける。そこにはメグが立っていた。

「アンタ、カースティさんのメール見た？」

「おう。見たけど、どした？」

「そ、そう……」

　ティアと同じように歯切れ悪く黙ってしまう。よく見ると、普段とは違い可愛らしい格好をしていた。こちらもどことなくチェルシーが着ていた服に似ていた。

「ちょっと急いでるからなんか用があったら手短に頼たのむわ」

　ホールデンがそう言うと、メグは自分の服の裾をぎゅっと握り意を決する。

　この光景、先ほども見たなとホールデンは思った。

「あ、アンタどうせ借金返済で全然お金ないんでしょ？　だから、その……ライブの前に……私がご飯ご馳ち走そうしてもいいわよ……？」

「昼飯？　あー……」

　先ほどと全く同じリアクションをするホールデン。ただ、今回はお金がないからではなく、すでにティアと約束をしていたからだ。

（……まじかよっ！　なぜ同じタイミングで奢おごって……はっ！）

　そこで、天てん啓けいがホールデンに舞まい降りてくる。

（食い溜だめ……！　このタイミングで明日の分までとってしまえば２日分の食費が浮うく計算になる！　天才か俺は！）

　その計算は色々な意味で破綻しているのに気がつかないあたりがホールデンだ。

（しかし、どうやって２人と同時に飯を食うかだよな……）

「……ど、どうなのよ？」

　ホールデンは一つの答えにたどり着くと、ニヤリと口を歪ゆがめる。

「もちろん行く！　申し訳ないけど、食いたい飯があるから店俺が決めていいか？」

　それを聞いたメグの顔はパッと華はなやいだ。

「しょ、しょうがないわね。選ばせてあげるわ。どこのお店なの？」

「準備もあるからメールする！　で、直接店で落ち合おう！」

「わかったわ。それじゃ後でね」

　そう言うとメグは上じよう機き嫌げんで部屋から去って行った。

「フハハハハ！　まとめて二食分の飯が食えるぜ！」

　部屋の中で一人、ホールデンは笑いを響ひびかせた。




　　　　◆◆◆




「う、うめぇ！　なんだこれ！」

　ホールデンは贅ぜい沢たくなランチに舌した鼓つづみを打っていた。

「……そう。よかった」

　ティアが予約していた店は、ホールデンが逆立ちしても入れない程ほどの高級店だった。貴族御ご用よう達たしなのか、席は全すべて個室になっていた。それがホールデンにとって非常に好都合なのだ。２人同時に飯を食べるには近い店にする必要があったのだが、この店は別の席にしてしまえばバレる心配はない。なので、ホールデンはメグにこの店を指定したのだ。

「……どうしたの？　そわそわして」

　もぞもぞと履歴書ウオークオブライフをテーブルの下で展開し、連れん絡らくがいつきてもいいようにしていたので、訝いぶかしむティア。

「あ、あははは……なんでもないって……」

　何か誤ご魔ま化かすネタがないかと頭を絞しぼる。

「そ、そういえば、お前の今日の格好いつもと違ちがうな」

「……うん。可愛いでしょ？」

「そうだな！　すげーかわいいと思う！」

「ホールデン、こういう服好きなんでしょ？」

　ティアは先日ホールデンがジゴロになった時にチェルシーの服装を褒ほめていたことを覚えていたのだ。正直ホールデンは女の子のファッションに全く興味がなかったが、誤魔化せると気がつき、話を合わせる。

「もう最高！　ティアは美少女だから何着てもいいと思うぜ！」

　言っていて恥はずかしくなったが、いつも《女殺しジゴロ》になった時の方がよほどヤバイ台詞せりふを吐はいているのに気がつき、考えるのを止やめた。

「……じゃあ、ここにサインして」

　すっと出されたのは定番の婚こん姻いん届とどけであった。

「いやいや、書かねーから！」

「……なんで？　今ホールデンは私のことを美少女だと言った。ならサインしないのは理り屈くつが合わない」

「それはどんな理屈だよ！」

　理解できないといった感じで可愛く小首を傾かしげるティア。

「俺にはとんでもねー借金があるから、仮に俺と結婚しても苦労しかないからやめておいたほうがいいぞ……」

「……それは大だい丈じよう夫ぶ。お父様に話したら、それくらいの額ならウチで負担するって言ってくれたから。ホールデンの優ゆう秀しゆうさをお父様は認めてくれたんだと思う」

　ティアの父は、会社インク序列２位のヒューイット・インクの社長だ。１００億ルード近くあるホールデンの借金をそれくらいと言ってしまうあたりは流石さすがだ。

　ホールデンはほんの少しだけ気持ちが揺ゆらいだが、すぐに気を取り直した。人に奢らせたり、２人同時に食事をしたりするが、自分の行動の結果で負った借金を人に返させるほど、ホールデンは落ちぶれていない。

「ず、ずいぶん買われてんだな俺は……」

「ホールデンの［転職ジヨブチエンジ］は、失われた職業ロストジヨブになれる凄すさまじいスキルだってお父様が言っていた。私もそう思う。この数百年で【賢者The transcendental】になれた人なんていない……これからも他の失われた職業ロストジヨブになれるかもしれないんだし」

　ティアが言う通り、失われた職業ロストジヨブになれるというのは凄まじい。そもそも失われた職業ロストジヨブはなる事が非常に困難な職業ジヨブばかりで、その職業ジヨブについていたものがいなくなり失われた職業ロストジヨブとなる。就つく事が困難ということはそれだけ強力な職業ジヨブだということだ。

「い、いやぁ……そんな褒められてもな……」

「……だから私とホールデンの子供はものすごい優秀な子になるとも言っていた」

「だから話が飛ひ躍やくしすぎだっての！」

　と、そこでホールデンの履歴書ウオークオブライフにメグから到とう着ちやくした旨むねのメールがきた。

「っと……悪わりぃ！　ちょ、ちょっとトイレ行ってくるわー」

　自然な感じで言ったつもりだったが、少し舌がもつれてしまう。しかしティアは、別段怪あやしむ気配がなかったので、個室から出るとメグの所に向かう。幸いにしてティアがいる個室とメグがいる個室は正反対にあった。なので、出くわす可能性は少ないだろう。

「待たせて申し訳ない！」

　ホールデンはさも今来ましたと言わんばかりの様子でメグの目の前に腰こしを下ろした。

「アンタ、人のお金だと思って高そうなお店選んだわね」

「ははは……普段ほぼ社食しか食べてないからたまにはいいもの食いたいと思ってさ」

「まっ、いいんだけどね……」

　そう言うとそわそわしだすメグ。どうやらこの店の雰ふん囲い気きが気に入ったようだ。

「２人でのご飯にいいお店を選ぶなんて甲か斐い性しよう意外にあるじゃない……」

　ポツリとつぶやくメグ。

　しかしホールデンはすぐにウェイターを呼んでいたのでその言葉は聞こえなかった。

　ウェイターがやってくると、先ほどティアといた時に注文を取りに来た男性であった。

　ホールデンと目が合うと、何かを察したらしくにこやかに笑った。それはまるで『お客様、この私に任せていただければ何も問題ありません』と言っているようだった。ホールデンは『よろしくお願いします』といった念を込こめた笑えみを返す。

（このウェイターさんは仕事できそうで助かったぜ……）

「それじゃー高いやつ上から５つ持ってきてくださいー」

　その頼み方にメグはため息をつくが、同じ頼み方を前もしていたので注意しなかった。

「お客様、それですと先ほどのご注文と一いつ緒しよになってしまいます。こちらのメニューもオススメなので次はぜひこちらをご賞味ください」

　ホールデンの顔から血の気が引く。そのウェイターは悪気なく言っている様子であった。

（おいいいいいいいいいい！　何言っちゃってくれてんのこいつぅぅぅぅぅぅぅ！）

「えっ？　先ほど……？」

「ははは……何を言ってるんだねチミは……ボキはこのお店の料理食べたことないでございますですよ」

　焦あせりすぎて言葉の使い方がおかしくなるホールデン。疑いの視線を向けてくるメグ。

「失礼いたしました。よく似た常連のお客様と間ま違ちがえてしまいました」

「ははは……わかってくれればええんやで。誰だれにでも間違いはあるはずだからね。チミにもこのボキにでも」

　ウェイターが一礼してテーブルから離はなれていくと、メグの視線が強くなる。なんとか誤魔化せないかと頭を巡めぐらせた。

「そ、そういえば、今日の格好いつもと違うな」

　と、先ほどティアに言った言葉と寸分違たがわぬことを言った。

「えっ……あっ……うん……最近買ったんだ……どう……似合うかな？」

　メグはホールデンにそう言われると顔を赤らめたどたどしい口調で聞いてくる。

「そうだな！　うん！　すげー似合うと思う！」

「アンタ、こういう服が好きなんでしょ？」

　メグも先日ホールデンがジゴロになった時にチェルシーの服装を褒めていたことを覚えていたのだ。

「もう最高！　メグは美少女だから何着てもいいと思うぜ！」

　またしても言っていて恥ずかしくなったが、いつも《女殺しジゴロ》になった時の方がよほどヤバイ台詞を吐いているのに改めて気がつき、考えるのを止めた。

「……何着てもって、それ褒めてるわけ？」

　口調は強めだが、満まん更ざらでもないメグ。

「褒めてる褒めてるってー！」

　そんなやり取りをしていると、料理がやってきた。

　持ってきたのは先ほどと同じウェイターだったので、若じやつ干かんの不安が胸をよぎる。

「あっ……美味おいしい」

　メグは運ばれてきた地ち龍りゆうのステーキとフォアグラのソテーがお気に召めしたようだ。

「うん？」

　ホールデンは口に運んだところで気がつく。

（さっきとソースが違う。ソースが違うだけでこんなに変わるのか。これはこれで絶品だ）

　ホールデンの様子を見たウェイターはニコリと笑い喋しやべる。

「お気づきになりましたか？　先ほどの時はトリュフのソースでしたが今回はマデラソースにしておりますので、甘めに仕上がっており……」

「うんうんうんうんうん！！！　最高に美味うまそうでございますよねぇぇ!!　先ほどがどれほどなのかボキには全くもってわからないでござりますがね！」

　ホールデンは食い気味に大きな声でそれをかき消した。

「な、何よいきなり大きな声出して……せっかくおいしいもの食べてるんだから少しは落ち着いて食べなさいよね」

　メグは非難の視線をホールデンに送る。

「あはあは……」

　気味の悪い笑みを浮うかべるホールデン。

　机の下で顕けん現げんさせていた履歴書ウオークオブライフにティアからメールが届く。

『ホールデンどこにいるの？』

（やばい……いかねぇと……）

「すまん、トイレ行ってくる！」

「えっ、あ、うん」

　勢いよく立ち上がるホールデンに相あい槌づちを打つメグ。特に怪しんでいる雰囲気はない。

　ホールデンは急いでティアがいる個室に戻もどる。

「すまんすまん！　ちょいと仕事の連絡をしててさ」

　ぼーっと座っていたティアに言い訳をするホールデン。

　ティアはコクリと頷うなずく。

「……ホールデン、聞きたいんだけどさ」

「お、おう……き、聞きたいことってなん……だ？」

　ホールデンの額から冷ひや汗あせが一ひと雫しずく垂れる。

（や、やばい……何か感づかれた……のか？）

「……ホールデンはああいう女が好きなの？」

　ホールデンの心臓は飛び跳はねる。ああいう女っていうのがメグを指していたら詰つみだ。

「あ、ああいう女……って？」

「チェルシー・アンダーハート」

　全然違ちがう名前が出てきたのでひとまず安心したホールデン。

「アンダーハート？　いや、全く。顔は確かにすげー可愛いと思うけど、あの性格本性を知って、好きになる奴やつがいたらそいつはマゾか聖人君子に違いねーな」

「……けど、ホールデン口説いていた」

　ティアは少し不安そうにつぶやく。

「あー……実はあれなんだけど……」

　ホールデンは自分のスキル、《女殺しジゴロ》という呪のろいみたいな厄やつ介かいなものを説明した。

「……そう。それなら前に私を口説いたのもそのスキルの影えい響きよう下だったってこと？」

　悲しそうな顔になり、ティアは伏ふし目がちになる。

「まぁな。けど、俺があんな口説きをしないってのは長い付き合いのお前ならわかるだろ？　それとも俺はお前から見たらあんな軽けい薄はくな態度をとるやつだと思ってたか？」

　そう言われたティアは少し頰ほおを染める。

「……思わない。私が女性でホールデンと一番長い付き合いだし」

　女性の部分がやたら強調されていた。

「お、おう……確かにそうだな。お前が一番長い女友達だな」

「……友達じゃなくて婚こん約やく者」

「はぁ……あのな？　何度も言ってるけどちゃんとお前の好きな奴を見つけて、そいつと結けつ婚こんしろよな」

「……す、好きな人はいる」

　顔を真っ赤にするティアは小鳥が鳴くような声でつぶやく。

「お待たせいたしました。こちら本日のデザートになります」

　元々小さい声ということもあり、大きなウェイターの声でかき消されてしまう。

「おお！　めっちゃうまそう！」

　いいところを邪じや魔まされたティアはそのウェイターを睨にらんだが、爽さわやかな笑みで流される。

「お客様。あちらのお席に当店の看板メニューをお持ちしております。冷めてしまいますと、味が落ちてしまうので、お早めに戻られて召し上がった方がよろしいかと」

「……あちらの？」

　ティアはそのウェイターの言葉を訝いぶかしむように復唱した。

「あひょひょー！　あちらってどちら？　こちらそちら？　そちらこちらあちら??」

　意味不明な言葉を大声で叫さけび、誤ご魔ま化かそうとするホールデン。

「お客様、店内でそのような大きな声は控ひかえていただけませんか？」

　いたって冷静なそのウェイターに怨えん嗟さと殺意に満ちた表情を向ける。

（誰のせいでこうなってると思ってやがる！）

　タイミングは重なるもので、ホールデンの履歴書ウオークオブライフにメグからメールが入る。

『あんた、どこまでトイレに行ってんのよ』

（や、やべぇ……すぐに戻らないと……）

「あー！　いてて！　すまん腹痛いからトイレ行ってくる！」

　今度はティアの反応を見る前にメグのいる個室に急いだ。

「はぁはぁ……す、すまん！　すげー手こずる例のアレだったから時間かかった」

　戻るなり下品な言い訳をするホールデンにメグは顔をしかめる。

「食事中なんだからやめてよね！」

　それ以上追及されずに安心したホールデンはしれっと席につく。

　テーブルには先ほどウェイターが言っていた新しい料理が届いていたので、口に運ぶ。それはウェイターが看板というのに相応ふさわしい味であった。

「なんだこれ！　超ちよううまい！」

　ガツガツと食べるホールデンを落ち着かない視線で見るメグ。

　その視線が非常にケツの収まりを悪くして、料理を食べる手が止まる。

（な、なんだ……まさか感づかれたの……か？）

「ど、どうした？」

　ホールデンは料理から視線を外し、不安げにメグを見る。

「あ、あのね……アンタってああいう子が好きなのかなって……」

　心臓が強く脈打つ。

　ああいう子っていうのがもしティアを指しているのだとしたら完全に詰みだ。

「ああいう子……って？」

「その……チェルシー・アンダーハート」

　ホールデンは全然違う名前が出たことに安あん堵どする。

「アンダーハート？　いや、全く。顔は確かにすげー可愛いと思うけど、あの性格本性を知って、好きになる奴がいたらそいつはマゾか聖人君子に違いねーな」

　何か先ほども全く同じことを言った気がしたが、ホールデンは気にしなかった。

「けど、あんた例のスキルで口説いたでしょ？　ってことはドキドキしたんでしょ？」

　メグは非難の色を隠かくそうとしない口調であった。

「ま、まぁ、あれはなんていうか事故みたいなもんだし、それに顔はなんつーかタイプだったりしたからしょうがないというか……」

「へぇ……ああいうのがアンタのタイプなんだ」

　ジトッとした目線でホールデンを見るメグ。

「さすがトップアイドルって感じだよな。けど、顔がタイプでも中身があれだと厳しい」

「けど、顔はタイプなんでしょ？」

「……なんだよ。やけに絡からむじゃねーか」

　ふいっとそっぽを向くメグ。

「べっつにー」

　そんなメグの様子に一いつ瞬しゆん戸と惑まどうが、料理が冷めてしまうのですぐに視線を料理に戻した。

　すると、例のウェイターがやってきた。

　ホールデンは嫌いやな予感しかしなかったので、油断なく飯を食べながら見る。

「あちらの席の女性が戻られないので、店内を捜さがされているので戻った方がいいかと」

　ウェイターはホールデンの耳元で小さくつぶやく。

（まじか……！　すぐに戻らないと……つか、初めてこのウェイターが仕事してくれた！）

　そのウェイターに小声で礼を言うと、ホールデンは演技くさく腹を押さえる。

「あたたた……すまん！　また腹の中のヤツがライオット起こしてるから行ってくる！」

　メグの反応を見る前にティアがいる個室に走った。途と中ちゆうの通路でティアと鉢はち合あわせし、個室に戻る。

「……ホールデン、さっきから急にいなくなるけど」

「あはは……ちょっと腹がやばくてね……」

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ああ……もう大丈夫」

　心配そうに見てくるティアに若干の罪悪感を覚えるホールデンだったが、目の前にあるデザートを一口食べるとすぐにその感情は吹ふき飛んでしまう。

「……それでいつお父様に会ってくれるの？」

　ホールデンは食べていたデザートを噴き出しそうになる。

「何が『それで』なのか全くわからないんだが……」

「……お父様もお忙いそがしいから事前に言っておかないと会えない」

「だから俺は一言も会うなんて言ってないからな！」

「……わかった。それじゃ７日後の夜に会食ってことね」

「何がわかったの!?　会話が全く成立してないんだけど！」

「……お父様も私たちの子供を見たがってるから、早く子作りしないと」

「そんなこと言ってもお前、直前で恥はずかしがるだろどうせ!?」

　ホールデンは以前のことを思い出していた。いざそういう風になると恥ずかしがってしどろもどろになることを。

「……そんなことない。私は今すぐにでも大丈夫……ここは個室だから私が声を我が慢まんすればバレないと思う」

　テーブルから身を乗り出してホールデンに近づくティア。その時両りよう腕うでで胸を挟はさんだことにより、扇せん情じよう的な景色がホールデンの瞳ひとみに映る。

（あ！　こいつはまずいぞ……）

　ジゴロになる感覚が内から湧わき上がってきた。頑がん張ばって抵てい抗こうするも、虚むなしくジゴロに精神が入れ替かわる。

「ふっ……子こ猫ねこちゃん。今すぐにでも君のその胸に、たわわに実った果実を収しゆう穫かくしたいが、それではダメだよ。もし仮に人が入ってきてしまったら、僕だけの君の肌はだをそいつに見せてしまうことになる。だからそういうことは２人きりの時にしようね」

　ジゴロ・ホールデンは立ち上がり、優やさしくティアの肩かたを抱だく。

　肩を抱かれたティアは先ほどホールデンが言った通り恥ずかしさで硬こう直ちよくしてしまう。

［私の中にある炎ほのお。その炎は私の魂たましいすら焼き討うち、閉じ込めておくことが不可能になる］

　そんな甘い空間になった個室の外から、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　ホールデンはその瞬しゆん間かんジゴロから元に戻もどり、恐おそる恐るその声の方に顔を向けた。

　そこには憤ふん怒ぬの化け身しんが顕けん現げんしていた。

《魔術剣技マジツクソード・付随させるは炎熱プロミネンスフレア》

　スキル名を口にしたメグの剣けんには、ホールデンを焼き殺す極ごく悪あくな炎が纏まとわりつく。

　ホールデンは一いつ瞬しゆんで血の気が引いた。

「ど、どうしてこの部屋が……」

「親切なウェイターさんにアンタがどこにいったか聞いたら連れてきてくれたのよ……」

　メグの横には礼れい儀ぎ正しい居住まいで件くだんのウェイターが立っていた。

「お客様に噓うそはつけないゆえ、ご容よう赦しやくださいませ」

「お、おまえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！！！！！」

　ホールデンはそのウェイターに向かって飛びかかるが、メグに阻はばまれてしまう。

「メ、メグさん……新しいスキルが発現したんですね……うわぁ……よく燃えてらっしゃいますねその剣……」

　誤魔化そうとするホールデン。だが、その声はメグの耳じ朶だに届いていないようであった。

　ジリジリとホールデンとの距きよ離りを詰つめるメグ。

「ま、待ってくれ！　暴力は良くない！　良くないよ！　話せばわかる……話せばわかるからぁ!!」

　ホールデンのその情けない言葉を聞いたメグは、にっこりと冷たい笑えみを貼はり付け、万ばん端たん準備が整った剣を振ふり下ろす。

　凄すさまじい破は砕さい音が落ち着いた店内に響ひびき渡わたった。
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「またのお越こしをお待ちしております」

　やらかしてくれたウェイターが深々とお辞じ儀ぎをして見送りをする。

（二度と来るか！　ボケ！）

　メグが壊こわした店内と料理代×２として25万５０００ルードを請せい求きゆうされてしまった。

（ああ……なんてこった……食費を浮うかそうと思っただけなのに借金が増えちまった……）

　身も心もボロボロになるホールデン。メグとティアはチンカチンカにキレていた。

「あ、あの……おぜう様方々……その……すみません……」

　ことの顚てん末まつを語ると、メグは大きくため息を吐つく。

「はぁ……アンタがそういう奴やつだってわかってはいたけど、さすがにそれは意い地じ汚きたなさすぎやしない？」

「す、すみません……」

　平身低頭のままのホールデン。

「……言ってくれれば毎日私が食べさせてあげるのに」

　ティアは事情を聞くとすぐにやさしい言葉をかけてくる。

　しかし、いくらゲスなホールデンでも女の子に毎日ご飯を食べさせてもらうということはヒモ以外の何物でもないので、苦笑いで流す。

「ああ、もうこんな時間じゃないの！　早く会場に向かわないと間に合わないわよ！」

「……本当だ」

　２人は時計を見ると、ライブ会場に向かう。

「アンタ、いつまで頭下げてんのよ。早く行かないと！」

「お、おう……」

　許されたのか微び妙みようなところであったが、返事をして２人の後を追う。




　ライブは第２区画にある巨きよ大だいなホールで行われる。この会場は数万人を収容できるほど大きい。しかしそんな大規模なホールにもかかわらず、周辺にはチケットを買えなかったファンたちが手書きのボードを持ってチケットを探していた。

「とんでもない数の人だな……」

　ホールデンは会場周辺の熱気を見てつぶやく。

「そうね……さすがにここまですごい人気だとは思ってなかったわね」

「……人多い。こんなに人気があるんだ」

　メグとティアは人の多さに感かん嘆たんの表情を浮かべる。会場に向け３人は歩き出す。ファンたちは入り口付近から延々と長ちよう蛇だの列れつをなしていた。ホールデン達は奥にある関係者受付に向かう。と、その列の先頭に見覚えのある３人組が視界に入る。

「オウフ……もうすぐ生チェルシーちゃんに会えるので、手て汗あせがやばいよぉ」

　他の２人も同じく気持ち悪い笑みを貼り付けていた。

　そいつらはホールデンが匂いを嗅ぐランチをしていた時に絡んできたグループである。

（……先頭で待機とかどんだけ気合い入ってんだよ……うん？）

「はぁはぁ……レイラたんもうすぐ会える……」

　そこで写真に頰ほおずりしていたのはホールデンの同室であるブライアン・ジェンキンソン。

「ブライアン殿どの、落ち着くであります。我々ベイビーメイカー親衛隊は紳しん士したれが会則でありますぞ」

「……俺っちとしたことがつい……罪な女だぜぃ……レイラたんは」

　３人……いや、４人組は不気味な笑顔で笑いあっていた。

（……仕事に行ったのかと思ったらこんなところに……つか前に絡んできた３人組と一いつ緒しよにいるな……どんな関係なんだよ……）

「何、立ち止まってるのよ。早く受付するわよ」

「……ホールデン、早く」

　メグとティアはブライアンに気がついておらず、立ち止まっていたホールデンを急せかす。

「あ、ああ……今行く……」

　よくないものを見た……そう思うとホールデンは２人の元に小走りで向かった。




　関係者受付、と書かれたテントにやってきた３人は受付をする。

「お忙しいところありがとうございます。来てくださって光栄です」

　受付で柔にゆう和わな笑みを浮かべたのはベイビーメイカーのマネージャー、ノーマンであった。

「この度はお誘さそいいただきましてありがとうございます。私はこういったイベントに参加したことがないので、とても楽しみです」

　メグは如じよ才さいなく、ノーマンにビジネス的な挨あい拶さつをする。

「お三方に楽しんでいただけると幸いです。よかったら終演後、楽屋に挨拶に来てください。他のメンバーもご紹しよう介かいいたしますし、チェルシーも喜ぶと思います」

　ノーマンとそんな話をしていると、受付の奥の方から怒ど声せいが響いてきた。

「テメェは何度言ったらわかンだよこのボケが!!　クビだクビ！」

　視線をそちらに向けると、ベイビーメイカーが所属する、バージェス・インク社長のジェフが部下を辛しん辣らつに怒おこっていた。怒られている部下は完全に萎い縮しゆくしてしまっている。

「し、しかし……それは社長が先ほど指示されたことでして……」

「ああん？　テメェ！　俺のせいにするってのかぁ？」

　ジェフはその部下に凄すごみをきかせる。

（こないだも思ったけど、俺の予想どおり部下には理り不ふ尽じんに怒る奴じゃん）

　３人がその様子を見ていることに気がついたノーマンは苦く笑しようする。

「お見苦しいところをお見せしてすみません。なだめて参りますので、お席の方へどうぞ」

　３人は別のスタッフに関係者席に案内される。ホールデンは後ろを見ると、ノーマンが何やらジェフに言い、すぐにジェフの怒いかりが収まったようだ。

（ノーマンさんの言うことは素す直なおに聞くんだな）

　ホールデンは内心でそう思うと、視線を元に戻す。

　案内された関係者席には芸能関係会社インクのお偉えらいさん方と思われる人々が集まっている。

　関係者席はアリーナではなく２階だった。そこにはふかふかなソファーが置かれており、特別席といった感じだ。２階から下を覗のぞくと、巨大な空間に色とりどりの装そう飾しよくが施ほどこされたステージが見えた。非常に絢けん爛らんで、予算をかけているのが伝わって来る。

　その雰ふん囲い気きに３人は物もの珍めずらしそうにキョロキョロと視線を彷徨さまよわせた。

「すげーな……一体いくらかかってんだろーなこのステージ」

「すぐお金に直結させるのはあんたっぽいけど、確かにこれは少し気になるわね」

「……数千万はかかっていそう」

　３人がそんな感想を言い合っていると、下の方がにわかに騒さわがしくなる。客入れが始まったようだ。ホールデンは下を覗く。するとステージにより近い場所を確保するため、猛もうダッシュする人々が雪崩なだれのようにやってきた。その中にブライアンと例の３人を見つける。信じられないくらいのスピードで、一番いい位置を確保する。遠くて声は聞こえないが、どうやら４人はその場所が取れたのが嬉うれしかったのか、抱だき合っていた。

　その様子を見たホールデンは苦笑するしかなかった。

「どうしたの？」

「い、いや……何でもない」

　しばらくすると、数万人は入れるホールがぎちぎちになる。その景観は圧巻だった。

　10人ほどの女の子たちに、これほどまでに人々を呼ぶ力があるのだから驚おどろく。

　数万人の客が今か今かと開演を待っている。やがて、明かりが消える。

　数秒後、色とりどりの明かりがステージを照らす。

　そこには華はなやかな衣装に身を包んだベイビーメイカーのメンバーが登場した。

　その瞬間、ホールデン達の耳に数万人の歓かん声せいが響く。

「みんなー！　今日は私達のライブに来てくれてありがとー！」

　一歩前に出たのはチェルシーだった。

　頭の先から足の先に至るまで、完かん璧ぺきに〝アイドル〟であった。

　チェルシーが一つ満面の笑みを客席に投げると、その方向にいた男のファンの何人かは失神している。それほどまでにチェルシーの笑顔は可愛かわいさの暴力を伴ともなっていた。

　その様子を見るに、昨日ホールデン達に悪態をついたのが信じられない。

「まずは１曲目！」

　チェルシーがそう言うと、曲が大音量で聞こえてくる。

　メンバーは曲に合わせて可愛らしいダンスを踊おどり始めた。

　その踊りに合わせて、ブライアンたちを先頭に奇き妙みような踊りを開始した。

　ファンたちの謎なぞの踊りが地面を叩たたき、地じ響ひびきとなって２階席にも影えい響きようを及およぼす。

「す、すげぇ……」

　ホールデンはステージ、客席の圧あつ倒とう的なエネルーギーに気け圧おされた。メグもティアも、その光景に息を飲む。それほどまでに、この光景には惹ひかれるものがある。

　３人は時間を忘れてベイビーメイカーのステージに魅み了りようされていった。
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　ステージが終わり、余よ韻いん冷めやらぬまま３人はベイビーメイカーの楽屋に挨拶に来ていた。

　楽屋の中は関係者数十人がベイビーメイカーのメンバーと談笑していた。

　３人は邪じや魔まにならないように、楽屋の端はしに立つ。

　すると、３人に気がついたノーマンが近づいてきた。

「本日はありがとうございました」

「ものすごい熱量で終始見入ってしまいましたよ」

　メグはノーマンに素直な感想を言う。

　ホールデンとティアもそれには同意だったので、後ろで頷うなずく。

「そう言っていただけて光栄です。ぜひメンバーにも伝えてください」

　ノーマンはそう言うと、順番に空いているメンバーを３人に紹介していく。

　どの女の子も美少女なのだが没ぼつ個こ性せいで、ホールデンにはほとんど同じように見えてしまい、覚えられなかった。

「お兄ちゃん、お姉ちゃん達よろしくです！　私、レイラ・コリンズっていいます！」

　と、聞き覚えがある名前の子が挨拶してきた。

「どうも。ラロケット・インクのホールデン・ドハーティす」

「ホールデンお兄ちゃんだね☆　うん、覚えたっ！」

　ニパっと愛くるしい笑えみを浮うかべるレイラ。そこでホールデンは思い出した。

「あっ、ブライアンさんが好きって言ってた子か」

　ホールデンが思わずつぶやくと、レイラは近づき、ホールデンの手を握にぎる。

「嬉しいな！　お兄ちゃんの友達、私のこと好きなんだ！」

　レイラに手を握られ、ホールデンはドギマギした。

　その様子を見たメグとティアの表情は冷ややかである。

「え……お、お兄ちゃん……？」

　ホールデンは困こん惑わくした。

（確かこの子26歳で俺より年上だよな……なんでそれでお兄ちゃんなの！　いや、まぁ確かにすげー可愛いけどさ……しかもすげーいい匂いが……）

　レイラはチェルシー以外のメンバーと違ちがい、凄すさまじい個性があった。見た目はどう見てもローティーンだし、この喋しやべり方だしで、他のメンバーとは一線を画していた。その筋の趣しゆ味みの男ならどストライクでハマるのも頷ける。しかし、ホールデンにその手の趣味はなかったので、可愛いとは思うも、ドキドキはしなかった。なので、《女殺しジゴロ》は発動しない。

「私はみんなの妹だから、お兄ちゃんはお兄ちゃんだよ！」

　目の前でクネクネと愛らしく動くレイラ。

　３人はレイラの言葉に苦笑する。

「レイラ！　紹介したい人がいるからこっちに来い！」

　と、奥の方から社長であるジェフがレイラを呼ぶ声が聞こえる。

　その声を聞いたレイラはホールデン達に可愛く一礼すると、そちらの方に甘い声を出しながら向かっていく。どこぞのお偉いさん方にまたキャピキャピしていた。レイラはチェルシーとはまた別ベクトルで極きわめているアイドルなんだと、ホールデンは感じる。

「チェルシーが空きましたので、ぜひご挨拶させてください」

　ノーマンが今度はチェルシーを連れてきた。

「わぁ！　皆みなさんいらっしゃってくれたんですね！」

　先日見せたチェルシーの態度から想像できないアイドルスマイルで３人に挨拶してくる。

　周りには関係のある会社インクのお偉いさん方がいるので、チェルシーの態度は当然だった。

　チェルシーは手を後ろに組み、下から覗くようにホールデンを見る。

「ホールデンさん、今日の私は可愛かったですか？」

　本ほん性しようを知って尚なお、今のチェルシーの可愛さは反則であった。

　ホールデンの顔は赤くなる。そして心音も増大したが、己おのれに『この女は性悪』と頭の中で言い続け、なんとか《女殺しジゴロ》の発動を抑おさえる。

　メグはそんな様子のホールデンを後ろに引っ張り、自分がチェルシーの前に立つ。

「チェルシーさん、今日のライブすごく良かったです。こういったライブは初めて観ましたが、これだけ大勢の人々を魅了する理由が少しわかった気がします」

「……バカにしてたけど、素直にすごいと思った」

　メグとティアは仕事の延長上なので、一いつ旦たんこの間のことは忘れ真ま面じ目めに意見を言った。

「ふふふ。ありがとうございます」

　チェルシーも今日は喧けん嘩かを売るつもりはないらしい。

「これは、これは！　メグさんにティアさん。ようこそ我が社のライブに」

　ジェフはホールデンなんかいないものとして２人に挨拶する。

「いや～！　この間も思ったけど、２人共めちゃくちゃ可愛いし、スタイルも抜ばつ群ぐんだからぜひうちでアイドルとしてデビューしない？」

　ジェフは無ぶ遠えん慮りよな視線をメグとティアに浴びせる。下から舐なめ回すような視線は２人を不快にさせた。言葉遣づかいも非常に軽けい佻ちよう浮ふ薄はくだ。

「君たちなら売れること間違いなしだって！　今なら破格の条件で移い籍せき金きんを払はらうよ」

　ジェフはいやらしい笑みを浮かべ、２人を引き抜ぬこうとする。

　依い頼らいをお願いしている会社インクの社員を引き抜こうなんて失礼にもほどがある。ティアは無表情だが、不ふ機き嫌げんそうなオーラを放つ。メグはさすがというべきか、大人の対応をする。

「申し訳ございません。ありがたいお話ですが、私は入社したばかりですので、どこの会社インクにもまだ移い籍せきするつもりはありません」

　意志の強い瞳ひとみで、ジェフに告げる。ティアもそれに追つい随ずいする形で頷く。

「あー残念だなぁ！　けど俺はまだ諦あきらめない！　また誘さそわせてもらうよー」

　ジェフは一いつ切さい懲こりた感じは見せず、そんなことを言うと別の客のところに行ってしまう。

　その後ろ姿をチェルシーは忌いま々いましい視線で睨にらんでいた。

（なんかあのチャラい社長とあんのか……？）

「社長が失礼いたしました……」

　ホールデンが勘かんぐっていると、横からノーマンが謝罪の言葉を言う。

「芸能系会社インクの社長は軽いところが多いのですが、ウチの社長は特にひどくて……」

「いえ、あれくらい全然大だい丈じよう夫ぶですよ」

　メグは気をつかうように言った。

「そう言っていただけると助かります。それでは本日の夜の撮さつ影えいよろしくお願いしますね」

　３人は首しゆ肯こうすると、その場を去る。

　去り際ぎわにホールデンはチェルシーを再度見たが、その顔はどこか浮かない表情であった。
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　ホールデン、メグ、ティアは寮りように戻もどるために、〝風の住処すみか〟に向かっていた。その道すがら聞き覚えのある声が聞こえて来る。

「ずーるっ♫ずーるっ♫ずーるっ♫」

「こ、この声は……」

　その声がする方に視線を向けるホールデン。

「女の子はべらせて、これから何をキモチイイ事しようとしてるのかしら？　オネーさんも混ぜてほしいわね～」

「ホールデンちゃんモテモテデスね。女の子の方面では心配いらなさそうですネ」

　そこにいたのはヴィシャス姉し妹まいであった。

　気づくと同時にホールデンの首にメアリーの大鎌かまがかけられる。

「ち、違うって！　仕事の一いつ環かんでライブに来てて、決してサボってなんか……」

「言い訳早漏なんてみっともな・い・わ・よ♥」

　エミリーは双そう対ついの鎌をホールデンの体に這はわせると、股こ間かんで止める。

「ホールデンから離はなれなさい！」

　メグは剣けんを構え、２人に警告する。ティアも履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんし、戦せん闘とう態勢に入る。

「邪魔するなら、いくら王様社長の娘むすめでも容よう赦しやしないデスよ」

　大鎌は変わらずホールデンの首にかけたまま、視線だけメグとティアに移す。

「……ホールデンを傷つけるのは容よう認にんしない」

「アナタ達一体何者なの？」

　メグが油断なく問いただす。

「クートヴァス・インク　債さい権けん回収課所属エミリー・ヴィシャスよ処女ちゃんお嬢ちやん達」

「はいデス！　債権回収課所属のメアリー・ヴィシャスちゃんですヨ」

『債権回収課』という単語を聞いて、メグとティアは警けい戒かいを解く。

「あっ、こいつが悪いんで好きにしちゃってください」

「……ホールデン、私と結けつ婚こんすればすぐにそんな金額返せるのに」

　メグは至し極ごく冷たい対応でティアは相変わらずの反応だった。

「お、お前ら……俺の命がどうなってもいいのかよ！」

　ホールデンは情けない顔になり、２人に叫さけぶ。

「借金を返さなかったのは自じ業ごう自得でしょ？　男なら自分の事は自分でなんとかしなさい」

「……ホールデン、ここにサインするだけで、この状じよう況きようから抜け出せるよ」

　メグは呆あきれた表情になり、ティアは婚こん姻いん届とどけをホールデンの眼前に差し出す。

「いやいや、こんな状況で、何で結婚を決められると思ってたんだよティアは！」

　ティアは残念そうに用紙を引っ込めて後ろに下がる。

「私たちの邪魔はしないと受け取っていいのねぇ～？」

　エミリーはメグとティアに敵対の意思がない事を確認すると、警戒を解く。

「ホールデンちゃん、どうしたデスか？　顔色良くないですヨ」

　メアリーは無む邪じや気きな顔で心配してくるが、手の大鎌はホールデンの頸けい動どう脈みやくを撫なでている。

（お前の大鎌のせいだよ！）

「それじゃホールデン君、今日の分タマつてるモノはもう用意できているかな？」

　エミリーはホールデンに近づき、手をホールデンの股間にやると、耳元に熱い吐と息いきを吹ふきかける。

「うえっ！　な、何を!!」

「「なっ！」」

　その行動を見たメグとティアは熱いきり立つ。

「ちょ、ちょっと！　アンタ何してるのよ！」

「……ホールデンのソコに触さわっていいのは私だけ」

　そんなメグとティアの様子を楽しそうに見るエミリー。

「あら、お嬢ちゃん達。女の嫉妬発情はみっともないわよ」

　エミリーは己おのれの豊満な胸をホールデンの腕うでに押し当てる。ホールデンはその暴力的なまでの弾だん力りよくに意識を刈かり取られ、女殺しジゴロが発動してしまう。

「フゥ……僕のために可か憐れんな子こ猫ねこちゃんたちが争うのは見るに堪たえない。心配しないで！　僕はみんなのモノだからさ！」

（あああ！　なんでこんな状況なのに反応しちまうんだよ俺は！）

　メグとティアはジゴロ・ホールデンに冷ややかな視線をやる。

「ホールデンちゃん、メアリー心配デスよ？　主に頭の方が……」

　メアリーはホールデンを見る。

「それが報告にあった女殺しジゴロ……顔つきがセクシーになってお姉さんの好みになったわね」

　ジゴロ・ホールデンはエミリーの頰ほおに手を添そえる。

「君みたいなセクシーな女性に言い寄られて僕は世界一の果報者さ」

「あら～私を口説きたいのかしらねぇ私とシタいのかしらねえ～」

　エミリーは目を妖あやしく細めると、再度リトルホールデンへと手を伸のばす。

「あはは。子猫ちゃん？　こんなところで、おっぱじめちゃうなんて随ずい分ぶん積極的だ……」

　ジゴロ・ホールデンの言葉はそこで途と切ぎれてしまう。なぜならエミリーがリトルホールデンを強したたかに鎌の柄えの部分で殴おう打だしたからだ。

「ほんぎゃああああああああああああああああ!!」

　情けない叫び声をあげ、通常のホールデンに戻る。

「あらあらあら。男の子のクセにイチモツが付いているのにそんなみっともない声あげちゃダメよ」

　エミリーは変わらない調子で、ホールデンの耳元で囁ささやく。

「ホールデンちゃん、大丈夫デスか？　もう、おねーちゃん男性のソコは叩たたいちゃメッ！　デスよ」

　メアリーはそう言いながらも、大鎌をホールデンの首目め掛がけて振ふりかぶっている。そんなやり取りを見ていたメグとティアは長距離移動技術ポータルの方に歩き去って行ってしまう。

「あの！　メグさんティアさん、どちらへ??」

　２人はホールデンの言葉に振り向かず、返答する。

「そのままずっとそのスケベな女とイチャイチャしてれば？」

「……ホールデンのバカ」

　そう言うと、２人はスタスタとその場から去る。

「ホールデンちゃん、これでゆっくり話ができますネ！」

　メアリーは大鎌をホールデンの首にかける。行動はどう見ても話し合いではない。

「それで？　ホールデンくん今日の分タマつてるモノはもうあるのよねぇ？」

　エミリーも妖よう艶えんな笑えみを浮うかべつつ、双対の鎌をちらつかせる。

　ホールデンは全力で土下座をかました。

「スンマセン！　今日の24時までには必ずお渡わたしできると思いますんでもう少々お待ち下さい!!」

　エミリーとメアリーは鎌を引っ込める。

「ホールデンちゃん？　優やさしい私でも遅おくれたら……」

　メアリーはその小さな体のどこにそんな力があるのかわからないが、大鎌を目に見えない速度で振り回す。刹せつ那なの後、周りにあった太い木々が派手に倒たおれ、凄すさまじい音が響ひびく。

「怒おこっちゃいますヨ！」

　メアリーは謝罪を木に向かって口にするが、そのすぐ後上機き嫌げんで鎌を擦こすりながら去る。

「ずーるっ♫ずーるっ♫ずーるっ♫」

「ふふふ。それじゃ、また後でね」

　エミリーは去り際ぎわにホールデンの頰にキスをしていく。しかし、周りの惨さん状じようがひどすぎて、数時間後に金を用意できなければリトルホールデンが同じ道を辿たどると思うとなんにも感じなかった。
















「そっちに行ったわよ！」

　メグの声が夜の森に響き渡る。

　アーカウリのリンリンはホールデンの横を四足歩行ならではの低い体勢で駆かけ抜ぬけた。

「待ちやがれー！」

　横を抜かれたホールデンは叫びながらリンリンを追う。少しでも活かつ躍やくして取り分を多くしないと命がないので死に物狂ぐるいで追いかける。

　その後ろからは撮さつ影えい班がホールデンを撮うつしている。

　ここは第５区画にあるレスフォート大森林。

　ティアが熟練度を上げていた【探偵The Seeker】に転職ジヨブチエンジし、スキル《手がかりサジエツシヨン》でリンリンのいる場所を特定したのだ。

　場所が分かるとチェルシーを含ふくむ番組のスタッフ数名と、レスフォート大森林に向かった。

　レスフォート大森林は、森としてルードワルドで２位の広さを誇ほこる。なので、捜そう索さくには時間がかかると思っていたのだが、ティアの【探偵The Seeker】のスキルは思った以上に優ゆう秀しゆうで、到とう着ちやく後１時間もかからずリンリンを発見したのだ。

「なんてすばしっこい奴やつなんだ……」

　リンリンはホールデンをあざ笑うかのように、時折後ろを振り返り挑ちよう発はつする。

「ペットの分際で!!　思い知らせてやる！」

　ホールデンは履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせると、《ものまねフエイカー》でメグの【魔術剣士The Dual】をコピーする。

《魔術剣技マジツクソード・付随させるは……》

「……ホールデン、ダメ。無傷が条件だから」

　近くに落ちていた太い木の枝に魔ま術じゆつを付随させたところでティアに止められる。

「く、くそったれ！」

　リンリンはその様子を理解しているのか、ホールデンに向かって尻しりを突つき出し叩く。

「ウガ───!!」

　ホールデンはがむしゃらに捕つかまえようと躍やつ起きになるが、リンリンにのらりくらりとかわされ、あまつさえ顔を引ひっ搔かかれ、ガブガブと数カ所嚙かまれる。

「ぎゃー！　じ、地味にいてぇ……」

「アンダーハートさん！　そっちに行ったわ！」

　メグが叫さけぶとチェルシーはアイドル然とした笑みを浮かべ、履歴書ウオークオブライフを顕現させ、スキル詠えい唱しようを歌うように開始した。

［跪ひざまずけ、私は燦さん々さんたる４つの太陽。平ひれ伏ふせ、私は煌こう々こうたる夜の美び麗れいな月の女王］

《魅了エンチヤントメント》

　詠唱が完かん了りようすると、チェルシーから放たれる光にリンリンは包まれる。

　やがて、その光から解放されたリンリンはゆっくりとした足取りでチェルシーの元に近づき、足にすりすりと顔を擦なすり付ける。

　チェルシーはリンリンの頭を撫なでる。

「あはは！　かわいいですねー！」

　屈くつ託たくなく笑うその姿を撮影班は撮す。

　チェルシーはそれをわかった上で、あざとくカメラを意識し、リンリンと戯たわむれる。

「な、なんだよ、今のスキルは？」

　リンリンからホールデンへと視線を移し、にっこりと微笑ほほえむ。完全に撮影用の笑顔だ。

「今のは【偶像The Idol】の代表的なスキル《魅了エンチヤントメント》ですよ。対象者１名を、時間制限はありますが、完全に私の支配下に置くことができるんです」

「完全支配……それって人間にも効果あるのか？」

「ええ、やりませんが可能ですよー」

「無茶苦茶だなそのスキル……」

　ホールデンが言う通り、《魅了エンチヤントメント》の能力は非常に強力だった。戦せん闘とうだった場合、完全支配ということは、《魅了エンチヤントメント》を受けるとそこで勝負はついてしまう。

　いつの間にかカメラに向かい、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ喋しやべるチェルシー。

「安心してください！　ファンの皆みな様さまには絶対にかけたりしませんからねっ！」
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　リンリンを無事に飼い主であるアンディ・ギャノン氏に引き渡し、今回の依い頼らいは完了した。ちなみに、アンディ・ギャノン氏にリンリンを渡すと、感動の再会的な雰ふん囲い気きになり、チェルシーはカメラの前で泣いていた。もちろん、そういうシーンで泣く私可愛かわいいアピールなのは言うまでもないが。

「今日はありがとうございました」

　チェルシーは律りち儀ぎにホールデン達に挨あい拶さつをしにくる。これももちろんカメラの向こう側にいる視し聴ちよう者に向かってのポーズなので、本気で『お疲つかれ様』とは思っていないんだろうなと、ホールデンは思った。その証左にカメラが止まり、他のスタッフたちが解散して４人だけになるとすぐに愛らしい笑みを引っ込める。

「ラロケット・インクの一押し社員だから少しは期待したんだけど、私様がいなかったらこの仕事もっと時間がかかってたわよね。使えない奴ら」

「くっ……」

　確かにチェルシーの言う通りなので、３人は苦い顔になり反論する者はいなかった。

「ふん。まぁ明日からもせいぜい私様を際立たせるピエロをお願いするわ」

　半笑いで手をひらひらさせると、チェルシーは迎むかえに来たノーマンの方向に歩いていく。

「何よ、あの女！　ライブのパフォーマンスを見て少しは見直した私が馬ば鹿かだったわ！」

「……それについては、激しく同意。チェルシー・アンダーハートは性悪狐ぎつね」

　女性２人は憤いきどおり、その矛ほこ先さきがホールデンに向かう。

「アンタがしっかりとあのペットを捕まえてれば、あんな事言われなかったのに！　そもそも無傷でって条件なのになんで攻こう撃げきしようとしたのよ！」

「……ホールデンはもっと思し慮りよ深い行動をしたほうがよかった」

「ううっ……なんも言えねーのが辛つらい……」

　その日はそれで解散となる。寮りようが一いつ緒しよなので、道中ずっと２人にチクチクと小言を言われ、更さらにしゅんとなるホールデンであった。

　テンションが下がっているホールデンだったが、まだ休むわけにはいかなかった。今日の報ほう酬しゆう分をカースティから手て渡わたしでもらい、急いでヴィシャス姉し妹まいが指示した第１区画の広場まで行くと、２人を待った。

「ずーるっ♫ずーるっ♫ずーるっ♫」

　その擬ぎ音おんが聞こえると、ホールデンは反射的に身をこわばらせた。

「待たせちゃったみたいね。それでホールデンくん、今日の分タマつてるモノは持ってきたのかな？」

「は、はい！　こちらになります！」

　エミリーは封ふう筒とうを受け取ると、中身を確かく認にんする。はたから見たらそれは女の子２人にカツアゲをされている情けない男の姿に映っているだろう。

「ホールデンちゃん、大だい丈じよう夫ぶデスか？　無理してお金作っていませんカ？」

　そういうとメアリーは自分の大鎌かまを愛いとおしそうに撫でた。

「あら？　１ルード足りないみたいだけど？」

「へ？」

「返済額は最低23万３０１ルード。けど23万３００ルードしかないわね」

「い、１ルードくらい負けてくれよ!!」

「だーめ！　さっメアリーちゃん、取り立てしていいわよ沢山キモチイイコトしちやつていいわよ」

「ごめんデス、メアリー本当はこんなことしたくないデスけど、仕方ないですよネ？」

　言葉とは裏腹に嬉き々きとしてメアリーは大鎌を振ふり上げる。

「ヒィィ!!」

　死を覚かく悟ごした瞬しゆん間かん、足元に１ルード硬こう貨かが落ちているのを見つける。メアリーの大鎌はホールデンに向かってきていた。その場に倒たおれ込みその１ルード硬貨を拾い上げる。

「１ルードあった!!　こ、これで文句ねーだろ!!」

　差し出した１ルード硬貨をエミリーが受け取る。

「はい。確かに。それじゃまた明日ね、ホールデン君イチモツ君」

　エミリーは受け取るとすぐにその場から立ち去る。

「ホールデンちゃんを切り刻まなくて本当に良かったデス……」

　メアリーは残念そうに大鎌を下ろし、地面に擦こすりながら去っていく。

「ずーるっ♫ずーるっ♫ずーるっ♫」

　メアリーの声が遠ざかっていってもその場から動けなかったホールデンであった。
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　翌日も当たり障さわりのない依頼をこなした。

　特に問題もなく進行していったのだが、逆に問題がなさすぎて画え的に面おも白しろくないとチェルシーはぼやいていた。

　仕事が終わりホールデンが自室のベッドに横たわると、履歴書ウオークオブライフにメッセージが届く。

「珍めずらしいな。こんな時間にカースティさんから連れん絡らくがあるなんて」

　ブライアンはまだ仕事から戻もどっておらず、部屋にはいない。

　ホールデンは起き上がると、履歴書ウオークオブライフを展開し、メッセージ内容を確認する。

「ま、まじかよ……」

〝夜分遅おそくすまない。先ほど、バージェス・インクの方がいらっしゃり、番組進行上、派手な依頼がご所しよ望もうとのことなので、依頼内容が変へん更こうになった。明日やってもらう依頼の依頼書オーダーシートを添てん付ぷするから目を通しておいてくれ。もしもの時のために私も同行する〟


　依頼者　　バトラー・インク。

　依頼内容　バトラー・インク管理墓地セメタリー内の警備。

　概がい要よう　　　昨今、ルードワルド全域の墓地セメタリーで墓が荒あらされる事例が多く報告されているので、警備の強化のため。

　　　　　　時間帯は深夜から朝方にかけて。

　補足　　　関かん与よが疑われるのはジョン・ドゥ・インク。実働として動いているのは契けい約やく社員であるため、正社員が現れる可能性は低いと思われる。契約社員とはいえ、職業価値Ｓ以上が想定されるので注意が必要。

　難易度クエストアツプ　　５段階中３～相当。

　依頼額　　５０００万ルード。



　バトラー・インクは葬そう式しきから墓地セメタリー管理までを取り仕切る最大手だ。死を司つかさどる仕事を生なり業わいとしているため入社希望が少ないが、給料が高い事でなんとか人員を確保している。

　依頼額は破格の５０００万ルード。ただの警備にしては多すぎる。実はこれにはカラクリがあった。ジョン・ドゥ・インクが関与しているので、クートヴァス・インクから補助金が出るのだ。それだけジョン・ドゥ・インクへの手がかりを欲ほつしているのだ。

「……これをなんとか成功させれば返済に近づける！」

　ホールデンは以前の事件を思い出していた。

　ジョン・ドゥ・インクの元契約社員であったリチャード・ケリー。奴やつの力は本物だった。あのレベルの者が徒党を組んで攻せめ込んできたら、厄やつ介かいだと思う。全く手が打てないとは思ってはいないが、今回はチェルシーを守らなければならない。チェルシーの職業ジヨブ【偶像The idol】のスキルは強力だが、ジョン・ドゥ・インクの奴らは底が知れないので不安が残る。

「カースティさんが同行してくれるから大丈夫だと思うけど……」

　とは言うものの、一いち抹まつの不安を残したホールデンは再びベッドに戻ると眠ねむりについた。
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　次の日、現場に行く前にミーティングをすることになった。

　ラロケット・インクの会議室にはホールデン、メグ、ティア、チェルシー、カースティ、ノーマンが集まっている。

「集まったな。それではミーティングを始めるぞ」

　各おの々おのが四角形の長机に置かれた椅い子すに座ったのを確認すると、カースティは話し始める。

「今回の依頼は各自に送った依頼書オーダーシートに書かれてある通り、墓地セメタリーの警備だ」

「カースティさん、宜よろしいでしょうか？　依頼書オーダーシートを見ていて、疑問に思った点があります」

　開始早々メグが挙手をし、発言を求めた。

「なんだフラワーズ？」

「なぜジョン・ドゥ・インクは墓地セメタリーなんかを荒らしているんでしょうか？」

　それはホールデンも思ったことだ。墓地セメタリーを荒らして一体何が目的なのかさっぱりわからなかった。

「……つい先日、私が担当した案件でジョン・ドゥ・インクの契約社員の奴と戦せん闘とうになった。その時も墓地セメタリーで何かをしようとしていた」

「何か？」

　ホールデンはぽつりとつぶやく。

「契約社員を不注意で口くち封ふうじのために殺されてしまった。その時に現れたのが、屍兵ゾンビソルジヤーだ」

「……屍兵ゾンビソルジヤー？」

　今度はティアが疑問を投げかける。

　屍兵ゾンビソルジヤー、ホールデンもメグもその単語は聞いたことがなかった。

　カースティがその疑問に答えようとした瞬間、横からノーマンが口を開く。

「屍兵ゾンビソルジヤー……大逆無道の職イービルジヨブ【死霊使いThe Necromancer】が使し役えきする死人の兵ですね。これの厄介なところは、すでに死んでいるので恐きよう怖ふも痛みもなく、ひたすら術者の命令を体が朽くち果てるまで遂すい行こうするところです。【死霊使い】は人間の死を弄もてあそぶ最悪の職業だと言われています」

　ノーマンは言い淀よどむことなくスラスラと喋しやべる。

「ご存知でしたか」

　カースティがノーマンの博識ぶりに感かん嘆たんする。

「ええ、大逆無道の職イービルジヨブについて興味を持った時がありましてね。その時に調べて印象深かったものですから。すみません、横から出しゃばってしまい」

「いえ、説明が省けたので助かります」

　カースティはノーマンに軽く微笑ほほえむ。

「大逆無道の職イービルジヨブか……」

　ホールデンは意識せずつぶやく。

　その単語を聞いて強制的に思い起こされるのはサリーのことであった。サリーも大逆無道の職イービルジヨブ【奴隷商人The Dignity Trampled】に就ついていた。想像を超こえた極ごく悪あくなスキルの数々で、ホールデンはあのタイミングでスキル《転職ジヨブチエンジ》が発現していなければと思うとゾッとする。そうなっていたら自分もメグもティアもこの場にいなかっただろう。

　ホールデンの考えを察したのか、カースティは安心させるように強い口調で話す。

「安心しろ、今回は私が付いている。お前にばかり負担をかけさせるつもりはない」

　強い口調、眼まな差ざしでそう言うカースティにホールデンは緊きん張ちようした表情を軟なん化かさせる。

「ただ……」

　その後、今度はカースティが厳しい表情になる。

「【死霊使い】がもし仮に現れたら私に任せてくれ」

　その場にいた一同は黙だまってカースティを見た。

「私は前に一度【死霊使い】と戦ったことがある」

「……そいつはジョン・ドゥ・インクの正社員だったんですか？」

「ああ。ただ深くフードを被かぶっていたから顔は見られなかったがな。そいつはジョン・ドゥ・インク経理担当と名乗っていた」

　ジョン・ドゥ・インクの正社員の顔を知る者は極々限られている。それは正社員と関かかわったほどんどの者がすでにこの世にいないからだ。なのでジョン・ドゥ・インク正社員と邂かい逅こうした者の一人がカースティであることに驚おどろきを隠かくせないでいた。

「奴の言によれば、別段正社員は、顔は隠すが素す性じようを隠していないらしい。結果として、自分たちと直接関わった者は死んでいるというだけ、ということだ。だからペラペラと自分達のことをそいつは喋っていてな。全部で正社員は８人で、一ヶ月に一度全員が集まってミーティングしているということも。あまつさえ、私に何か仕事の依い頼らいがあればいつでもこちらにお問い合わせくださいと営業までかけてくる始末だ」

　確かにジョン・ドゥ・インクの仕事の依頼先は開示されている。しかし、どういったわけか、奴らに害をなそうと連絡する者の前には現れないのだ。きちんと仕事を依頼する者の前にしか姿を現さない。おそらく何らかのスキルのせいだろう。

「……カースティさんは、その時【死霊使い】を倒したんですか？」

　メグが恐おそる恐る尋たずねた。

「いや、ギリギリのところで逃のがしてしまった……」

　カースティは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまるが、すぐに口を開く。

「……その時にウチの主力社員だったフレッド・ヴァーレイが奴に殺されてしまってな。ヴァーレイは【死霊使い】のスキルで屍兵ゾンビソルジヤーにされてしまった」

　その当時のことを思い出しているのか、ブルブルと手を震ふるわせるカースティ。

「じゃぁ、今でもその人は【死霊使い】の従者に？」

「おそらくは……ヴァーレイは非常に優ゆう秀しゆうでな、上級職である【幻獣使いThe Causative】だった。第二級幻げん獣じゆうを使役するのは奴とあとは数えるくらいしかいなかった」

　そう話すカースティの声にはどこか親愛の情がこもっているのは気のせいだろうかと、ホールデンは思った。しかし、それを突つっ込こむ雰ふん囲い気きではなかったので仕事の話を続ける。

「第二級幻獣を使役？」

　第二級幻獣ともなれば１つの区画を壊かい滅めつできるほどの力を持つ危険生物だ。第二級幻獣を倒たおすには、職業価値Ｓ以上が数人いなければならないと言われている。

「生前、強ければ強いほど、【死霊使い】にとっては好都合だ。屍兵ゾンビソルジヤーは生前の力を保持したまま術者に操あやつられるのだからな」

【死霊使い】と戦うという事は、奴が使役する全すべての屍兵ゾンビソルジヤーの職業ジヨブと戦うということだ。

　なので生前強力な職業ジヨブだった者の墓には盗ぬすまれぬように、幾いく重えにも結界が張られている。

「ヴァーレイを奴から早く解放してやらないと、浮うかばれない。だから【死霊使い】は必ず私がこの手で……」

　強い怒いかりを宿した声でカースティは言う。

「殺す」

　一同はカースティのその迫はく力りよくにただただ黙ることしかできなかった。
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「新入社員とお仕事！　チェルシーの職業体験！　はっじまるよ～」

　チェルシーの可愛かわいらしい番組コールが、寂せき寥りようとした墓地セメタリーに響ひびき渡わたった。それを撮さつ影えい班は淡たん々たんと撮影している。死の象しよう徴ちようたる墓地セメタリーで生き生きとしたアイドルの声はなんとも場ば違ちがいに聞こえるとホールデンは感じた。そんなホールデンの思いをよそにチェルシーはアイドル然とした雰囲気で番組を進行していく。

「は～い！　今日も私と一いつ緒しよにお仕事をするのはこの方達！　どうぞ！」

「あーえー……どうも……ラロケット・インクのホールデン・ドハーティす」

　明らかにやる気のないホールデンにカメラの後ろにいた番組スタッフがカンペを出す。

『もっとテンション高く』

（はぁ……なんでテンション高くやらなきゃいけないんだよ……）

　ホールデンの後に、メグ、ティア、カースティがゆっくりとカメラの前に姿を見せる。

「今日はなんとラロケット・インク専務取とり締しまり役やくであるあの名高い〝悲ひ恋れんの魔ま術じゆつ師し〟カースティ・ロレンスさんが来てくれています！　わ～パチパチ！」

　チェルシーは悪気なく〝悲恋の魔術師〟と言ってしまったが、カースティはこの二つ名を呼ばれるのを心底嫌きらっていたのでヒヤッとするがカースティは大人の対応で笑顔だ。

「本日はなんと、あの悪名高きジョン・ドゥ・インクが現れるかもしれないと言われている墓地セメタリーの警護に来ています！　私は怖こわいお話が苦手なんで夜の墓地セメタリーの警護なんて不安だけど、一生懸けん命めい頑がん張ばりますね☆」

　チェルシーはキャピっといったポーズをとる。口では苦手などと言っているが、一いつ切さいそれを感じさせない口調で進行していく。

　オープニングを撮とり終え、カメラが止まると、チェルシーは先ほどのテンションは何処どこへやら、一瞬で表情を不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがめる。そしてノーマンを離はなれた場所に連れて行くとなにやら文句を言っていた。何を言っているかここからだと聞こえないが、大方、

「ちょっと！　ライティングしっかりしないと私様の可愛さが際きわ立だたないじゃないの！」

　的なことを宣のたまっているのだろう。

　そんなことよりもホールデンの横にいるメグの様子が変なことの方が気になる。

　墓地セメタリーに来てからキョロキョロと辺りを見回していた。心なしか顔色も悪い気がする。

「おい、気分悪いのか？」

「……だ、大だい丈じよう夫ぶよ。墓地セメタリーなんてちっとも怖くなんか……あ、あらへんもん……」

　口調がテンパった時のソレになっているところから察するに、心しん霊れい系が苦手らしい。

　ホールデンはチャンスとばかりに、日ひ頃ごろ馬ば鹿かにされているお礼をしてやろうとする。

「お、おい！　お前の肩かたになんか青白い手が乗ってるぞ……！」

「きゃああああああ！」

　メグは大声をあげるとホールデンに抱だきついた。

　勢いよく目の前から抱きつかれたので、メグの大きな胸がホールデンを圧あつ迫ぱくする。

（あっ、まずい！　《女殺しジゴロ》が出てきちま……）

「ぶべらぁ！」

　と、意識がジゴロに移ろうとした瞬間、メグの顔は真っ赤になり強きよう烈れつなビンタをホールデンの頰ほおに炸さく裂れつさせた。あまりの痛さに意識が遠のきそうになったので、ジゴロにはならずにすむ。

「ねぇ！　ねぇ！　ほんなごと、ウチの肩に乗っとると!?」

　どうやら、ホールデンを引っ叩たたいたのは抱きついた羞しゆう恥ち心しんからで、本当に肩に何かが乗ってると思っているらしかった。

「いててて……本気でぶっ叩きやがって……んなもん乗ってるわけねーだろ。お化けを信じてるとかガキじゃねーんだからべしらへ!!」

「さ、サイテー！　よくもそんな噓うそを私についたわね!!」

　怒り心しん頭とうのメグはホールデンをさらにポカポカと殴なぐる。

　それを見ていたティアは何かを思いついたのか、棒読みの悲鳴をあげる。

「『きゃーホールデン怖い』」

　一切怖いという感情が読み取れない声こわ色いろであったが、ティアはトテトテとホールデンに近づき、腕うでを抱いて自分の胸に押し当てる。

「なぁ……お前何してんの？　全然怖がってねーじゃん」

　ティアは心外だと言わんばかりに口を開く。

「……ホールデン、酷ひどい。私もおばけ怖い。近くにいてくれないと動けない」

　ティアは更さらにホールデンの腕を自分の胸に強く押し当てた。

　ホールデンは顔を赤くするとティアの拘こう束そくから離はなれようとするが中々離れない。

「ちょ、ちょっとティアさん何やってるの！」

　メグはティアに駆かけ寄ると２人を引き剝はがそうとする。

「お前ら仕事中に何を遊んでいる……！」

　カースティが説教を始めると、３人は横一列に並びしおらしくなる。

　そのワチャワチャした様子を遠目でチェルシーが見ていた。

　そしてニヤリと何か悪わる巧だくみを考えた笑みを浮かべる。

「ふ～ん……お姫ひめ様さまとお金持ちの令れい嬢じようが欲ほしがる男ね……」
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　今回の依頼は墓地セメタリーの警備だ。なので、墓地セメタリー内を常に巡じゆん回かいしなければならない。

　警備として動く人間はホールデン、チェルシー、メグ、ティア、カースティの計５人だ。

　全員で同じところを回るのは効率が悪いと、カースティの進言によりチーム分けをすることになった。戦力的にカースティは１人で回るといい、先に墓地セメタリー内に入って行った。残りは４人で決めておけとのこと。

　見回るルートが多いので、撮影は定点カメラにて行われることになった。なので、設置が終わると、撮影班とノーマンは詰め所に向かう。

　残された４人でチーム分けをする時にチェルシーの一言で軽い騒そう動どうが起きる。

「私様はホールデンと組むわ」

　チェルシーはそう言うと、ホールデンの手を握にぎる。

「はっ!?」

「さ、いくわよ！」

　ホールデンを引きつれてさっさと行こうとする。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

「……チームを組むなら私がホールデンと行く」

　手を引くチェルシーがその言葉で立ち止まる。

「あんな女なんかより、貴方あなたも私様みたいな美少女と一緒にチームを組みたいわよねぇ？」

　チェルシーはホールデンの首に手をまわすと、耳元で甘い吐と息いき交じりの言葉を囁ささやく。

「「なっ……！」」

　メグとティアは憤ふん慨がいするが、その様子を見たチェルシーはご満まん悦えつだった。

「ねっ、ホールデン♡」

　もともと顔がホールデンの好みであったのもあるが、チェルシーの柔やわらかい体が密着しているのと、妙みようにいい香かおりが鼻び腔こうをくすぐるので、ホールデンの脳は一いつ瞬しゆんで焼ききれそうになる。そして争う暇ひまもなく、《女殺しジゴロ》に意識を渡してしまった。

「君のような子こ猫ねこちゃんに誘さそわれて断る男なんて世界広しといえども見つからないさ。もちろん、この僕もその例外に漏もれず君の誘いを受けるさ！　まさに歓天喜地の示境に達するが如ごとくとはこのこと！」

　桃もも色いろに瞳ひとみを染めたホールデンはチェルシーの腰こしを抱き、いつもの謎なぞの言葉を発する。

（ああ……まずいぞ……このタイミングで《女殺しジゴロ》なんて……）

　チェルシーは急に態度が変わったホールデンを特に変だとは思わず、満足げに笑う。おそらく、自分が言い寄ってなびかない男なんていないとでも思っているのだろう。

「ほら、あんた達よりも私様のが良いって言ってるわよ」

　勝ち誇ほこった表情で、２人を見下すチェルシー。

「ああ、子猫ちゃん達が僕を巡めぐって争っている……なんて罪深いんだこの僕は！」

　ジゴロ・ホールデンは目元をくっと芝しば居いくさく手でつまむ。

「僕は子猫ちゃんみんなのものさ！　だから喧けん嘩かなんてやめておくれ！」

　その言葉を受けた女性陣じん３人はこの世のものとは思えないほどの冷たい目でホールデンを突き刺さした。ジゴロ・ホールデンはそれには何の反応も示さないが……

（やめて！　そんな目で俺を見ないで！　死にたい！　なにコレ！　僕はみんなのものさなんて生きていて俺が言うとは思わなかった！）

「こんな女に欲よく情じようして《女殺しジゴロ》発動するなんて……ホールデンのアホ……」

「……浮うわ気きは男の甲か斐い性しようだけど、本気になったら許さない」

　メグとティアはホールデンに聞こえないほど小さい声でつぶやくと、スタスタと歩き去って行ってしまう。その声はチェルシーには聞こえていたらしくこれ以上ないくらい満足しているようだった。
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　薄うす暗ぐらい墓地セメタリーをホールデンとチェルシーは進む。

「ふんふんふ～ん♪　夜の墓地セメタリー、思った以上に怖くないわね」

　鼻歌を歌いながら歩くチェルシーを見るに、だいぶご満悦の様子だ。

「……なぁ、どういう風の吹ふきまわしだ？　俺と組むなんて」

「ふん。今は気分がいいから特別に私様と言葉を交かわす権利をあげるわ」

　チェルシーは手を腰に当てると、傲ごう慢まんな態度でホールデンに向く。

「私様は金持ちが嫌きらいなのよ」

「金持ちが嫌い？　それと俺が聞いたこととなんか関係あんのかよ？　そもそもお前金が好きなんじゃ……」

「そこまで丁てい寧ねいに教える義理はないわ。ホールデン、あなたは私様にとって価値が生まれた。ただそれだけの話よ」

「……意味わからん」

「それで結構よ。貴方も私様みたいな美少女に言い寄られるのは嬉うれしいでしょ？」

　チェルシーは手を後ろに組むと悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべる。

「ほら……私様の愛らしさになびかない男なんていないのよ」

　言っていることは非常にアレだが、その仕草はいうだけあって神がかり的な可愛かわいさだ。

　チェルシーは時折現れる定点カメラを見つけると大げさに怖がってみせる。それはあたかも『怖がりの私だけど健けな気げに頑がん張ばってます！』的なものを想像させる。

「はぁ……」

　そんな様子のチェルシーを見るとホールデンは深くため息をついた。

「きゃ────────────────っ！」

　すると遠くの方からメグの悲鳴が聞こえる。

　ここまで聞こえるほどの悲鳴なので、何かあったのは間ま違ちがいない。ホールデンは履歴書ウオークオブライフを開き、メグとティアにメッセージを飛ばした。すぐにティアから連れん絡らくが返ってきた。

『大丈夫。メグ・フラワーズが暗がりから出てきた小動物に驚おどろいて腰を抜ぬかしただけ』

　それを見ると安心する。それにしてもメグは余よ程ほどこういった雰ふん囲い気きに弱いらしい。また後でからかってやろうと邪よこしまなことを考えていると、チェルシーが心配そうに訪ねてきた。

「……何かあったの？」

「ああ、何かメグが小動物にビビって腰抜かしたらしい」

「そう。なら良かったわ」

　チェルシーはポーズではなく、本気で心配している様子に見えた。

「……嫌いとか言ってた割に心配はするんだな」

　それを聞いたチェルシーはジト目でホールデンを見み据すえる。

「貴方、私をどう思っているのよ。血も涙なみだもない冷血女だと思ってるわけ？」

「まぁ、そこまで思っちゃいねーけど、当たらずとも遠からずってとこだな」

　チェルシーはふいっと視線を外すと、少し拗すねたような口調で言う。

「嫌いって言ったけど、危害が加わればいいのになんてほど嫌ってないわよ」

「そうか。さすがにそこまでは鬼き畜ちくじゃねーよな」

　ホールデンが茶化すような口調で言うと、チェルシーは勢いよく振ふり向く。

「あ、貴方ねぇ～！　私を一体なんだと……」

　チェルシーの言葉はそれ以上ホールデンの耳には届かなかった。

　なぜなら、チェルシーの後ろから半分肉が朽くち果てた者が数体襲おそってきていたからだ。

「くっ！」

　ホールデンは間かん一いつ髪ぱつでチェルシーを抱だきかかえ、横に飛んだ。チェルシーが先ほどまでいた場所には大斧ロングアツクスが地を抉えぐっており、土つち埃ぼこりが舞まっている。

「ちょ、ちょっと、いくら人がいないからって私様を押し倒たおすなんて……」

　彼女はまだ状じよう況きようを理解しておらず、ホールデンが押し倒してきたと思っているようだ。

　しかし、第２撃がやってきているので、ホールデンに誤解を解く暇はなかった。

　もう一度チェルシーを抱かかえて後方に大きく倒れるように避よける。その段になってようやくチェルシーは状況を把は握あくした。

「な、何よこいつら……」

　目の前には３体のどう見ても生きている人間ではない者がいた。顔の半分が白骨化しており、体は所々肉が腐くさっており、蛆うじ虫むしがたかっていた。これが【死霊使い】が使し役えきするという屍兵ゾンビソルジヤーだろうとホールデンは思った。

　目の前の不気味すぎる敵に、気の強いチェルシーも恐きよう怖ふの色を隠かくせないでいた。

　ホールデンは履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせると、相手のステータスを見る。




　・屍（スキル《神々への冒瀆と挑戦ヘブン・プロヴイケーシヨン》支配下中）

　職業ジヨブ【重歩兵The Hevy】

　ステータス　力　---　防　---　速　---　賢けん　---　魔ま　---

　職業価値　Ｂ




　３体とも全く同じ表記であった。

「なんだ……これは……《神々への冒瀆と挑戦ヘブン・プロヴイケーシヨン》……？」

　ホールデンは躊ちゆう躇ちよしていた。《ものまねフエイカー》をこの死人達に使うことを。職業ジヨブが記き載さいされているということは使っても問題なさそうだが、『《神々への冒瀆と挑戦ヘブン　プロヴイケーシヨン》支配下中』という文言が引っかかる。それによしんば無事に《ものまねフエイカー》が発動しても全く同じステータスになるだけで、数で劣おとるこちらの方が不利であることは明白だ。

　ホールデンが逡しゆん巡じゆんしていると、目の前の屍兵ゾンビソルジヤー達はお構いなしに襲ってくる。

「くっ！」

［跪ひざまずけ、私は燦さん々さんたる４つの太陽。平ひれ伏ふせ、私は煌こう々こうたる夜の美び麗れいな月の女王］

《魅了エンチヤントメント》

　横からチェルシーは《魅了エンチヤントメント》を屍兵ゾンビソルジヤー達に向けて行使した。

「えっ……噓うそ……なんで……」

　しかし、屍兵ゾンビソルジヤー達の動きは止まらず、自分のスキルが効かなかった事に驚きを隠せず、動けないでいるチェルシーに巨きよ大だいな斧が襲いかかる。

「ぼけっとすンな！」

　屍兵ゾンビソルジヤーの動作は遅おそく、ホールデンはチェルシーを抱きかかえるようにして回かい避ひした。

「どうやらお前ご自じ慢まんの《魅了エンチヤントメント》は効かなかったみたいだな……」

「余計なお世話よ！　それよりこの状況なんとかしなさい!!」

「わかってるっての！」

　だが、ホールデンに手立てはなかった。ホールデンのスキル《転職ジヨブチエンジ》が使えればすぐにでもこの状況を打破できるだろう。しかし使いたくても使えないのだ。

　特とく殊しゆスキル　《転職ジヨブチエンジ》


効果　　　　　特殊職業ジヨブへの転職ジヨブチエンジ。このスキルは、《永久職パーマネンスジヨブ》の影えい響きようを受けない。

発動条件　１《ものまねフエイカー》で他者の職業ジヨブ経験値を得、それに準じた職業ジヨブへ転職ジヨブチエンジが可能。

　　　　　２　呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

制限　　　１　スキル《転職ジヨブチエンジ》は、転職ジヨブチエンジした職業ジヨブのスキルを行使する対象の職業価値＋[image: ]プラスマイナス１の職業ジヨブにしかなれない。

　　　　　２　転職ジヨブチエンジした職業ジヨブでいられる時間は１時間。



　制限にある通り、対象者の職業価値に比例した先にのみとある。対象者の職業価値はＢだ。しかし、現状スキル《転職ジヨブチエンジ》の転職ジヨブチエンジ先候補が出てこないのだ。おそらく、現状のホールデンには職業価値Ｂに値あたいする職業への転職ジヨブチエンジができないのだろう。

「いや……そうしたいのは山々なんだが……色々と制限があって【賢者The transcendental】になれない」

　何もできないでいると奥の方から数十体新たに屍兵ゾンビソルジヤーが群れをなしてやってきた。

「ちょ、ちょっと！　すごい数増えたわよ！」

　チェルシーに肩かたを揺さ振られる。一か八か《ものまねフエイカー》を発動させようとする。

（やられるよりはマシか……）

　不安はあったが、３体の屍兵ゾンビソルジヤーが大斧ロングアツクスを振り上げているのを見て腹を決める。

　スキル詠えい唱しようを始めようとした瞬しゆん間かん、後方より聞き覚えのある擬ぎ音おんが響ひびいてきた。

「ずーるっ♫ずーるっ♫ずーるっ♫」

「ホールデンくん、今日の分タマつてるモノを貰もらいに来たわよ」

　現れたのはヴィシャス姉し妹まいであった。

「ホールデンちゃんお金の準備できましたカ？」

「いやいやいや！　こんな状況で取り立てって！」

「こんな状況も何も、借金を払ってもらわないとね出してもらうモノは出シテもらわないとね」

「言い訳なんてホールデンちゃん、カッコ悪いデスよ？」

「周りを見てみやがれって！」

　ヴィシャス姉妹は周りを見る。そこに屍兵ゾンビソルジヤーが襲いかかってきた。

「もう、うるさいわね……メアリーちゃんこの汚物ふにやチン達を掃そう除じしてちょうだい」

「は～いデス！」

　メアリーは元気よく返事をすると、履歴書ウオークオブライフを顕現させる。

［私は人を理解できるとは思わない。私がわかるのは好きか嫌いか、ただそれだけ］

《先行回収ペインアブソーバー》

　メアリーはスキル詠唱を終えても屍兵ゾンビソルジヤーの前に立ちはだかるだけで、微び動どうだにしない。なので、屍兵ゾンビソルジヤーに襲いかかられ、なされるがままになっている。

「お、おい……やられちまってるけど、助けなくていいのかよ……？」

　ホールデンのその言葉にもエミリーは妖よう艶えんに笑う。

「あら、心配してくれるの？　お姉さん、そういうの好きよ感じちやうわよ。けど、メアリーちゃんは大だい丈じよう夫ぶ」

「って言っても……」

　視線をメアリーの方にやる。そこには屍兵ゾンビソルジヤーに無残にもぐちゃぐちゃにされているメアリーが映る。このままでは死んでしまうと思ったホールデンが動こうとした瞬間、メアリーは大きく屍兵ゾンビソルジヤーの群れから離はなれる。その姿は満まん身しん創そう痍いだ。

「こっぴどくやられちゃいましたネ」

　全身から血を滴したたらせながらも無む邪じや気きな笑えみを浮うかべるメアリー。屍兵ゾンビソルジヤーの群れは再度メアリーに襲いかかる。それを見たメアリーは無邪気な笑みを凶きよう悪あくな笑みに変える。

「全部返しマスよ……［返済リターン］！」

　そうつぶやき、持っている大鎌がまを一ひと振ふりした瞬間、数十体いた屍兵ゾンビソルジヤーが一いつ瞬しゆんで真っ二つに引き裂さかれてしまった。あまりの出来事にホールデンとチェルシーは啞あ然ぜんとする。

「終わりましたヨ」

　大鎌を引きずりながら、ホールデン達の所に戻もどってくるメアリー。

「えっ、傷がなくなってる……」

　チェルシーがポツリとつぶやいた。

「な、なんで……？」

「今のは、私の《先行回収ペインアブソーバー》の能力デス。《先行回収ペインアブソーバー》を使用した後から受けたモノは全て相手に返済することができマス」

「ふふふ。メアリーちゃん喋しやべりすぎよ」

「は～いデス」

《先行回収ペインアブソーバー》のスキルを見たホールデンは職業ジヨブ【取り立て屋The Collect】に戦せん慄りつした。ダメージをそのまま相手に移し、なおかつ本人は元に戻る。凄すさまじいスキルだ。

「み、味方……なの？」

「いいえ、違ちがうわよチェルシー・アンダーハートさん」

「私たちは、クートヴァス・インク債さい権けん回収課デス」

「債権回収課……？　あ、あなた債権回収課が来るのはほぼ犯罪者よ……？」

「い、いやぁ……ちょっと色々あってな……」

「はい！　邪じや魔ま者ものはいなくなったわ。ホールデンくん、今日の分タマつてるモノはもう用意できてる？」

　ホールデンは用意していた金を懐ふところから出し、エミリーに渡わたす。

「ひぃ……ふぅ……みぃ……はい！　確かに今日の分タマつてるモノ頂きました。それじゃまた明日」

「ずーるっ♫ずーるっ♫ずーるっ♫」

　メアリーの声がだんだん離れていくとチェルシーは軽けい蔑べつの眼まな差ざしでホールデンを見る。

「……なんだよ」

「別に……借金していて債権回収課にまで追われている真性のクズだなんて思ってないわ」

「なら口にしないでくれよ……」

　ホールデンの言葉は静かな墓地に虚むなしく響きわたった。




　　　　◆◆◆




　ホールデンは一度皆みなと合流しようと履歴書ウオークオブライフで連れん絡らくを取る。メグとティアからすぐに連絡が返ってきた。指定された場所にチェルシーを連れて移動する。カースティから連絡が返ってこなかったので何かあったのだろう。一度合流して捜さがそうとホールデンは思った。

　しばらく歩いていると、奥の方から激しい音が響いてくる。慎しん重ちようにその音がする方に移動する。すると、スキル詠唱が響いてきた。

［愛の表現は惜おしみなく与あたえるだろう。だが、愛の摂せつ理りは際限なく簒さん奪だつするものだ］

《魔術拳技マジツクフイスト・付随するは灼光スパークリー》

　その詠唱はカースティのものであった。カースティは鬼おにの形相で屍兵ゾンビソルジヤー３体に目に見えない速さの拳こぶしを叩たたき込む。拳が叩き込まれると、屍兵ゾンビソルジヤーは眩まばゆい閃せん光こうに包まれ消しよう滅めつする。

　屍兵ゾンビソルジヤーを圧あつ倒とう的な力でねじ伏ふせたカースティの瞳ひとみは怒いかりに満ちていた。カースティのそんな様子を見たことがなかったホールデンは声をかけるかどうか迷うが、かける事にした。

「カースティさん……」

　ホールデンが呼びかけると、カースティは若じやつ干かん表情を緩ゆるめる。

「無事だったみたいだな」

「はい。何とか」

　チェルシーもホールデンに続くように軽く会え釈しやくした。

「一度合流しようってメグとティアに言っていますので、行きましょう」

「ああ。あいつらの所にも屍兵ゾンビソルジヤーが来ているかもしれない。急ぐぞ」

　カースティは２人の返事を待たずに、暗い道を進む。

　２人はそれに追つい随ずいするような形で後に続く。

「ね、ねぇ？　カースティさんって普ふ段だんからあんなに怖こわいの？」

　チェルシーはひそひそとホールデンに訊たずねる。

「いや……確かに普段から厳しく怖い人ではあるけど、あそこまで怒おこってるのは初めてだ」

「……それにあの強さ噂うわさ通りね」

「カースティさんってそんなに有名なのか？」

「貴方あなた同じ会社インクなのに知らないの？」

　ホールデンが黙だまっているとチェルシーは先を続ける。

「〝悲ひ恋れんの魔ま術じゆつ師し〟カースティ・ロレンス。クートヴァス最強の【魔術師The Resignation】ヴィンセント・ラロケットに次ぐ【魔術師The Absurd】よ」

「そ、そんなに有名なのか……？」

「はぁ……本当に何も知らないのね。【魔術師】は基本職であるにもかかわらず、職業価値をＳ以上にしたのはこの２人だけ。【魔術師】の使用するスキルは階かい梯ていがあるのはもちろん知ってるわよね？」

「いやいや、流石さすがにそれは馬ば鹿かにしすぎだろ」

【魔術師The Acquire】が使用するスキルは壱いちから拾じゆうまでの階梯がある。しかし、【魔術師】の職業ジヨブは階梯肆よん以上のものは使用できない。肆から先は【白魔導師The Auxiliary】、【黒魔導師The Obstacle】、【虚無魔導師The Ravage】などの上級職でないと使えないということは職業訓練学校ジユニアで習う基本事じ項こうだ。

「この２人は【魔術師】であるにもかかわらず第肆階梯以上のスキルが使える。ヴィンセント・ラロケットに至っては世界に数人しか使えないと言われている第九階梯まで使えるらしいとのことよ」

　ちなみに第拾階梯を使えるのは世界でただ一人。

　超越の職トランセンデンタルジヨブ序列第３位〝魔ま導どうの極きよく致ち〟【魔法使いThe Omniscience】だけだ。

「へぇ～。あの２人やっぱすげーんだな。社長に至っては全然そんな風には見えねーけど」

　ホールデンは職業訓練学校ジユニア時代、己おのれのステータスを上げるのに必死で他者の事にあまり関心がなかったので、名前は知っているものの、何で有名なのか全く知らなかった。

　チェルシーはホールデンのあまりの無知ぶりに呆あきれている。今チェルシーが語った内容はクートヴァスに住んでいれば知っていて当然なのだから。

「クートヴァスに住んで、同じ会社インクで働いてるのに知らないとかマヌケすぎでしょ」

「うっせ、ほっといてくれよ。別に知らなくても仕事には支障ねーんだし」

　そんなやり取りをしていると、奥の方から凄まじい破は砕さい音が響ひびき渡る。その音を聞くと、前方にいたカースティは走り出した。ついでホールデンとチェルシーも走り出す。

「あっちはメグ達がいる方だよな」

「あの気持ち悪い奴やつらが出たのかしら」

　爆ばく音おんが聞こえた場所にたどり着くと、そこは大きなクレーターができていた。クレーターの周りにはおそらく屍兵ゾンビソルジヤーだったと思おぼしき残ざん骸がいが散らかっている。

「フラワーズ、ヒューイット無事か？」

「はい、大丈夫です」

「……問題ない」

「そうか。屍兵ゾンビソルジヤーが出たのか？」

「多分そうだと思います。履歴書ウオークオブライフで確かく認にんしたところ名前が表示されず、屍って書いてありますし。不気味なのは『スキル《神々への冒瀆と挑戦ヘブン・プロヴイケーシヨン》支配下中』っていう謎なぞのスキル名が記き載さいされていました……」

　メグは屍兵ゾンビソルジヤーを思い出したのか身み震ぶるいする。

　確かに心しん霊れい系が苦手ということは、屍兵ゾンビソルジヤーの見た目は厳しかったのだろう。

「よくやったと言っておこう。ひとまず詰つめ所に戻り、撮さつ影えいの中止を求めよう」

　カースティの判断は正しい。チェルシーのスキルは屍兵ゾンビソルジヤーには効果がないので、このままいたら万が一にでも危害が及およぶ可能性があるからだ。

　一同が詰め所に戻ろうとすると、辺りにあるお墓の下から先ほどとは比べものにならない数の屍兵ゾンビソルジヤーが出てくる。その数、数百体はくだらないだろう。

「ひっ！」

　メグはそのおぞましい屍兵ゾンビソルジヤーの軍団に小さく悲鳴をあげた。辺りを見ると、一同を囲むようにして屍兵ゾンビソルジヤーが次々と現れる。完全に囲まれてしまったようだった。

「な、なんで……」

　チェルシーは顔面蒼そう白はくになり、あとずさる。

（さすがのこいつもこれだけの数の化け物に囲まれるとおとなしくなるのか）

　ホールデンは一同から離はなれそうになっていたチェルシーを守るようにして立つ。カースティは幽ゆう鬼きのように屍兵ゾンビソルジヤーの群れの前に進む。

「カ、カースティさん！　この数じゃ、多勢に無勢です！　逃にげましょう！」

　ホールデンは逃とう走そうを進言するが、カースティの耳には届いていないようだった。

「クソ野や郎ろう……一体どれだけの死者を弄もてあそぶ気だ……」

　唾だ棄きするかのように言葉を吐はき捨てる。

　その直後カースティは履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせると、表情とは裏腹に静かにつぶやく。

「転職チエンジ……【魔術師The Absurd】」

　履歴書ウオークオブライフはその言葉に呼応し輝かがやき出す。転職ジヨブチエンジが終わると叫さけぶように呪じゆ文もん詠えい唱しようを開始した。

［手なら尊敬、額なら友情、頰ほおなら厚意、唇くちびるなら愛情、瞼まぶたなら憧あこがれ、掌てのひらなら懇こん願がん、腕うでと首は欲よく望ぼう、それ以外は狂きよう気きの沙さ汰た］

　詠えい唱しようが終わると、ゆっくりと、だが確実に月の明かりが強くなっていく。墓地セメタリー内を支配していた陰いん鬱うつな爛ただれた闇やみは徐じよ々じよに払ふつ拭しよくされていく。

《第漆なな階梯光術・月げつ魄ぱく》

　月の光が暴力的なまでに増ぞう幅ふくされ、屍兵ゾンビソルジヤーの群れに降り注ぎ、視界を奪うばった。

「ぎしゃああああああああああああああああ！」

　真っ白な景色になり、数百の屍兵ゾンビソルジヤーの断だん末まつ魔まの叫びが一同の耳をつんざく。

　光が晴れるとそこには屍兵ゾンビソルジヤーの痕こん跡せきは一いつ片ぺんたりとも残されていなかった。

　スキル《第漆階梯光術・月魄》の途と轍てつも無い威い力りよくにホールデン達は息を飲む。

「行くぞ」

　そう言うと、カースティは歩き出した。




　　　　◆◆◆




「というわけで、撮影は中止していただきたい」

　カースティは詰め所に戻もどると、待機していたノーマンに厳しい口調で告げる。

「……なるほど。お話はわかりました。確かにこれ以上は危険そうですね」

　ノーマンはメガネを中指で押すと、神しん妙みような面おも持もちで返答した。

「ご理解いただきありがとうございます」

　カースティはノーマンに会釈する。撮影がここまでとなり、撮影班は撤てつ収しゆう作業に入る。

「……ホールデン、あの女と２人きりで何か変なことされなかった？」

　忙せわしなく他の人たちが動き回っている中、ティアは静かにホールデンに近づきそんなこと言ってくる。近くにいたメグはその言葉にピクンと反応を示す。表向きは興味がないようにしていたが、ちゃっかりと耳をこちらに傾かたむけた。

「いやいやいや！　あるわけねーだろ！　あったらびっくりするわ！」

　するとティアは顔をホールデンの体に近づけ鼻をスンスンとした。

「……噓うそつき。ホールデンの体からあの女の匂においがする」

「はぁ!?」

　メグはホールデンに肉にく薄はくすると、匂いを嗅かいだ。

「本当だ……チェルシーさんの香こう水すいの匂いがする……これは一体どういうことなの？」

「い、いや……俺は本当に何もして……」

　ホールデンはそこで思い出す。チェルシーを屍兵ゾンビソルジヤーから助けるために、押し倒たおす形になったことを。

「暗くら闇やみで私様、ホールデンに押し倒されちゃった♡」

　横合いから無慈じ悲ひな言葉が飛んできた。

「なっ!!」

　メグは絶句した。ティアはジトッとした瞳でホールデンを責せめ立てている。

「おいおいおい!!　お前、あれは仕方ないだろ！」

　ホールデンはチェルシーに詰め寄る。

「ひどい!!　遊びで私のこと押し倒したの!?」

「ちょっ！　な、な、なんてことを!!」

　ホールデンはチェルシーを情けない顔で非難する。

「チェルシー、行きますよ」

「あっ！　は～い！」

　ノーマンから声が飛んでくるとすぐにそちらの方に向けて元気な声を上げる。

「じゃあねホールデン☆　押し倒した責任取ってね♡」

　とんでもないことを去り際ぎわに言って、チェルシーは上じよう機き嫌げんでその場を後にした。

「さて……説明してもらいましょうか？」

「……私も早く押し倒して欲しい」

　メグとティアは、ジリジリとホールデンとの距きよ離りを詰める。

「だああ！　るっせーな!!　あれはあいつが屍兵ゾンビソルジヤーにやられそうになったから助けるために仕方なく押し倒しちまったんだよ！」

　ホールデンは釈しやく明めいを叫ぶ。２人は納なつ得とくしていない表情でホールデンを睨にらみ続けている。

「お前達、警備の続きだ！　いくぞ」

「あっ！　はい、すぐに行きます！」

　カースティのその声に助けられ、ホールデンはすぐに反応した。

「まだ話は終わってないわよ！」

「……逃げるってことはやましいことがあると認めているでいいの？」

　逃げるが勝ちとホールデンはシカトして、カースティの元に急いだ。




　　　　◆◆◆




　屍兵ゾンビソルジヤーが現れたということは、【死霊使いThe necromancer】が近くにいたということだ。なので、警備は班分けをすることなく、４人で回る事となった。

「まだ奴がいるとは限らないが、油断は禁物だ」

　１時間ほど墓地セメタリー内を歩き回ったが、夜の帳とばりは静かで先ほどの激げき突とつが噓のようであった。

「【魔術師】になったカースティさんを初めて見ましたが、あのスキル無茶苦茶すごいですね」

　この１時間ほとんど会話がなかったので、しびれを切らしたホールデンがカースティに話しかける。その内容はメグもティアも気になっていたことなので、追つい随ずいする。

「第肆階かい梯てい以上のスキルを何で【魔術師】のまま使えるようになったんですか？」

「……専務は第何階梯まで使えるの？」

「何もないからって気を抜ぬくんじゃない。それに同時には答えられん」

　そう言われると３人は萎い縮しゆくし、誰だれも話さなくなった。

　その空気を察したのかカースティは静かに語りだす。

「……私が【魔術師】で高みを目指している理由は社長と一いつ緒しよだ」

「社長と？」

「そのうち社長から何で【魔術師】で高みを目指しているのか聞いてみろ。第捌はち階梯までしか使えない私がそれを言うのは恥はずかしいのでな」

　３人は俄が然ぜん気になったが、カースティが言わないと言った以上、詮せん索さくしても無む駄だなのはわかっているので黙だまる。

「……第捌階梯までしかって言ってるけど、この世界に第捌階梯を使う人間がどれほどすごいのかわかってないんじゃ」

　ティアはカースティに聞こえないように零こぼす。

「ええ……そうね。第捌階梯以上のスキルは概がい念ねんすら捩ねじ曲げる力があるっていうのに」

　魔ま導どう系の職業ジヨブはルードワルドでトップ３に入るほど人気だ。だから職業訓練学校ジユニアでは魔導系の職業ジヨブを詳しよう細さいに教える。

「静かにしろ……」

　そこでカースティは片手で３人を止める。

　ひそひそとカースティの事を話していたので、怒おこられるかと思ったが、どうやら違ちがうらしい。彼女の視線の先にはローブのフードを深く被かぶった者が不気味に立ちふさがっていた。

「一応聞いておくが、散歩中迷い込んでここにきた奴やつじゃないよな？」

　カースティは念のためと、その人物に厳しい声こわ色いろで問いかける。

　ホールデンはその隙すきに相手のステータスを履歴書ウオークオブライフで確認した。




・■■×■■■××??■■？

・大逆無道の職イービルジヨブ【墓荒らしThe Corpse tortuer】

・ステータス　力　１５０１　防　８７８９　速　５０９５　賢けん　６７４３　魔　３２４５

・職業ジヨブ価値　Ｓ＋




　何かの妨ぼう害がいで名前が見られなかったが、職業ジヨブは確かく認にんできた。それを見たホールデンは息を飲む。

「カースティさん……【死霊使い】じゃないですが、大逆無道の職イービルジヨブです。職業ジヨブは【墓荒らしThe Corpse tortuer】って記き載さいされています……」

「【墓荒らし】……戦ったことがないから、情報がないな……」

　カースティは静かにつぶやく。

　と、そのローブ姿の人物は履歴書ウオークオブライフを展開した。ホールデン達も戦せん闘とう態勢に入る。

［異い形ぎようの邪じや神しんよ、奈な落らくの淫いん神しんよ、深しん淵えんの暴神よ、愚おろかな者達に約束された終しゆう焉えんを］

《旧支配者召喚オーダー・大迷宮に混沌を齎す者アイホート》

　スキル名を唱えると、ホールデン達の立っている地面が轟ごう音おんを響ひびかせ真っ二つに割れる。４人は慌あわてて、その割れ目からジャンプして離はなれる。

「地面を割るスキル……なのか……？」

　ホールデンは割れた地面を見る。底が全く見えない。強力なスキルだと思ったが、これに落ちるほど４人は間ま抜ぬけではない。

「ドハーティ、その穴から離れろ！　何かくるぞ!!」

　カースティの叫び声でホールデンは急いで後ろに退たい避ひする。するとその割れ目の底からこの世ならざるものの咆ほう哮こうが聞こえて来る。

「きゅうううおおおおおおおおおオオオオおおおおオオオオおおオオオオおおおお！」

【墓荒らしThe Corpse tortuer】はそれを悠ゆう然ぜんと見つめている。

　４人が警けい戒かいしていると、割れ目から巨きよ大だいな手が現れ、その手が力を込こめると地鳴りがし、巨大な姿を現した。

　そいつの見た目は巨大な蜘蛛くもと表現するのが一番わかりやすいのだが、10本以上ある脚あしは全すべて人間の手であった。蜘蛛にしては大きな口から覗のぞくのはサメのようなギザギザした歯である。滴したたる涎よだれが地面に落ちると瞬しゆん時じに岩を溶とかした。

「馬ば鹿かな……第二級幻げん獣じゆうだと……」

　カースティは苦々しく吐はき捨てる。

　幻獣は第三～零ゼロに等級分けされている。

　第三級幻獣・街崩ほう壊かいの危機

　第二級幻獣・区画崩壊の危機

　第一級幻獣・国崩壊の危機

　第零級幻獣・世界崩壊の危機

　第二級以上の幻獣など、古代遺い跡せき、大迷宮の深層にしか存在しない。これらが地上に出てくるのは非常に稀け有うだった。

「くるぞ！」

　その瞬間、第二級幻獣・アイホートは口から球状にした唾つばを辺りに撒まき散らす。ホールデン、メグ、ティアはあまりの速度に反応が遅おくれる。

《第参階梯土術・砂さ塵じん壁へき》

　詠えい唱しよう破は棄きでカースティはスキルを発動させる。４人の目の前の地面が勢い良く盛り上がるとホールデン達を包み込む。

　土壁とアイホートの酸さん弾だんがぶつかると、蒸発する音が聞こえ、土壁は一瞬でなくなる。

「きゅうううおおおおおおおおおオオオオおおおおオオオオおおオオオオおおおお！」

　アイホートは耳みみ障ざわりな咆哮を放つと術者である【墓荒らし】にまでも酸弾を撒き散らす。［墓荒らし］はそれをゆっくりとした動きで全て躱かわした。

「なんだよ！　奴さんも制せい御ぎよできてねーじゃんかよ！」

「このまま市街地に出られたら不味まずいな……」

「……専務、後方から屍兵ゾンビソルジヤーが」

　ティアの声に後ろを振ふり向くと、最悪なことに後方から屍兵ゾンビソルジヤーの群れが現れる。

　カースティはそれに一いつ切さい反応を示さず、幻獣の横に現れた人物を見て絶句していた。

「フレッド!!」

　普ふ段だんのカースティからは想像できない感情的な叫さけび声をあげる。

　その屍兵ゾンビソルジヤーはミーティング時に言っていたフレッド・ヴァーレイである。

　フレッドは生気のない目で履歴書ウオークオブライフを見ると、意思が全くない口調で詠唱を始める。

［瞠どう目もくしろ、私はお前の過ちを糾ただす者、お前の未知なる路みちを敷しく者。即すなわち私はお前を統すべる者なり］

《従属コンフオーミング》

　詠唱が終わると、幻獣に具現化された鎖くさりが巻きつく。雁がん字じ搦がらめにされた幻獣はおとなしくなった。やがて、その鎖は消え去る。

　フレッドはおとなしくなった幻獣に命令する。

「奴らを蹂じゆう躙りんせよ」

　それが合図になり、幻獣は先ほどとは違い、明確な意思を持って４人に襲おそいかかる。

「ドハーティ、フラワーズ、ヒューイット！　お前たちは墓荒らしやつを頼たのむ。私はこいつらの相手をする」

　カースティは冷静さを欠いた様子だが、裂れつ帛ぱくの気き迫はくが感じられる表情を見ると声をかけられなかった。

　３人はカースティが幻獣とフレッドを引き付けている間に【墓荒らし】に接近する。

【墓荒らし】は一ひと際きわ大きな豪ごう華かな墓の前で何かをしようとしていた。

　ホールデンは相手の職業価値がＳ以上なのを確認していたので、スキル《転職ジヨブチエンジ》の詠唱を始める。

［──俺には何も無い……何も無い……働く事が生きる事であるならば、生きる事は働く事なのか。人生とは泡ほう沫まつなものである。ならば、俺は何も無い事を人生とする。遊びの時間は終わりだ……］

《転職チエンジ──【賢者The transcendental】》

　ホールデンの瞳ひとみが金色に輝かがやく。

「メグ、ティア！　左右で挟はさみ込んでくれ！　俺は正面から対たい峙じする」

「わかったわ」

「……了りよう解かい」

　ホールデン達は【墓荒らし】を逃のがさないように三方向から囲む形で陣じん形けいを組む。

　囲まれたと気付くと【墓荒らし】は、ホールデン達に向く。

「………………」

【墓荒らし】の表情はフードに隠かくれており、一切の感情が読み取れない。

　それがとてつもなく不気味であった。

「ティア、お前の《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》であいつを攻こう撃げきできないか？」

「……私の《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》は相手の名前がわからないと発動しない。だから別の職業ジヨブに転職ジヨブチエンジしておく」

　ティアはそう言うと、【黒魔導師】に転職ジヨブチエンジした。

　後方からはカースティと幻獣の戦う尋じん常じようならざる音が響いてくる。

　対するこちらは不気味なほど静せい寂じやくが支配していた。

　ホールデンのスキル詠唱がその均きん衡こうを破る。

［方法はいくつかある。しかし、結局どれを選んでもそれは最終的に俺のやり方になる］

《賢人の知恵ボーダーブレイカー──　遊び人The Neet──不思議な踊りフリークスダンス》

　どこからともなく陽気な音楽が流れてくる。それに合わせてホールデンはリズムに乗った。そして【墓荒らし】もホールデンと同じ踊りを強制的に踊り始める。

「俺が動きを制御している間にこいつを制圧してくれ！」

　これが最も効果的だと判断したホールデン。相手のスキルが未知数である以上、《不思議な踊りフリークスダンス》で行動を封ふうじれば、どのようなスキルを持っていようとも反はん撃げきされないからだ。メグとティアは詠唱を終えるとスキル名を唱える。

《魔術剣技マジツクソード・付随させるは炎熱プロミネンスフレア》

《第肆よん階かい梯てい炎えん術じゆつ・煉れん獄ごく》

　メグの剣けんには獄炎の炎ほのおが纏まとわれ、ティアの手のひらには巨大な火球が生成されていく。

　次の瞬間、２人のスキルが【墓荒らし】に襲いかかる。ホールデンの《不思議な踊りフリークスダンス》が発動している限り、【墓荒らし】に躱す手段はない。

　耳を聾ろうする激しい音が響き、つかの間、闇やみが払ふつ拭しよくされた。

　土つち埃ぼこりが舞まい上がり、【墓荒らし】の姿が見えなくなる。

　ホールデンは踊り続けながらも手て応ごたえを感じていた。

（やったか……？）

　土埃が消え、そこには変わらず踊り続ける【墓荒らし】の姿が現れた。

「「「なっ！」」」

　３人は驚きよう愕がくの声をあげた。

　今の攻撃をスキル無しで受けて無傷ということはありえないだろう。なので、何かしらのスキルを発動したと思われるが、今はホールデンの《不思議な踊りフリークスダンス》の影えい響きよう下であるから、それは不可能だった。

［母なる海は時として私達に牙きばを向ける］

《第肆階梯水術・暴流》

　ティアは手を前にかざすと、そこから凄すさまじい量と速度で水が放射され、【墓荒らし】へと襲いかかる。が、その水弾が【墓荒らし】へと直撃する事はなかった。目前に透とう明めいな壁かべがあるかのように断絶された。

「何、今のは……」

　メグがつぶやくと、ティアがそれに答える。

「……恒こう常じようスキル以外考えられない」

　ティアが言うようにスキルが使えないのであればそれ以外考えられないだろう。

　攻撃が効かないとはいえ、未いまだ動きを制限しているので、ピンチというわけではない。しかしこの状じよう況きようを打破する一手が思いつかない。

　膠こう着ちやく状態が続いていると、今度はホールデン達のいる所にも屍兵ゾンビソルジヤーが大挙してきた。

　２人が対応してくれているが、数が多すぎて何体かはホールデンのところにまでやってくる。《不思議な踊りフリークスダンス》を発動中は、ホールデン自身も踊り以外の行動ができないのでやむなく《不思議な踊りフリークスダンス》を解除し、屍兵ゾンビソルジヤーの相手をする。

　ホールデン達が屍兵ゾンビソルジヤーの相手をしている間に【墓荒らし】は墓に向き直る。

　その墓標には名前の下に職業価値Ｓ＋【妖術師The Variant】と刻まれていた。

　ホールデンは屍兵ゾンビソルジヤーの相手をしながら【墓荒らし】の行動を見る。

（奴やつが何をしようと、強力な封ふう印いんが施ほどこしてあるから何もできねーだろ）

［現せ。我は死者を嘲ちよう弄ろうする者なり］

《墓暴きサルベージ》

【墓荒らし】がスキルを唱えた。

　すると、【墓荒らし】から透明の手が墓の下に伸のびていき、墓の下から死体をゆっくりと持ちあげた。

「何!?」

　ホールデンは驚愕する。カースティの話だと、墓に施されている封印のスキルは第捌はち階梯。それが全く役に立っていないのだから驚おどろくのも無理はないだろう。

　死体が完全に姿を現すと、【墓荒らし】は何らかのスキルによって小さな袋ふくろの中に入れた。

　目標は達成したと言わんばかりに、ホールデン達に目もくれずその場から去って行く。

　ホールデンは追おうとするが、屍兵ゾンビソルジヤーの数が多すぎて追えないでいた。

　スキル《恐怖の正体フイアーオブクエイク》を使うか一瞬迷ったが、あれは威い力りよくが凄すごすぎて御ぎよしきれないので使うのをやめた。そうこうしていると、【墓荒らし】の姿は見えなくなってしまった。

【墓荒らし】の姿が見えなくなって暫しばらくすると、永遠に増ぞう殖しよくするかと思っていた屍兵ゾンビソルジヤーが増えなくなった。現状いる屍兵ゾンビソルジヤーを倒たおすと辺りは静かになった。

「くそ、逃にがしたか……」

　ホールデンは悔くやしそうに吐はき捨てる。

「お前たち無事か？」

　すると、カースティが走ってやってきた。

「大だい丈じよう夫ぶなんですが、【墓荒らし】にまんまと屍を盗ぬすまれてしまいました」

「……こちらも取り逃がしてしまった」

「そう……ですか……」

　取り逃がしたとはいえ、一人で第二級幻げん獣じゆうとあの数の屍兵ゾンビソルジヤーを相手にしていたのは凄まじいことなのだが。

「……カースティさん……さっきの人のこと、下の名前で呼んでましたけど……下の名前で呼ぶの珍めずらしいですが、あの人と仲がよかったんですか？」

　メグは恐おそる恐るといった感じで尋たずねる。

　確かにメグが言う通り、カースティが下の名前で呼ぶ人を初めて聞いたホールデンも気になっていた。

　カースティは自じ嘲ちよう気味の笑えみを浮うかべる。

「……奴は……フレッドは……私の婚こん約やく者だった」

　それを聞いた３人はカースティになんて言っていいかわからなかった。

　婚約者を敵に殺され、あまつさえ、敵の傀かい儡らいにされている彼女の心境は推おし量れない。

「気を遣つかわなくていい。奴を失った時は確かに人並みに悲しんだ。だが、もう昔の話さ。それよりも、フレッドを早くあの【死霊使いクソ野郎】から解放してやりたい……」

　カースティの瞳が悲しく揺ゆれる。

「それが婚約者だった自分が最後にあいつにしてやれる事だからな」
















　墓地セメタリーの件から数日が経たった。

　流石さすがにあれほど危険な依い頼らいにチェルシーを連れて行くのは、カースティが頑がんとして拒きよ否ひした。なので、初日同様当たり障さわりのない依頼をここ数日こなした。チェルシーは撮さつ影えい中、相変わらずアイドル然としていたのだが、依頼内容がつまらなすぎてカメラが止まると不ふ機き嫌げんさを隠かくさない。

　そして、チェルシーが仕事に同行する最終日になる。

　最終日の今日は初日と同じくペットの捜そう索さく依頼であった。４人と撮影班は、依頼者が最後に散歩していた第５区画の街を捜そう索さくしている。

「一昨日おとといも昨日も、それに今日の最終日も、地味な依頼ばっかでつまんなーい！」

「……あの女、私の《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》で手足動けなくしてやろうかな」

　ティアは何やら不ふ穏おんな事をブツブツ言っている。

「どうやったらあんなに性格が捻じ曲がるのかしら……ホールデンといい勝負ね」

「いや、最後の一言明らかにいらないよな……」

　ホールデンは力なくメグに突つっ込こむ。

　日が暮れる頃ころには無事捜そう索さく対象であるペットを見つけ、飼い主の所まで送り届ける。

　こうして、チェルシーとの仕事はつつが無く終わりを迎むかえた。

　３人はこれでこの厄やつ介かいな仕事から解放されると思い安あん堵どの表情を一様に浮かべる。

「すみません。この後、別件で別の現場に行かなくてはならなくなってしまったので、チェルシーをどなたか送り届けていただけないでしょうか？」

　が、ノーマンのその一言でその表情は苦いものに変わった。

「それじゃあ、私がチェルシーさんを送り届けさせてもら……」

「喜びなさいホールデン！　私様を送り届ける名めい誉よを与あたえてあげるわ」

　メグが一歩前に進み出てその面めん倒どうな役を買って出ようとしたら、食い気味にチェルシーが割って入ってきて、ホールデンの腕うでをとる。

「えっ!?　なんで俺が!!」

「もぉ～恥はずかしがらなくていいわよ～。私たちの仲じゃないの♡」

「何の仲なの!?」

　わちゃわちゃホールデンとチェルシーがやっている横で、２人の阿あ修しゆ羅らが爆誕していた。

　ノーマンはそのやり取りを微笑ほほえましく見守る。

「気難しいチェルシーに、ホールデンさんは随ずい分ぶん気に入られていますね」

「いや、これは気に入られているというよりは、こいつの何かわからない歪ゆがんだ欲よく望ぼうを満たすためで……俺がってわけじゃ……」

「ははは。それじゃ私はこれで失礼いたします。ホールデンさん、よろしくお願いします」

　そう言うと、ノーマンは一礼してその場から立ち去る。チェルシーはノーマンの後ろ姿にあっかんべーとやっていた。

「マジで俺がこいつを送ってくのか……」

　そう思うと、疲つかれていたホールデンに更さらにドッと疲ひ労ろうが押し寄せてくる。

「じゃ、私たちも帰ろっかホールデン♡」

　チェルシーは視線をメグとティアにやり、ホールデンの腕にこれ見よがしに抱だきつく。

「はぁ……それなら私もついていくわ」

「……私も行く」

　メグとティアが追つい随ずいしようとする。

「はぁ？　誰だれが来ていいって言ったのよ？　私様はホールデンに送ってもらいたいのよ」

　チェルシーはそう言うと、２人を明確に拒きよ絶ぜつした。

「それとも私様とホールデンを２人っきりにさせたくない理由でもあるのかしら？」

「べ、別にそんな理由あるわけないじゃない！」

「……」

　メグは顔を赤くすると叫さけび、ティアはジトッとした視線をチェルシーに送る。

「なら、問題はないわね！　いくわよホールデン」

「お、おい！　引っ張るなって！」

　どっちが護衛なのかわからない感じでチェルシーはホールデンを力強く先導していった。




　　　　◆◆◆




　メグとティアが見えなくなると、チェルシーは即そく座ざにホールデンから離はなれる。

　チェルシーはホールデンと距きよ離りをとると、無言で歩き始めた。

「……なぁ、めんどくせーからあいつらからかうのやめてくんねーか？」

「はぁ？　なんで私様が貴方あなたごときの命令を聞かなきゃならないの」

　くるりとホールデンに向き直るチェルシーの顔はトップアイドルだとは思えない、底意地の悪い表情をしていた。

「あいつらになんか恨うらみでもあんのかよ」

「べっつに～。あの２人には個人的な恨みは全くないわ」

「なら前に言ってた金持ちがどうのって……まっいっか」

　ホールデンは詮せん索さくするのを止める。前回も同じようなくだりがあり、教えてくれなかったものを今教えてくれるわけがなかったからだ。

「……ふん。詮索しないのは評価してあげなくもないわ」

「へぇ～へぇ～。そいつはありがたくて涙なみだが出てきちまうよ」

　暫しばらく無言で歩き、第１区間にあるチェルシーの家の近くに来たところで、ホールデンはチェルシーの前に出ると歩みを止める。

「ちょっと、何よ？」

「あそこに立っている怪あやしさしかない奴やつはお前の知り合いか？」

　２人の前には一人の男が立っていた。

　奇き妙みようなのは男と認にん識しきできるのだが、そいつの顔にぐにゃぐにゃとしたモヤみたいなものがかかっており、造形がわからなかった。スキルで認識できないようにしているのだろう。

「……あんな怪しそうな奴がこの私様の知り合いなわけないでしょ」

　勝気な様子で強がるが、ホールデンの後ろから出ようとしないあたり、目の前にいる男の存在が不気味なのだろう。

「だよな」

　その不気味な男は足音もなく２人に近づく。

「おい！　近づくんじゃねーよ！」

　ホールデンは履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんし、戦せん闘とう態勢になる。その間にも徐じよ々じよに互たがいの距離は近づく。

　履歴書ウオークオブライフで相手のステータスを確認する。




・■■×■？■××？

・大逆無道の職イービルジヨブ【追跡者The Stalker】

・ステータス　力　９９８　防　８９９　速　９９８１　賢けん　２３４３　魔ま　５４３６

・職業ジヨブ価値　Ｓ＋




「冗じよう談だんだろ……また大逆無道の職イービルジヨブかよ……」

　ホールデンはすぐに詠えい唱しようを終えるとスキル名を唱える。

《転職チエンジ──【賢者The transcendental】》

　ホールデンの瞳ひとみは金色に染まった。

「チェルシィィィィ……お前は俺だけのモンだ……他の男になびくことは許さんぞ……」

　そいつの声はスキルのせいか、フィルターがかかったように聞こえる。

「だ、そうだ。よかったなあの変な奴はお前のファンらしいぞ」

「冗談は借金だけにしなさいよね……」

　ホールデンが軽口を叩たたいてもチェルシーはいつものキレがなかった。

【追跡者】は己おのれの履歴書ウオークオブライフを展開する。

「来るぞ……アンダーハート、一応お前の《魅了エンチヤントメント》を試ためしてくれ」

「私様に命令しないで……」

　口では文句を言いつつも、己の履歴書ウオークオブライフを顕現させ、詠唱を開始する。

［跪ひざまずけ、私は燦さん々さんたる４つの太陽。平ひれ伏ふせ、私は煌こう々こうたる夜の美び麗れいな月の女王］

《魅了エンチヤントメント》

　チェルシーがスキル名を唱えると、体から光の粒りゆう子しが【追跡者】に向かう。あの光に包み込まれれば、《魅了エンチヤントメント》の効果が発生する。

［愛のあるところに憎にくしみを、許しのあるところに罪を、真理があるところに誤りを、信しん仰こうがあるところに疑いを、希望のあるところに絶望を、光があるところに闇やみを］

《従順の檻デイスペアージエイル》

　が、【追跡者】がスキル名を発した瞬しゆん間かんに、【追跡者】の前に漆しつ黒こくの穴が出現し、真っ黒な手が数本飛び出すと、その光の粒子を摑つかみ、穴に押し込んだ。

　ホールデンは息を飲む。

（……あの穴はヤバい。絶対に吸い込まれたらダメだ）

　凶まが々まがしく渦うずを巻くその漆黒を睨にらむと、ホールデンは冷ひや汗あせが流れる。

「チェルシィィィィィィ！　この檻の中に入ればお前も俺の愛が理解出来るぞぉ」

　すると、【追跡者】はその闇の渦をチェルシーに向ける。

［収しゆう監かんしろ］

　その瞬間、その闇へと誘さそう薄うす気き味み悪い真っ黒な手が数十本チェルシーへと伸のびる。チェルシーはあっけにとられ、動けないでいた。

「くそ！」

　ホールデンはチェルシーを抱かかえると、その手から逃にげ回る。

「ちょっ、ちょっと！　私様をお姫ひめ様さま抱だっこしていい許可は出していないわよ！」

「うるせーな！　アレの中に引き込まれたらヤバいってのはお前も感じてるだろ！」

　ホールデンが叫ぶと、チェルシーはそれ以上何も言わなくなった。

　その凶きよう手しゆをホールデンはギリギリだが避よけ続けている。ただし、速度は【賢者】になったホールデンをも凌りよう駕がしていたので、このままいくといずれ捕つかまってしまうのは自明の理だ。なので、そうなる前にホールデンは躱かわしながら詠唱を開始する。

［真実が靴くつを履はく時、噓うそは白日に曝さらされる］

《技能滅しスキルミユーテイレーシヨン》

　スキルを消しよう滅めつさせるスキルである《技能滅しスキルミユーテイレーシヨン》は詠唱し終われば指定のスキルを滅することができる……筈はずだった。しかし、ホールデン達を追っていた数十本の手は、追うのを止やめ、目に見えない《技能滅しスキルミユーテイレーシヨン》の魔力を感知し摑んだ。

「マジかよ！　技能滅しこれも摑むのか！」

《技能滅しスキルミユーテイレーシヨン》の魔力を摑んだ凶手は一度、漆黒の空間に戻もどっていく。

「《従順の檻デイスペアージエイル》が発動した俺は無敵だぁ……イヒヒヒヒヒヒヒヒ……」

　肩かたを小刻みに揺ゆらし、耳みみ障ざわりな哄こう笑しようを響ひびかせる。

「チェェェルルルシィィィィィィィ！」

【追跡者】が粘ねん着ちやく質しつな声でチェルシーの名を叫ぶと、漆黒の空間から手が数十本出現した。

「ひっ……」

　チェルシーは【追跡者】の狂くるった情念と眼前に迫せまり来る手に小さく悲鳴をあげた。

　ホールデンは再びその凶手から逃げ惑まどう。

（このままじゃジリ貧ひんだ……何か、何かないか……）

【追跡者】の顔はスキルによりわからないが、奴は追い詰つめる者特有の雰ふん囲い気きをまとわせているので、恐おそらく笑っているのだろう。

（まてよ……顔を隠かくしている……）

　何かに気がついたホールデンはスキルを詠唱する。

［光は、それがいずれかより来るかを考えない者すら照らす］

《太陽の慈しみライジング》

　詠唱が終わると、中空に光が収束し、辺り一帯を激しく照らした。薄暗い路地裏が一瞬で昼間のように明るくなる。しかし、すぐにその光の元を奴のスキルの手により闇に引きこまれてしまう。

「無む駄だだぁ……どんなスキルも俺の闇は喰らい尽つくすんだぞぉ」

　いよいよ奴の凶手がチェルシーを捕とらえようとしたが、ギリギリのところでホールデンが体を捻ひねりチェルシーに届かせない。しかし、黒い手はホールデンの片足をしっかりと捕まえていた。

　体勢を崩くずしながらもホールデンは抱えていたチェルシーを下ろすことに成功する。

「くっ！」

「あはははは！　テメェはおしまいだぞぉ！」

　黒い手は足に続いて、もう片方の足、両手を摑むと、ホールデンを空中に上げる。万ばん事じ休すのホールデンだが、その表情に笑えみがこぼれる。

「……何笑ってやがる。状じよう況きようがヤバすぎて、イカれちまったのかぁ？」

「別にイカれちゃいねーよ。ただお前がアホすぎて笑ってるだけだ」

「……そのへらず口も、俺の《従順の檻デイスペアージエイル》に入ったら消えるからどーでもいいぞぉ」

【追跡者】がそういい終わると、ホールデンを摑んでいた手が漆黒の空間に引きずり込む。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　凄すさまじい悲鳴が路地裏に響き渡わたる。

　その声で、引きずり込む手の動きが止まった。【追跡者】がそちらの方に視線をやると、一人の女性が叫び声をあげていた。その声に吸い寄せられるように続々と別の人が何人もやってくる。

「くっ……！」

「顔を隠してるってことは、正体を知られたくないってことだよな！」

　先ほどのスキルを使用した理由は、辺りを照らし、人を呼び寄せるためだった。【追跡者】の顔は相変わらず認識できないが、ギリギリと歯を鳴らす音が聞こえる。

　いくら顔を隠しているとはいえ、これだけ大勢の人数に目もく撃げきされるのは得策ではないと判断する【追跡者】。ホールデンを解放すると、急いでその手を消す。そして脱だつ兎とのごとくその場から逃げ去る。

「チェルシィィィィィィ……！　今日は引き下がってやるが、必ずお前を俺のモノにしてやるからなぁ……」

【追跡者】は去り際ぎわ、地の底から響くような声で、そんな事を吐はき捨てて去っていった。

【追跡者】が去った後も、通行人は増え続けていた。

「あれ？　そこにいるのってチェルシーちゃんじゃないの？」

　一人の男がそう言うと、その場の人間は一いつ斉せいにチェルシーの方に注目した。

「……ホールデン、行くわよ！」

　チェルシーは顔を伏ふせつつ、倒たおれていたホールデンの腕うでをとり、その場から逃げ出した。




　　　　◆◆◆




「はぁはぁはぁ……ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶよね」

　２人は先ほどの場所から離はなれた、人通りの多い場所のベンチに腰こし掛かける。人が少ない場所だとまた【追跡者】が来る可能性があったからだ。

「……よかったな。あれだけ熱ねつ烈れつなお前のファンじゃ、さぞかし金も沢たく山さん落としてくれるんじゃねーの」

　ホールデンが冗談めかしてそう言うと、チェルシーは黙だまってしまう。その反応にホールデンはギョッとする。常時であるならば、嫌いや味みで返されるはずであったからだ。先ほどのような狂きよう気きに取り付かれた男に付き纏まとわれていれば、いくら強気な性格でも、ホールデンと同じ年の女の子なのだから恐きよう怖ふするのは当然だろう。

「わ、ワリィ！　今のは流石さすがにデリカシーが全くなかったな」

　ぼーっとしているチェルシーは、そこで初めてホールデンに話しかけられた事に気がついた様子であった。

「え、何？　聞いてなかった」

「……いや、聞いてなかったら大丈夫だ」

「そう……」

「一つ聞いていいか？」

「……ふん。いいわ。さっき助けてくれたお礼に許可してあげる」

「お前、怖こわくないのか？」

「怖いって何が？」

「いや、さっきの変態ヤローのことだよ。あんなイカれた野や郎ろうに付き纏われてんだぞ」

「ああ。そうね。確かに怖いけど、私の人生はあんな奴やつの事を考えている余よ裕ゆうはないの」

　視線は遠くにやり、平へい坦たんな口調で喋しやべるチェルシー。そしてスッとベンチから立ち上がると、力強い瞳ひとみでホールデンを見み据すえる。

「私はパパとママのために世界一のお金持ちにならないといけないの」

　それを聞いたホールデンは瞠どう目もくする。ホールデンと全く同じ目標であるからだ。

「親父とお袋ふくろのため？」

「ウチの家は凄すごく貧びん乏ぼうだった。けど、パパとママは愛情を持って育ててくれたわ。お金はなかったけど、小さい時の私は幸せだった」

　何かを思い出すかのようにチェルシーは言葉に詰まる。

「けど……人のいいパパとママを騙だました奴がいたの。甘い言葉で誘ゆう惑わくして、莫ばく大だいな借金を背負わせた……」

「その借金を返すだけじゃ、世界一の金持ちにならなくていいんじゃないのか？」

「その借金は……もうないわ。立て替かえてくれた人がいたから……最後に、パパとママに会った時、約束したの。お金に翻ほん弄ろうされた２人を、お金なんて心配しない世界一の金持ちになって幸せにしてあげるって」

「最後にって……今は一いつ緒しよに暮らしてないのか？」

　ホールデンが聞くとチェルシーはぎゅっと裾すそを摑つかみ、ホールデンから視線を逸そらした。

「今は……遠くに……いるわ……」

　そう絞しぼり出すように答えると、チェルシーは黙り込む。

「……世界一の金持ちか」

　ホールデンは何度も口にしたその言葉を静かにつぶやいた。

「……ふん。下げ賤せんな目標だと笑っても構わないわ」

「……他の誰だれが笑っても俺は絶対に笑わねーよ」

　ホールデンは至し極ごく真ま面じ目めな顔で返答する。チェルシーは意外だという表情を浮うかべた。

「俺も世界一の金持ちになりたいからな」

　チェルシーに負けない強い意志が籠こもった視線で返す。

　チェルシーはホールデンのその言葉の信しん憑ぴよう性せいを測るように見つめる。

　その言葉をホールデンは、他人ひと事ごととは感じられなかった。なので、ホールデンも自分が何故なぜ、世界一の金持ちになりたいか訥とつ々とつと話し出す。

　ホールデンの話が終わると、チェルシーはため息を一つ可愛かわいらしく吐くと、視線を逸らし、ベンチに座りなおした。

「はぁ……これじゃまるで似た者同士じゃないの」

　チェルシーは肩の力を抜ぬいて笑みをこぼす。それはホールデンに初めて見せた本心からの笑みであった。

「……お前のいつもの作り笑顔より、そっちの方がいいじゃねーかよ」

　不意にそんな事を言われたので、チェルシーは顔をほんのりと赤らめる。

「ちょ、調子にのるな！　わ、私様の笑顔が可愛いなんて、貴方あなたみたいな遊び人に言われなくたってわかってるんだから」

　ふいっと顔を横に逸らすチェルシー。

「へぇ～へぇ～。さいですか」

　ホールデンは予想通りの答えだったので、適当に返す。

「それと……」

「なんだよ？」

「お前とか気軽に呼ばないで。私様にはパパとママからもらった名前がちゃんとあるんだから！　そうね……今は気分がいいのと、助けてもらったお礼に特別に私様のことチェルシーって下の名前で呼んでもいいわ。感謝しなさい」

　華はなやかって言葉は今のチェルシーのために存在する。そう思わせてしまう程に、今の笑顔は常じよう軌きを逸いつ脱だつした可愛さであった。元々チェルシーのルックスは、ホールデンのどストライクだったので、一瞬で《女殺しジゴロ》になってしまう。

（ナンテコッタ……予備動作なしで、発動した！）

「あぁ……なんて香かぐわしいんだ……君は華という概がい念ねんそのものさ……」

　精せい一いつ杯ぱいのイケメンスマイルを浮かべる、ジゴロ・ホールデン。

（『華という概念そのものさ』キリッ！　じゃねーよ！）

　ジゴロになったホールデンにチェルシーは怪け訝げんな雰囲気をかもし出す。

「貴方、何言ってるの？」

（うん！　俺も何言ってるかわかんないからね！）

「僕の花束ちゃん。君の全すべてが愛いとおしい……ああ……僕のこの狂おしい愛おしさはどうしたら伝わるんだろうか……」

　ジゴロ・ホールデンはスッとチェルシーの肩かたに手を回した。

　凍こごえる目つきで睨にらむチェルシー。

「頭大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫じゃないさ。この僕は君のせいで頭がどうかしてしまったよ。この責任は……いててててててて！」

　チェルシーは肩に回されていた手をつねる。その瞬しゆん間かん、ホールデンは元に戻もどる。

「名前を呼ぶのを許可したからって、私様に気安く触ふれないでくれる」

　先ほどのジゴロ・ホールデンが言っていた内容に己おのれ自身辟へき易えきしているのと、チェルシーに責せめられているので小さくなる。

「ス、スミマセン……」

　チェルシーは鼻を鳴らすと、立ち上がり、スタスタと歩いて行ってしまう。呆ぼう然ぜんとそれを見送っていると、くるりと振ふり返り、険がある声でホールデンを呼ぶ。

「何ぼさっとしてるの。一人じゃ危ないんだからちゃんと家まで送り届けてよ」

　ホールデンはただ黙って、チェルシーのその声に呼ばれるままに付いていった。
















　翌日ホールデンは、会社インクに出社しようと部屋から出たところで異変を感じる。

　遠巻きに皆みなホールデンを見てひそひそと話していた。

（な、何なんだ一体……）

　訝いぶかしみながらも寮りようから出る。その瞬間に凄すさまじいまでの人に囲まれた。

「ドハーティさん、どこでチェルシーさんとお会いになったんですか!?」

「ある情報筋によりますと、お二人は幼おさな馴な染じみとのことで。真しん偽ぎの方は!?」

「全チェルシーファンを敵に回したと思うんですが、ファンに何か一言お願いします！」

　ホールデンを中心に円を描えがくように殺さつ到とうするマスコミ達。

「うわっ!!」

　あまりに驚おどろいたホールデンは、人波をかき分けて寮に逃にげ戻る。

「はぁ……はぁ……あいつらなんなんだよ……」

　ホールデンは入り口のドアに体重をかけた体勢で息を整える。

　戻ってきたホールデンへ先ほどと同じように同どう僚りようの視線が集まっていた。

「デンデン、すごいね！　あのチェルシーちゃんと付き合うなんてさぁ！」

　部屋にいなかったブライアンがどこからともなく現れ、訳がわからない事を言う。その場にいた全員がそれを聞きたかったと言わんばかりに、２人の話を聞く事に傾けい注ちゆうしていた。

「富の独どく占せんはよくないよ！　後生だからレイラたんを紹しよう介かいしてくれよぉぉぉぉ！」

「いや富の独占っていうか、言っている意味が全く理解できないんですが……」

「えっ？　付き合ってんでしょ、チェルシーちゃんとさ」

「いや、全然微み塵じんも付き合ってないんですが」

「そうなの？　じゃあ、なんでこんな記事と写真が出回ってるの？」

　ブライアンは履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせると、情報を司つかさどるページを開きホールデンの眼前に差し出した。そこに書いてある情報を読むと、ブライアンから履歴書ウオークオブライフを剝はぎ取る。

「な、なんだこりゃ!!」

『熱愛発覚！　ベイビーメイカー・メンバーの〝アイドル最終兵器リーサルウエポン〟チェルシー・アンダーハートに初ロマンス！　相手はラロケット・インク所属〝雇やとわれ遊び人〟のホールデン・ドハーティ！　ドハーティ氏は人通りが多い場所にもかかわらず、チェルシーさんの肩を優しく抱いだき、甘い言葉をささやいていた。目もく撃げき者の方からの話によれば……』

　と、熱愛以外の部分は真実しか書かれていないのがタチが悪かった。おまけにホールデンが《女殺しジゴロ》になっている時に肩を抱いている写真まで掲けい載さいされている始末である。

　履歴書ウオークオブライフを持つ手が震ふるえるホールデン。

「で、どういうことなの？」

　いつの間にかブライアンの後ろには大勢の男性社員が集まっていた。

　ホールデンが口を開こうとすると、外から身を震わせる程ほどの炸さく裂れつ音が響ひびき渡わたる。騒さわがしかった外が静かになった。その炸裂音に心当たりがあったホールデンは身を震わせる。

　脳を刺し激げきするように軋きしみを上げ、ゆっくりと扉が開く。扉が開ききると、そこには羅刹メグが剣けんを持って立っていた。その様子に他の男性社員は口を噤つぐむ。

「……からなの？」

「……あの、よく聞こえなかったんですが」

「いつから付き合ってたの……？」

　メグは俯うつむいて、顔に髪かみがかかっているため表情は窺うかがえない。

「あの……付き合ってないんですけど……」

「噓うそは聞きたくない！　この写真が証しよう拠こよ！」

「他の誰だれでもない、お前ならあの理由はわかってくれるだろ！　いつもの……」

　そこまで言うと、多目的室サロンに設置してある投影機テレビから音が漏もれ聞こえてくる。

『チェルシーさん、熱愛発覚とのことですが、ドハーティ氏とはお付き合いされているんでしょうか？』

　情報系の番組が流れているらしく、丁度、チェルシーにインタビューをしていた。

『ドハーティさんとは仕事仲間で、いいお友達です。皆さんが思っているような関係じゃないですよ～』

（僥ぎよう倖こう！　このタイミングであいつが自分の言葉で否定してくれるなんて！）

「ほ、ほら！　聞いただろ？」

　ホールデンが涙なみだ目めで投影機テレビの方を指す。するとメグから羅刹のオーラが和やわらぐ。

「うっわ！　怪あやしい！　アイドルがいいお友達っていう時は完全に付き合ってるのをごまかす時だよな」

「だな！　違ちがったら普ふ通つう全く関係ないって強く否定するもんなぁ」

　と、多目的室サロンで投影機テレビを見ていた奴やつらがそんな話をしてしまう。

　すると再度メグの表情が昏くなると、剣を静かに構える。

「ま、待てって！　はやまるな！　いつものスキルが勝手に発動しちまったんだよ！」

　ホールデンが及および腰ごしで手を前に出しながら必死で訴うつたえる。メグはゆっくりと剣を下ろす。

「……最近私では《女殺しジゴロ》にならないのに、他の女ばっか」

　メグは唇くちびるを可愛かわいらしく尖らし、小さく漏らした。ホールデンは剣を下ろされた安あん堵どで、その言葉は耳に入っていない。

「……つーかさ、仮に俺がチェルシーと付き合っていようとお前には関係なくね？」

「そ、それは……」

　メグはうぐっといった表情で言いよどむ。やがて何かを思いついたかのように喋しやべり出す。

「……っ！　そう！　同じ会社インクの人間として《女殺しジゴロ》なんて女の敵みたいなスキルを持つアンタを私が管理しないと恥はずかしいからよ！　っていうか、チェルシー……？　いつの間に下の名前で呼ぶようになったのよ!?」

　わっとした様子でホールデンに詰つめ寄る。

「落ち着いたと思ったらまた騒ぎ始めるとか、どんだけ慌あわただしいんだよお前は。少しは一国の姫ひめとしての自覚を持っげふん！」

　そこまで言うと、剣の柄つかで頭を強したたかに叩たたかれるホールデン。

「いい加減、人をすぐに殴なぐるのやめてもらっていいっすかねぇ！」

　頭を摩さすりながらメグに非ひ難なんの声を上げる。

「そんなことよりも、アンタいつからそんな親しげに呼ぶようになったの!?」

「いや、お前……人の頭をぶっ叩くのをそんな事ってどんだけだよ……」

「いいから!?」

「……昨日だよ。アイツが呼べっていうし、アンダーハートって確かに呼びづらいからな」

「ふ～ん……」

　ジト目でホールデンを見るメグ。すると、またしても扉がすごい勢いで開かれた。

「……ホールデン、浮うわ気きするなら私に事前報告して」

　ティアの表情はいつも通り無表情なのだが、明らかにその瞳ひとみには怒いかりの感情を宿していた。それを見たホールデンは頭を抱かかえる。

「また説明しないといけねーのかよ……」




　　　　◆◆◆




　あの後同じような説明をし、ティアの怒りを鎮しずめた。そんなこんなで朝からバタバタとしていたら、出社の時間が迫せまってきていたので、３人は走りながら会社インクを目指している。

「アンタのせいで遅ち刻こくしそうなんだけど」

「……遅刻、私は絶対にしたくない。もし遅刻したらホールデン、責任とって」

「いや、そもそも俺全く悪くないよな！　お前らが勝手に騒ぎ立てただけだし！」

　そんな会話をしていると、後ろからホールデンに何かが当たった。

「いたっ！　なんだよ……」

　ホールデンは立ち止まると、当たった場所に手をやる。どうやら卵を投げつけられたらしい。おまけにそれは腐くさっていて、ツンと嫌いやな臭においがした。

「おい！　誰だ！　こんなことするアホ野や郎ろうは！」

「拙せつ者しや、義により仇きゆう敵てきホールデン・ドハーティに天てん誅ちゆうを下すものなり！」

　そこにいたのは以前ホールデンに絡からんできたチェルシーのファン３人組だ。彼らは鼻息荒あらく大量に腐った卵を抱えていた。

「な、何が仇敵だ！　テメェら、今急いでるのにこれどうしてくれるんだよ！」

「黙だまるのだ！　貴様のように卑ひ賤せんな輩やからがチェルシーちゃんとどうにかなるわけがない！」

　リーダー格っぽい小太りの男がホールデンに向けて再度腐った卵を投げつけた。

「クサっ！　いい加減にしやがれ！」

「貴様がチェルシーちゃんを誑たぶらかしたんだ！　我らチェルシーちゃん親衛隊の怒り、思い知るがいい!!」

　ホールデンとチェルシー親衛隊はそこで開戦した。その内容は子供の喧けん嘩かのソレで、あまりにも幼よう稚ちすぎて、メグとティアは馬ば鹿からしくなり、時間も迫っていたため、ホールデンを置いてその場から立ち去った。




　　　　◆◆◆




　腐った卵まみれになったホールデンは、異い臭しゆうを漂ただよわせながら出社する。

「ど、どうしたのホールデン君!?」

　入り口を開けると、その散々な様子のホールデンにメリーは声をかけてきた。

「ははは……ちょっと外で暴漢に襲おそわれまして」

　異臭まみれのホールデンに嫌な顔一つせずに、メリーは自分のハンカチを差し出した。

「す、すみません……新しい物買ってお返ししますんで……」

　メリーは天使のような笑えみを浮うかべる。

「あはは。全然大だい丈じよう夫ぶだよ。困った時はお互たがい様だからね」

（天使だ……本物の天使はウチの会社インクの受付にいたんだ……）

　ホールデンはメリーのその笑みに心の底から癒いやされる。

（俺の周りにいる女は、見てくれだけで、性格に難しかないからな……結けつ婚こんするならメリーさんみたいに包容力ある年上の女性だよなぁ……）

　ホールデンの頰ほおが完全に緩ゆるみきっていると、メリーは手をポンと打った。

「あっ！　ホールデン君！　ゆっくりしてる場合じゃなかったよ。なんか専務から、ホールデン君が出社したら至急応接室に行くように伝えてほしいと言われてたんだ！」

　その言葉でホールデンは一いつ瞬しゆんで現実に引き戻もどされる。

「……わかりました。急いで向かいます」

　ホールデンは名残なごり惜おしそうにメリーに挨あい拶さつをして、応接室に向かった。

（至急っていうのが嫌な予感しかしないな……）

　そんな事を考えている間に、応接室にたどり着く。

「ヴィンセント社長さんよぉ！　どうしてくれるんだい!?」

　扉とびらを開ける前に、中の怒ど声せいがホールデンの鼓こ膜まくに入ってくる。

「やっぱりか……」

　おそらく、今朝のチェルシーのニュースの件でバージェス・インク社長のジェフが直じき々じきに怒ど鳴なりに来たのだろう。

　ドアノブを摑つかみ、扉を開く。怒鳴られるのがわかっていて開ける扉はこんなに重いものだと、初めて実感するホールデン。

　中に入ると、予想通りの面子めんつが揃そろっていた。ヴィンセント、カースティ、ジェフ、ノーマン、チェルシー。チェルシーがいることは少し意外だった。

　ヴィンセントは相変わらず飄ひよう々ひようと煙草たばこを吹ふかし、カースティは難しい顔をし、ジェフは真っ赤な顔で怒鳴っていて、ノーマンはクイッとメガネの位置を直し、チェルシーは一人どこ吹く風かぜの様子だ。

「来やがったなこのクソガキが！」

　ジェフはホールデンの姿を確かく認にんすると、近づき胸むなぐらを摑んだ。

「まぁまぁ社長。暴力はいけませんよ」

　それをノーマンが冷静に諫いさめる。すると、不ふ承しよう不ぶ承しようと言わんばかりにソファーに戻っていった。今度はカースティがホールデンに近づき、頭を上からぐいっと押さえつけて申し訳なさそうに謝罪する。

「改めまして、この度はウチの社員が大変ご迷めい惑わくをおかけいたしました」

「まぁ起きてしまったことですし、交際などという事実はないわけですから。ウチの方で各情報系会社インクに圧力をかけますので、そのうち沈ちん静せい化することでしょう」

　ノーマンが己おのれの履歴書ウオークオブライフで、今朝出た２人の記事を見ながら静かにつぶやく。

「申し訳ありません」

　カースティは再度頭を下げる。

「頭をお上げください。この様な事も想定の内ですから」

「と、言いますと？」

「私の中では予定通りってことですよ」

「はぁ……」

　カースティはノーマンの言葉の意味を測りかねていた。

「今日お伺うかがいしたのは、何もクレームを言うだけではないのですよ。お仕事を新規でお願いしたく思いまして」

「仕事……ですか？」

「はい。実はチェルシーに悪質なストーカーがついてしまいまして」

　ノーマンは渋しぶい顔になる。ホールデンは昨日の事を思い出す。

　大逆無道の職イービルジヨブ【追跡者The Stalker】。大逆無道の職イービルジヨブだけあって非常に厄やつ介かいなスキルを有していた。

「危険物を送ってきたり、有る事無い事を吹ふい聴ちようしたり、と迷惑していました。これまでは私たちの方で対応しておりましたが、昨日、チェルシーをドハーティさんに送っていってもらった時、ついに襲われたらしいんですよ。それも相手の職業ジヨブが大逆無道の職イービルジヨブだっていうじゃないですか。これはもう普通の護衛では手に余ってしまいます」

　カースティはその話を聞いてホールデンを睨にらんだ。ホールデンは昨日の報告をしていなかった事を思い出し、更さらにばつが悪くなる。

「なるほど。お話はわかりました。ウチにアンダーハート嬢じようの護衛を、という事ですね」

「はい。それでここからはご相談です。今回、チェルシーとホールデンさんの記事でウチは火消しのために少なくない費用をかけます。更に火は消えても、人々についてしまった印象は如何いかんともしがたいですね。アイドルビジネスは、人々の印象が大事です。なので、今回ホールデンさんがしでかしてしまった事は、そう簡単なモノではないですよね？」

　ノーマンは回りくどい言い方をする。カースティはその言い回しがあまり好きではないらしく、若じやつ干かん声こわ色いろが硬かたくなる。

「……つまり、どういうことでしょうか？」

　ノーマンはニコリと笑う。

「つまりですね、今回の件でバージェス・インク私共は御おん社しやに対して一いつ切さいの請せい求きゆうも責任も求めない代わりに、護衛のお仕事を無料ロハでお受けして頂きたいのです」

　言い方はいやらしいが、ノーマンの交こう渉しようは上手うまかった。先に相手のせいで、自分たちが被こうむった損そん害がいを話し、その上で責任は問わないと言っているのだ。これは断れない。

　しかし、カースティは顔をしかめる。今回護衛をするということは、大逆無道の職イービルジヨブと戦わないといけないということだ。それを無料で受けると即そく答とうができなかった。

「まぁいいんじゃねーの？　ウチの社員がしでかしたことは俺らの責任でもあるし、下のモンのケツを拭ふくのが俺らの仕事だろ」

　適当にプカプカと紫し煙えんを燻くゆらせ、ヴィンセントが言う。

「しかし社長……」

「これは社長命令だ。今回はティーちゃんも付くんだから何の問題もねーだろ」

　短くなった煙草を灰皿にねじ込み、新しい煙草に火をつける。

「……社長がそうおっしゃるのなら」

　カースティはあまり納なつ得とくいっていない様子であるが、社長命令となればそれ以上異論を挟はさむことは許されなかった。

「まっ、そういうこった！　今回の護衛の件、無料ロハで受けさせてもらうぜ」

　大おお仰ぎようにニカッと笑うヴィンセント。

「無料ロハである条件として、護衛には騒そう動どうの当事者であるホールデンをつけさせてもらうぜ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで座っていたジェフがそれを聞いてカッと目を見開く。

「馬鹿な！　ラロケット社長よぉ、それはいくら何でもないでしょーが。今回の件でマスコミ連中が張ってるんだ。もみ消しても、ホールデンこのアホが近くにいたら有る事無い事またすっぱ抜ぬかれちまうよ！」

　ヴィンセントはどこ吹く風で、旨うまそうに煙草を吸い、軽い感じで返答する。

「まぁまぁ、バージェスさん。若い男女が色いろ恋こい沙ざ汰たになるなんざ、いい事じゃねーの。アイドルだって人間だ。それもこんなに可か憐れんな女の子なんだからホールデンがイカれるのもわかるってもんだ。それにウチのホールデンはこう見えても中々将来有望でな。借金なんて大した問題じゃねぇよ。チェルシーちゃんは男を見る目はあるんじゃねーか？」

　ヴィンセントはチェルシーに向かって笑顔で手を振ふる。チェルシーもそれに対して営業スマイルで返す。

「ふ、ふざけんじゃねー！　俺のチェルシーがこんな遊び人ごときになびくわけねーじゃねーか！　絶対に許さんぞ！」

　フゥフゥと鼻息荒く怒鳴るジェフ。チェルシーはそれに対し、顔に昏くらい影かげを落とす。

「……わかりました。それではそちらの条件であるホールデンさんを護衛に付けるという件に関しましては了りよう承しよういたします」

　黙って静観していたノーマンが静かにそう告げる。ジェフは物すごい形相でノーマンを見る。しかし、ノーマンはそれに対して涼すずやかな笑みで返した。

「社長、あのラロケット・インクさんが護衛を無料ロハでやってくれるのですよ？　それくらいの条件、いいじゃないですか」

「ぐっ……し、しかし……」

　ノーマンは人差し指で眼鏡の位置を直すと、若干険のある声になる。

「それに……チェルシーは貴方あなたのモノじゃないですよ？」

　有う無むを言わせぬ瞳ひとみを見たジェフは怒いかりのせいでワナワナと震ふるえる。

「チッ……！　後は君に任せる！」

　そう言うとジェフは勢いよく立ち上がり、ズカズカと部屋から出て行ってしまう。

「……弊へい社しやの社長が失礼いたしました」

　ノーマンは立ち上がると、綺き麗れいに頭を下げる。

「ははは！　オタクの社長さんは随ずい分ぶんとチェルシーちゃんの事がお気に入りらしいな！」

　ヴィンセントの軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな態度で、場に流れていた変な空気が一いつ掃そうされた。

「そうですね。ジェフ社長はチェルシーのことをかなり気に入っておりますね。少々度がすぎるので私も手を焼いてはいるのですが……」

　ノーマンは疲つかれた笑みをこぼす。

「それにしても、あんなワガママ社長をアンタはよく手なずけていらっしゃる」

「恐きよう縮しゆくです……」

　そう言ったノーマンの笑みはどこか冷たさを帯びていた。

「そういうことですので、護衛の方よろしくお願いします」




　　　　◆◆◆




「しばらくの間こちらの寮りようでお世話になります、チェルシー・アンダーハートです。色々ご迷惑をおかけしてしまうかもしれませんが、何なに卒とぞよろしくお願いしますねっ★」

　チェルシーは可愛かわいらしくペコリとお辞じ儀ぎをした。

「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」」」

　その瞬しゆん間かん汚きたない喚かん声せいが、ラロケット・インク寮の多目的室サロンに響ひびき渡わたる。

　営業スマイル全開でその歓かん声せいに応こたえるチェルシー。ホールデン、メグ、ティアはそれを冷ややかな視線で見つめる。

「あいつ、よくやるよな……」

「ええ……本当に。二重人格って言われても信じちゃうわね」

「……人間の神秘」

　チェルシーを取り囲む中に当然の如ごとくブライアンが混じっている。

　そういえばとあることを思い出し、ホールデンは履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせる。

「どうしたの？」

　すると、メグが反応した。それに合わせてティアもホールデンの方を向く。

「いや、昨日の戦せん闘とうで新しいスキルを覚えたなーと思って」

　ホールデンは履歴書ウオークオブライフのスキルページを開く。




　恒こう常じようスキル　《覗き見アナライズ》


効果　対象者、物の情報を取得する。全すべての人間のスキルを閲えつ覧らん可能。






「つか、これかなりやばいスキルじゃねーか？」

　ホールデンは静かに自分のスキル欄らんを瞠どう目もくする。基本、他社の人間のスキルは見ることができない。しかし、このスキルを得たことにより、ホールデンは全ての人間のスキルを閲覧する事が可能になった。それは途と轍てつもないアドヴァンテージを得たことになる。

「……やって見せて、ホールデン」

　２人はホールデンの履歴書ウオークオブライフを横から覗いていた。

「お前ら勝手に覗くなよな」

　ホールデンは今いま更さらだが、履歴書ウオークオブライフを横にやり見えないようにする。

「恒常スキルだから、常時発動してんだよな……対象者の情報ってことだから……」

　ブツブツと喋しやべりながらホールデンはメグとティアの情報を履歴書ウオークオブライフで取得する。





　名前　　　　メグ・フラワーズ

　年ねん齢れい　　　　15歳

　職業　　　　【魔術剣士The Dual】

　職業価値　　ＡＡ

　ステータス　力　９９９　防　７６５　速　８９７　賢けん　６５４　魔ま　１３２１







　名前　　　　ティア・ラブ・ヒューイット

　年齢　　　　15歳

　職業　　　　【裁判官The Adjudicators】

　職業価値　　ＡＡ

　ステータス　力　６５７　防　５４３　速　８９０　賢　１９８９　魔　１０２１






「別段変わったところがなさそうだけどな……」

　と、そこでホールデンはあることに気がつく。名前のところが点てん滅めつしていた。

「なんだこれ……」

　点滅している名前を触さわると、文字が新しく滲にじみ出す。

「えっとなになに……87・56・88のＦ？」

　その数字を読み上げると、メグがピクンと反応し、顔が赤くなる。

「こっちは……90・58・90のＧ？」

　今度はティアがピクンと反応し、無表情の顔に赤みが差し込む。

「なんだこの数字……ってぇ！」

　ホールデンが訝いぶかしんでいると、メグとティアは同時にホールデンの頭を殴なぐる。

「あ、あ、あ、あんた……それ二度と使っちゃダメだからね！」

「……ホールデン、大勢の前でその数字を言ったら怒おこる」

　２人はそう言うと、多目的室サロンから出て行ってしまった。

「いててて……なんなんだよ一体……」

　割と本気で殴られて頭をさするホールデン。

「デンデン！」

「うわっ！　ってブライアンさんじゃないっすか。もうチェルシーあいつと喋らなくても？」

　ブライアンはホールデンと肩かたを組んでいる。

「ふふふっ……よくやった！　ウチの寮にチェルシーちゃんがしばらくいるなんて夢じゃないだろうか！　それもこれもデンデンが上手いことやってくれたおかげさっ！」

　上じよう機き嫌げんのブライアン。正直、あの記事になっていたことを上手うまくやったとは一いつ切さい思わないが、ブライアンがテンション上げているので余計なことは言わないようにした。

「俺っちは行動の結果に対する報ほう酬しゆうをちゃんと支し払はらう男だよ！」

「いや、俺は特に何もしてねーすけど……つか報酬って何すか？」

「謙けん遜そんしなくてもいいって！　今から飲みにいこー！　報酬は飲み代さ！」

「すぐに行きましょう！」




　　　　◆◆◆




　ホールデンとブライアンが飲みに行っている一方、メグとティアはため息をついていた。

「ふーん。ここが私様の部屋ね」

　そう言ってウロウロと部屋の中のものを物色し始めるチェルシー。

　ここはメグとティアの部屋だ。護衛の都合上、ここにチェルシーが泊とまることになった。

「最悪ね……」

「……メグ・フラワーズに同意する」

　２人はチェルシーが部屋の中をウロウロするのを見て辟へき易えきした。

「ちょっと、何ボサッと立ってるのよ。喉のど渇かわいたわ。何か飲み物をちょうだい」

　チェルシーはメグのベッドにドカッと腰こしを下ろすと、横おう柄へいに飲み物を要求してくる。

「あ、あんたねぇ！　ちょっとは遠えん慮りよとかしたら！」

「はぁ？　私様はお客様で守るべき対象なのよ？　何を遠慮しろっていうの？　それにお茶くらいお客様に出すのって常識じゃなくて、お姫ひめ様さま？」

　挑ちよう発はつするような視線と口調のチェルシー。

「ぐぬぬ……」

　言い方はアレだが、確かにチェルシーの言うことには一理あった。客にお茶も出さないのはメグ自身の沽こ券けんにかかわる。なので渋しぶ々しぶ台所に向かいお茶を淹いれに行く。

「……アイドルってわがまま」

「ちょっと、聞こえてるわよ！」

「……問題ない。聞こえるように言ったから」

　ティアは完全に喧けん嘩かを売っていた。チェルシーはティアを睨にらむ。が、すぐに鼻で笑った。

「わがままで結構だわ。そのわがままな私様にホールデンを取られる気持ちはどう？」

　それを聞いたティアは珍めずらしく口を引きつらせた。

「……ホールデンは貴方あなたみたいなワガママな女に興味なんてない」

「あら、そうかしらね。彼ったら私様の事を『君の全てが愛いとおしい』なんて情熱的に迫せまってくるのよ」

　演技がかった口調でティアを挑発する。ティアはそんな見え透すいた挑発に乗ってしまう。

「……！　私だってホールデンに口説かれたもん」

「私は昨日口説かれたのよ？　貴方は一体いつかしらね。男の人の気持ちって移ろいやすいものよ。だからすでに貴方に気持ちはないはずよ」

「……っ！」

　ティアは悔くやしそうに表情を歪ゆがめた。その姿を見たチェルシーは満足した様子になる。

「お・ま・た・せ・し・ま・し・た・お・客・様！」

　そこでメグが飲み物を持って戻もどってきた。

「何よこれ？」

　チェルシーは目の前に置かれたモノを見て訝しむ。それはお茶ではなくお酒だったからだ。つまみには女の子らしく甘いチョコレート類が沢たく山さん置かれた。

「このまま私たちの関係が悪いと、仕事に支障をきたすから、あんたとの仲を少しでもよくしておくわ。癪しやくだけどね」

　メグは不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じでチェルシーの対面に腰こし掛かける。

「はぁ？　私様はそんなつもりないんだけど？」

「アンタ性格はそんなだけど、アイドルとしてはプロよね？」

「……何が言いたいわけ？」

「守られる事も仕事のうちってことよ。アイドルは」

　チェルシーはメグの真意を測りかねている様子であった。

「数日後に大きなライブがあるんでしょ？　それを楽しみにしている大勢のお客さんがいるはず。だからアンタは絶対にそのステージに立つ義務がある」

　チェルシーは苛いら立だちを隠かくそうともしない顔になる。

「……そんなこと貴方に言われるまでもなく、私様は何があってもステージに立って客を魅み了りようしてみせるわ」

「じゃあ、私たちとの仲を少しは良くする気があるってことね」

「……意味がわからないわ」

「つまり、必ず出るというからには、必ず私たちがどんなことからもアンタを守らないといけないってわけ」

　チェルシーは何かに気がつく。

「……守られる事も仕事のうち。ってことは、その仕事を全うするためには貴方達と仲良くしたほうが効率的ってことね」

「そういうことよ」

　メグとチェルシーは視線をまじ合わせたまましばし無言になる。やがてチェルシーは表情を若じやつ干かん緩ゆるめた。

「ふん……まぁいいわ。そういうことなら、私様もプロとしてちゃんと守ってもらうために最低限のコミュニケーションはとってあげる」

　メグは緩く微笑ほほえむと、チェルシーの杯さかずきに酒を注つぎ、自分の杯とティアの杯にも注ぐ。

「それでいいわ」

　ティアはその話を黙だまって聞いており、話がまとまったところでメグの隣となりに腰をかけた。

「それじゃ、乾かん杯ぱいしましょう」

　華はなやかで可か憐れんな女子３人のギスギスした女子会が始まった。




「ほ～るでんはダメなやつなのよぉ～」

　呂ろ律れつが怪あやしい感じでメグはまくし立てている。大量に飲んでいるのかといえば全然そんなことはなかった。一口目で顔が赤くなり、一杯ぱい目めを飲みきるとすでに出来上がってしまったのだ。

「貴方、そんなにお酒弱くてよく飲みに誘さそったわね」

　若干引き気味のチェルシーだったが、以前までの刺とげ々とげしさは無くなっていた。

「……お酒美味おいしい」

　ティアはティアで、グイグイ酒をジュースのように飲み干していく。

「はぁ……」

　チェルシーはため息を吐つくと、杯を傾かたむけた。

「ねぇ～聞いてるの～？」

　ヒックと、酔よっ払ぱらいのテンプレみたいなものを鳴らすメグ。

「はいはい。聞いてる聞いてる。貴方がどれだけホールデンを好きかって事をね」

「だ、誰だれがあげな奴やつを!?」

　メグはワタワタと手を振ふり乱す。

「じゃ、私がもらっても問題ないわよね？」

「そ、そいはいかん！」

「えっ？　なんで？　貴方は好きじゃないんでしょ？」

　チェルシーはわざとらしい口調で涼すずやかに言う。

「うううっ……」

　対してメグはその返答に窮きゆうしており、二杯目の酒をあおる。

「……ホールデンは私のモノ。誰にもあげない」

　粛しゆく々しゆくと飲んでいたティアがチェルシーに言う。

「貴方がそう言ってても、選ぶのは彼なんだから文句を言う筋合いはないと思うけど？」

「……私は負けない。ホールデンはおっぱい大きい方が好きだし」

　ティアはそう言うと豊満な自分の胸を張る。

「あら、そうなの？　私も胸には少々自信あるわよ。勝負してみる？」

「……望むところ」

　お互たがい履歴書ウオークオブライフを展開し、３サイズが記き載さいされているページを見せ合う。

「……私より１センチ……大きい……？」

　ティアは衝しよう撃げき的なモノを見たというように驚きよう愕がくする。

「あはは！　貴方の言によれば、彼は胸が大きいのが好きなんでしょ。ってことは私の方がいいのよね？」

　高らかに笑うチェルシー。一方のティアは屈くつ辱じよくに身を震ふるわせていた。

　口が達者なチェルシーは２人を舌戦で圧あつ倒とうする。

　自分が嫌きらいな『金持ち』をやり込めるのはなんとも気分が良く、上機嫌になる。しかし、『金持ち』ってところは好きにはなれないが、それを除けば、悪感情はそれほどないとチェルシーは思う。２人とも不器用だが、こんな自分と仲良くなろうと努力をしてくれているのだから。チェルシーはふと、昔のことを思い出す。

『金持ち』が嫌いになった理由を。




　チェルシー・アンダーハートは父が【音楽家The Player】、母が【吟遊詩人The Whisper】の音楽を生なり業わいとする両親の元で生まれた。チェルシーが生まれたばかりの頃ころはそこそこの収入があり、絵に描かいたような幸せな中流家庭であった。しかし、チェルシーが物心つく位の時に、両親は【詐欺師The Deceive】に騙だまされ、大きな借金を背負ってしまう。一気に貧しくなったが、チェルシーはそれを不幸だと思ったことはない。なぜならば、両親は貧しくとも清らかな心を持ち、愛情いっぱいでチェルシーを育てたからだ。だが、その清らかな心ってモノがチェルシーの両親を不幸にしていたのも事実だ。人を疑うことを知らない両親は、騙そうと近づいてくる者全すべてを信じ、やがて最初に負った借金よりさらに大きな借金をしてしまった。住む家すらも騙し取られてしまうが、それでも人を疑わなかった。

『チェルシー、人は信じなさい。信じていれば必ず幸せになれるんだから。人を信じられない人間は悲しいからね』

　幼いチェルシーに繰くり返し、そう教えた。小さいチェルシーは大好きな両親に言われた事を愚直に信じた。どんなに辛つらい生活でも、父が自分で作った曲を奏で、それを母が歌って、チェルシーを楽しませてくれたので、不幸だなんて微み塵じんも感じていなかった。

　職業訓練学校ジユニアでのチェルシーは愛らしい見た目から男子に絶大な人気を誇ほこっていた。しかし、それをよく思わない女子生徒たちも同じくらい存在していた。悪意ある女子生徒たちはチェルシーの家が貧びん乏ぼうな事をネタに散々嘲ちよう弄ろうする。やがて、それはエスカレートし、両親がなけなしのお金で買ってくれた教科書や筆記用具などを捨てたりするいじめに発展した。それでもチェルシーは両親の言いつけを守って、自分をいじめていた女生徒達の善性を信じた。日を追うごとに苛か烈れつになるいじめに耐たえる日々は苦痛でしかなかった。しかし、信じていれば幸せになる。その言葉を頼たよりにしていたチェルシー。だが、その気持ちは長くは保もたなかった。

　ある時、先生から呼び出しがあった。学校生活は真ま面じ目めで、呼び出しなんて受けたことがないチェルシーは訝いぶかしんだ。職員室に入ると、校長先生、教頭先生、担任の先生が昏くらい表情でチェルシーを迎むかえた。

『アンダーハート君、実は……』

　校長先生は言葉を慎しん重ちように選び、遠回しに言った。

　その内容は、両親が殺されたという信じがたいものだった。それを聞いた瞬しゆん間かん、チェルシーは両親の遺体があるという場所に全力で走った。途と中ちゆう、何度も転んであちこち擦すり剝むいたが、そんなことを気にしている場合ではなかった。そして、両親の遺体がある安置所にたどり着くと、物言わぬ肉となった両親と対面する。

　止めどなく涙なみだが溢あふれた。恥はずかしげもなく嗚お咽えつが喉のどから絞しぼり出され、両親だったその肉の塊かたまりにしがみついた。もう二度と、父は自分のために曲を弾ひいてくれない。もう二度と、母は自分に歌を歌ってくれない。チェルシーはこの世界が崩ほう壊かいする音を確かに聞いた。

　どれくらいそうしていたのかわからない。チェルシーが落ち着くと、安置所の職員さんが一枚の手紙を渡わたしてくる。そこには──

『拝はい啓けい、チェルシー・アンダーハート様　ここに記すのは真実である──残念ながら君の両親はとある悪徳会社インクに殺された。君の両親が君のために作った曲があまりにも素す晴ばらしく、その会社インク著作権を強ごう奪だつした。そして口くち封ふうじのために極きわめて残ざん酷こくな手口で君の両親を殺してしまった。これがその証しよう拠この写真だ』

　そこに記載されていたのは、自分の両親を騙し、殺した犯人達と、その証拠写真が添そえられていた。不思議なことに差出人の名前がなかった。犯人達の会社インク名を見た瞬間チェルシーの中で何かが壊こわれると共に涙を流す感情が消えた。そこに記載されていた会社インクは、自分をいじめていた子達の親が経営する会社インクだったからだ。奴らはのうのうと裕ゆう福ふくな暮らしをしているにもかかわらず、自分を苦しめ、あまつさえ自分の両親を殺した。到底許容できるものではない。が、その時のチェルシーは復ふく讐しゆうなんて思いもつかず、自らの手で両親のところに行く選せん択たくをした。崖がけから身を投げる直前、一人の男が現れた。

「初めまして。例の手紙を出した者と言えばお分かり頂けるかと。私の名は──」




「ねぇってば！」

　自分を呼ぶ声で、深く自分の裡うちに潜もぐり込ませていた意識が現実に戻もどってくる。

「何よ？」

　その声はメグであり、手には入浴セットが持たれていた。

「お風ふ呂ろに入りに行くからアンタも来なさいよ」

　横を見るとティアも風呂に行く準備をしていた。

　寮りようの中だからといって、チェルシーを一人にできないのだろう。それに気づくと、本日何度目かわからない溜ため息いきを吐き、メグに向かってうなずく。




　　　　◆◆◆




「さて、そろそろ頃ころ合あいかな」

　何軒けん目めかの店でしっぽりと飲んでいた２人だが、唐とう突とつにブライアンがそんな事を言った。

「そろそろ帰ります？」

「帰宅するけど、目的は天国アルカデイアさ!!　黙って俺についてくるがいいさぁ！」

　ブライアンは誇らしげに片手を上げ、意味のわからない事を言い寮の方向を指し示した。

　全く意味がわからないホールデンはとりあえずそのブライアンに黙だまって頷うなずいた。




　店を出て、そのブライアンが言う天国アルカデイアに到とう着ちやくする。

「なにが天国アルカデイアだ。ここはどうみたって俺らの寮じゃないすか」

　千鳥足で辿たどり着いたのはラロケット・インクの寮であった。

「ふぅ……デンデンもまだまだだなぁ」

　ブライアンはワザとらしく失望した感じで言う。

「なんなんすか一体……」

「……この寮の中にはクートヴァスはもちろんの事、ルードワルド内でも有数の天国アルカデイアがあるのだよ。そいつを今から見せてやる！」

　至し極ごく誇らしげな口調であった。

「この寮の中に？　そんなものどこにあるんすか？」

　ホールデンは全く心当たりがないといった感じである。ブライアンは十分な間をあけると静かにその問いに答えた。

「答えは女風ぶ呂ろだ！」

「えっと、女風呂？」

「そう！　女風呂を覗のぞかせてやるさ！」

　ホールデンはポカンとする。それはそうだろう。いい歳としした大人が女風呂を覗きにいくぞなんて言われるとは微塵も思っていなかったのだから。

「俺っちの確かな情報筋によると、15分後に価値ＳＳＳ級の美女、美少女が入浴に向かう。その中にはチェルシーちゃんも含ふくまれている!!」

「いや、それはさすがに止やめといた方が……」

　そこまでホールデンが言いかけると追加情報だとブライアンは続ける。

「メグちゃん、ティアちゃん、メリーちゃんもいるとの情報を得ている」

「っ!!」

　その情報にホールデンも上がる気持ちを抑おさえられなかった。

（メリーさんの入浴姿か……くっ！　正直気になるが……）

「いや……俺は別に……」

　しかし、なんとか口だけは否定の言葉を絞り出す。ブライアンは唐突にカメラを差し出してくる。

「デンデンさ、途と方ほうもない借金がある上に毎日払はらわないといけない金があるんだろ？」

「そうすね……」

「そこでだ！　このカメラを使って美少女の裸ら体たいを撮さつ影えいしてきなよ。それを寮の奴やつらに流せば一財産稼かせげる。何せ、あのチェルシーちゃんもいるのだからいくら金を積んでも欲しがる奴は山のようにいる！　その儲もうけた金を借金にあてな。何、気にするなって！　その写真を焼き増ししてくれれば、俺っちは問題ないからさ！」

「……それって風呂場の中に入れってことすよね？　そんな事不可能じゃ……」

「ああ、それなら問題ない。これを飲めばいいのさぁ～」

　差し出されたのは一錠じようの錠剤ピルであった。

「これは？　もしかして姿が消える錠剤ピルとか安易な事いうんじゃないよな？」

「察しがいいねぇ～。その安易な事の通り、俺っちが発明した姿が消える錠剤ピルだよ。ちなみにこのカメラも一いつ般ぱんに出回っているのとは違ちがう、特別製さぁ」

　よく見ると市し販はんされているカメラのボタンは１つなのだが、渡されている物を見ると３つボタンがついていた。

「この黒いボタンは撮影用で、白いボタンは押すとこのカメラ自体、透とう明めいになる。でこの赤いボタンは緊きん急きゆう事態の時に使うさぁ～」

　３つのボタンの説明を受けると、ブライアンはホールデンの背中を押す。

「この天国アルカデイアの景色をもってして、俺っちからの報ほう酬しゆうとする！　さぁ、行くんだ！」

「けど、やっぱりそれはまずいっすよ……」

　酔よった頭であったが、ホールデンはなんとか拒きよ否ひする。

「その錠剤ピルの制限時間は１時間ない位だから気をつけるさ～。あと、服は透明にならないから全ぜん裸らになって入りなよ～！」

　ホールデンの必死の拒否も、ブライアンは聞かず、カメラと透明になる錠剤ピルを強制的に握にぎらせると、颯さつ爽そうと去っていく。

「とりあえず風呂には入ろう……」

　ホールデンはひとまず酔いを醒さますために男湯に向かった。




　　　　◆◆◆




　ホールデンは大浴場がある中央管理棟とうに足を運んだ。賑にぎやかな食堂を越こえ、管理棟の一番奥にある浴場へと向かう。

「あれ？　ホールデン君これからお風呂？」

　大浴場の前に着くと、丁度風呂から出たメリーと出くわした。

「メ、メリーさん？」

　メリーは風呂上がりで、頰ほおが上気して薄うすピンクに染まっており、着ているのは寝ね間ま着きなのか、肌はだの露ろ出しゆつが多い。非常に艶なまめかしかった。

（あああ！　こいつはマズい……《女殺しジゴロ》に……）

　そう思った瞬間には意識が《女殺しジゴロ》に変わってしまう。

「フゥ……なんて妖よう艶えんなんだ……君の風呂上がりの姿にマイハートも、風呂上がりの火ほ照てった体のようにヒートアンドヒートだよ」

（なんなの!?　ヒートアンドヒート？　意味が全くわかんない！）

「あはは！　ホールデン君面おも白しろいこと言うね！　湯冷めしちゃうからまた明日ね！」

　メリーはそう言うと、自室に戻っていく。

（はぁ……た、助かった……あのまま絡からんでいたら大事故になってたよな……）

　内心のホールデンは胸をなでおろす。が、それもつかの間。ジゴロ・ホールデンは男湯に入ると、服を脱ぬぎ、ブライアンから渡された姿が消える錠剤ピルを飲む。

（えええ！　なにしてんの俺お前ェェェェェ！）

　鏡に映る姿が徐じよ々じよに消えていく。ホールデン・ジゴロバージョンは鼻歌を歌いながらカメラを首からかけると透明スイッチを押した。

「さて、準備はととのった！　僕の子こ猫ねこちゃん達の艶あでやかな姿を撮とりに行こうか！」

（いやいやいや！　ダメだからそれぇぇぇぇ!!）

　そんな内心のホールデンの意思とは関係なく、ジゴロ・ホールデンは男湯を後にし、なんの躊躇ためらいもなく禁断の花園女風呂に入っていく。

　女湯の脱だつ衣い所じよには幸いとでもいうのか、誰だれもいなかった。それを確かく認にんしたジゴロ・ホールデンは迷わず浴よく槽そうの扉とびらに手をかけ一人分が入れる程ほどに、開ける。

（ああああああああ!!　これで俺も犯罪者の仲間入りだぁああああ!!）

　中に入り、扉を閉める。そこは湯ゆ煙けむりが立ちこめており、奥の方まで見えなかった。話し声は聞こえるのだが姿を認識できない。

（た、頼たのむから戻ってくれ！）

　ホールデンの意思とは関係なく、どんどん奥に進むジゴロ・ホールデン。

　そこには３人の女め神がみがいた。最初に発見したのはティアだ。身長は低いが、それに反比例するモノが胸部に２つ、ついていた。正直その手の人間には垂すい涎ぜんの体つきであった。相変わらず涼すずやかな顔をしている。次に見つけたのはメグ。その体は全すべての男の情じよう欲よくを誘さそうように凹おう凸とつがはっきりしていた。服を着ていた時からわかっていた事だが、脱ぐと想像よりもすごい物であった。手で胸を隠かくしながら照れたようにしていた。最後に見えたのはチェルシーだ。自分の体が優すぐれていると理解しているのだろう。タオルなどで体を覆おおわず、むしろ見せつけるかのように己おのれの完かん璧ぺきに整った肢し体たいを披ひ露ろうする。

　３人は先まず体と髪かみを洗う。三者三様、その洗う仕草の光景は、天国と呼こ称しようしてもなんら誇こ張ちよう表現ではないだろう。

　ジゴロ・ホールデンの行動は早かった。姿が見えないのをいいことにあらゆる角度から３人を激写する。

（まずいまずい！　写真なんてヤバすぎるだろ!!）

　しばらくするとメグ、ティア、チェルシーは洗い終わったのか、湯船に並んで入る。

「……ふぅ。お湯に浸つかると、少しお酒が抜ぬけてくる気がする」

　メグはリラックスした声で言う。

「中々広いお風呂ね」

　チェルシーはキョロキョロと風呂場を見み渡わたす。ホールデンは一いつ瞬しゆんドキッとしたが、透明なことに気がつき安あん堵どする。

「……じーっ」

　ティアはチェルシーの胸を凝ぎよう視ししていた。

「な、何よ……？」

　流石さすがのチェルシーもこれだけ凝視されると恥はずかしいらしく、手で胸を隠した。

「……えい」

　感情のこもらない声を上げるティアはチェルシーの胸を鷲わし摑づかみにする。

「きゃっ！　ちょ、ちょっと……」

　ぎゅみゅぎゅみゅと遠えん慮りよなく揉もむティア。

（おお……こいつはナンテコッタ……煙けむりで細部まではよく見えないが……こ、これは仕方がないんだ……奴が見ているのは強制的に俺にも見えてしまうわけで……ゴクリ……）

　ジゴロ・ホールデンを言い訳に内心のホールデンもその光景に唾つばを飲む。

「……本当に私より少しだけ大きい」

「もう！　いい加減にしてよ！」

　チェルシーはティアの手を振ふりほどいた。

「……確かに大きさはチェルシー・アンダーハートに少し負けるけど、柔やわらかさなら私の勝ち」

「そんな事ないわ。私の方が柔らかいに決まってるし！」

　今度はチェルシーがティアの胸を揉んだ。

「……やん」

　ティアは女性に揉まれる事をなんとも思ってなく、感情がこもらない声を上げる。

「何、コレ……柔らかい……マシュマロみたいな感かん触しよく……」

（え？　ま、まじかよ……）

　ホールデンは再び唾を飲み込む。

　チェルシーは驚おどろき、何度も揉みしだく。すると、ティアの頰が若干赤らんできた。

「……もう……いいでしょ……」

　スッと身を捩ひねりチェルシーの腕うでを解くティア。

「ふん。まぁ柔らかさは確かに貴方あなたの方が上のようね」

　潔く負けを認めるチェルシー。

「それにしても……」

「きゃっ！」

　一人酔いを醒ますために静かに入浴していたメグに標的が変わる。チェルシーは後ろからメグの豊満な胸を摑つかみ揉んだ。

「ちょ、ちょっと……や、やめてよぉ……はぁはぁ……」

　メグの息が荒あらくなる。

「これは中々ね……」

「メグ・フラワーズも結構大きい」

「いい加減にして！」

　そんな華はなやかなやり取りを、湯けむりが立ち込めているとはいえ、すぐ近くで眺ながめている男（全裸）がいるとは知る由よしも無い。

　しばらくすると、３人は落ち着きを取り戻もどす。

「どう？　少しは私たちと仲良くする気になった？」

　メグは頭にタオルを載のせながらチェルシーに聞く。

「……そうね。貴方たちは私が嫌けん悪おする金持ちじゃないみたいね」

「どういうこと？」

　チェルシーは逡しゆん巡じゆんする。

「ふん。まぁいいわ。確かに今まで私は貴方たちに対して非礼を重ねていたわ。それのお詫わびってわけじゃないけど、私の話を聞かせてあげる」

　そこからチェルシーは何故なぜ自分が金持ちを嫌悪していたか、両親に何があったかを訥とつ々とつと話し出した。

「……私はどんな事があってもこのアイドルって仕事は続ける。そうすれば天国にいるパパとママに私の歌が届く気がするから……２人が大好きだった音楽を……歌を……私が歌っているんだって……そして世界一のお金持ちになって、私は幸せだって天国に叫さけぶの」

　そう言うとチェルシーは自分の半生を語り出した。

　話が終わると、メグは涙なみだを流していた。ティアも若じやつ干かん涙ぐむ。当然、全裸のホールデンも聞いており、必死で涙をこらえていた。

「次のライブは私の中でも特別なものになるの。パパとママが私に残してくれた曲を、２人の命日に初披露したいから」

（この間話した時は両親が生きてる話ぶりだったが、まさか亡なくなってたなんてな……）

「別に同情が欲ほしくて言ったわけじゃないから、変な気は使わないで結構よ」

　チェルシーは飄ひよう々ひようとそう言う。

「……あんただけにそんな話をさせるのはフェアじゃないわ……」

　そう言うとメグは過去、お金で人間不信になっていた事と、兄であるリアムの事を話し出す。悲嘆主義者の月曜日ブルーマンデイを引き起こしたのが兄である事、その兄が大逆無道の職イービルジヨブである事、そして兄を捜さがしている事を。

「大逆無道の職イービルジヨブ……ね……」

　チェルシーは何か思うところがあるらしく、そのまま黙だまり込む。

「……私はそんな大層な過去があるわけじゃないから２人に何も話せない」

　ティアは少し寂さびしそうにそう言った。秘密を共有できない事に対して何か感じるものがあるのだろう。

「……聞いていいかわからないんですけど、ティアさんはホールデンと結けつ婚こんするって言ってるのは家の事情とかなんですか？　前にそんな事を言ってるのを聞いてしまって気になってたんです」

　メグは恐きよう縮しゆくするように聞く。チェルシーは興味深そうにティアを見る。

「……そう。私がホールデンを求めるのは、家の繁はん栄えいのため。会社インク序列１位になるのがヒューイット家の悲願。だから、優ゆう秀しゆうな子種が必要と小さい時からお父様から教えられてきた。お父様は職業訓練学校ジユニアの最さい優ゆう秀しゆう者を捕つかまえろと常々おっしゃっていた。だからホールデンは私と結婚するの」

　なんでもない事のように言うティアだが、２人は複雑な表情になる。家の事情で、相手を決めるのはとらえようによってはひどすぎる。だが、今のティアがホールデンにどのような感情を持っているのか、２人は知らない。

「そう。貴方も大変なのね」

　天てん井じようを見つめるチェルシー。

「……？　別に私は全然大変じゃない」

　きょとんとした表情になるティア。

「それぞれ何かを抱かかえて生きている……当たり前の話よね」

　チェルシーはそう言うと立ち上がる。

「長いこと入っていたからのぼせちゃったわ。部屋に戻って飲み直しましょう」

　メグとティアもチェルシーに続いて浴槽から出る。

（俺はなんか聞いてはいけない話を聞いてしまった気が……）

　浴槽の端はじっこで３人の話を聞いていた。全ぜん裸らで。なので、浴槽に入っていない彼女らと違ちがい、ホールデンの体は完全に冷え切っていた。冷え切っているということは必然──

「ヘックショーイ!!」

　冷え切った事によるくしゃみが盛せい大だいに出る。

　３人はくしゃみが聞こえた方に一いつ斉せいに視線を送る。

「ねぇ……今くしゃみ聞こえなかった？」

「私様も聞こえたわ」

「……聞こえた」

　全裸の彼女らは風ふ呂ろからあがりホールデンがいる場所まで近づいてくる。

（ここここここここれれれははははは！！！　まままままずずずずずいい！！！！）

　なんという偶ぐう然ぜんか、立ち止まった場所はホールデンの目と鼻の先１センチも無い所であった。ジゴロ・ホールデンは最大限に息を潜ひそめる。カメラを構えたままで。確実に柔らかいであろう、３人の豊満な双そう丘きゆうが湯気が濃こく見えない部分もあるが視界一いつ杯ぱいに広がっていた。そこでホールデンはまずい事に気づいてしまう。

　まずいというのは二重の意味で、だ。１つ目は、少しでも動かれるとホールデンに当たってしまいバレてしまう。２つ目は、この眼福な景色のせいで下半身に飼っているリトルホールデンが、ビッグホールデンに成長してしまう。すると問題なのがこの距きよ離りである。なので息を止め、目の前の光景を見ないようにする。そして無神論者であるホールデンは初めて神に祈いのりを捧ささげた。その祈りが通じたのか、気のせいだと思ってくれたらしく、脱だつ衣い所じよに向かうおうとするが、しかし悪いことは世に憚はばかれないらしく、姿が消える錠剤ピルの効果時間が切れ、音も無く全裸のホールデンは３人の目の前に姿を現してしまう。

「「「「…………………………………………………………………………………………」」」」

　全員が現状を理解するのに時間を要した。更さらに悪い事にカメラも時間差で姿を現し、ジゴロから通常ホールデンに戻ってしまう。

（ジゴロ・ホールデンあの野郎!!　なんでいつもヤバイ状じよう況きようになると消えるんだよ!!）

　戻っても内心で非ひ難なんの声を上げる。

　それぞれ無言のまま悠ゆう久きゆうの刻ときが流れたかのような感覚に陥おちいった。その偽いつわりの静せい謐ひつを打ち破ったのはホールデンだった。

「や、やあ。奇き遇ぐうだなこんな場所で会うなんて」

　ホールデンの思考は完全にイカれてしまっていた。こんな事をしでかしたからにはもう言い訳のしようがなく人生が終わる。そう思い至ったホールデンは考えるのを放ほう棄きした。

　３人は己おのれの体を抱だき、身を捩よじる。その顔は驚きよう愕がくと羞しゆう恥ちに彩いろどられていた。

「「「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああ」」」

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　３人が悲鳴を上げるのは当然だが、何故か一いつ緒しよにホールデンも叫んだ。その叫びが幸いしたのか、ホールデンに天てん啓けいが下る。というか、思い出したのだ。

『──でこの赤いボタンは緊きん急きゆう事態の時に使うさぁ～』

　ブライアンのその言葉を思い出し、藁わらにも縋すがる思いで赤いボタンを押した。すると、カメラの鏡面部分が激しい光を放った。その激しい光に包まれた３人は悲鳴を止めると、目が虚うつろになる。悲鳴が止み、安心したホールデンだったが、３人の様子に不安を覚えた。３人に近づいた次の瞬しゆん間かん、メグは盛大に後ろに倒たおれた。その倒れた足がホールデンの大事な息子を打ち抜ぬいた。
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　言葉にならない激痛が下半身に走る。男性器が何故弱点と言われているのかを身をもって知る事になった。あまりの痛さで意識が飛びそうになる。しかし、ここで気を失うと全すべてが終わってしまうので、ホールデン・ドハーティの全存在を懸かけて意識を繫つなぎ止めた。ほうほうの体ていで女子風呂から脱だつ出しゆつし、男風呂まで逃にげ延のびるとそこで力つき、倒れた。
















「いててて……」

　ホールデンは次の日自室で目がさめると、まだ股こ間かんが痛かった。医い療りよう部に行き治して貰もらえれば話は早いのだが、どんな理由で股間を治しに行っていいかわからないままだった。

「ヤベェことになった……昨日のあの場はなんとかなったけど、一時しのぎだよな……」

　ベッドから体を起こすと昨日の風ふ呂ろ場ばでの出来事を思い起こす。

「はぁ……どんな顔して会えばいいんだあいつらと……確実にぶん殴なぐられ……いやいや！　ぶん殴られるだけならまだしも、メグのあの一件みたいに訴うつたえられでもしたら……」

　訴えられ、更に借金が増える事を想像すると身み震ぶるいした。

　このまま部屋にいても埒らちがあかないので、出社する準備をし、部屋を出た。




　　　　◆◆◆




　食堂に到とう着ちやくすると、扉の陰かげからあの３人がいるかどうかを探さぐる。

（奴やつらがいたら反対側の席に行こう……まだ心の準備できていないし……）

　そんな調子で、至し極ごく怪あやしい感じで中を覗のぞく。

「……朝から何やってるのよアンタは？」

「オヒョウ!!」

　いきなり後ろから声をかけられ変な声が出てしまう。恐おそる恐る振ふり向くと、そこにはメグ、ティア、チェルシーが３人仲良く揃そろっていた。

「アハアハアハ……」

　唐とう突とつに現れた３人に対して、どんな反応をしていいかわからずへどもどしてしまう。

「何よその気持ち悪い笑いは……」

　メグは朝から嫌いやなものを見たと言わんばかりの顔だ。

「……ホールデンの笑え顔がおが気持ち悪いのはいつものこと」

　ティアはまだ眠ねむいのか、目をしぱしぱさせている。

「こんな気持ち悪い笑みを朝から見せられるなんて、今日はついてないわね」

　チェルシーは髪かみを指でクルクルしながら適当に言う。

「それから、貴方あなたにはもう価値がなくなったわ」

「お、おう？」

「けど、役に立ってくれているから特別に私様に話しかける権利をあげるわ。喜びなさい」

「あ、あぁ……感謝する……わ……？」

（あれ……？　色々わけわかんない事言ってるが、昨日の事に何も触ふれてこない……）

　訝いぶかしむホールデン。安心させておいて……っていうパターンかもしれないと勘かんぐる。

「ふん。辛しん気き臭くさい顔を見てると、朝食が不味まずくなりそうだから行きましょ、メグ、ティア」

「そうね、チェルシー。行きましょうか」

「……ホールデン、また。メグ、チェルシー待って」

「ま、まじかよ……これは一体どういうことだ……つか、あいつら名前で呼び合ってるし」

　ホールデンは狐きつねにつままれたような気がした。

　釈しやく然ぜんとしないまま食堂の中にホールデンも入って行く。
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　朝飯をかっ喰らい、自室に戻もどる。部屋に戻ると先ほどいなかったブライアンがいた。

「デンデン！　昨日はどうだったんだい??」

「実は……」

　ホールデンは短く説明した。するとカメラを強ごう奪だつし、ものすごい勢いでどこかに走り去ってしまうブライアン。数十分待っているとブライアンがニコニコ顔で戻ってきた。

「はっはっはっ！　流石さすが、デンデン！　できる男!!」

　その様子に面食らっていると、ブライアンは写真をホールデンに渡わたした。

「こ、これは!!」

「湯けむりで丁度大事なところが写っていないけど、逆にそれが良い感じだねぇ」

「こんなのもらえないですよ！」

「まぁまぁ、男が一度渡したモノを返してもらえないさ～」

　ホールデンはつきかえすが、頑がんとして受け取らないブライアン。ホールデンは諦あきらめると、後で処分しようと胸ポケットにその写真を入れた。

「……ところで聞きたいことがあるんですが」

「うん、なんだい？　このボクになんでもききたまへよ！」

　ホールデンは彼女達に覗きがバレたのに問い詰つめられなかった件を聞いた。

「あはは！　それは当然さぁ～！　だってこの赤いボタン押したんでしょ？」

「このボタンは一体なんなんですか？」

「これは記き憶おくを一時的に消すボタンだねぇ～」

「記憶を消す……？」

「そうそう！　この天才の俺っちが改良に改良を重ねた特注品さ！」

「まっ、まだまだ試作品ではあるから完かん璧ぺきではないんだけどね」

「ってことは記憶が戻ることも……？」

「何かしらのきっかけがあれば戻る可能性はあるね」

　ホールデンはゾッとした。きっかけはわからないが、一生触さわらないでおこうと決めた。




　　　　◆◆◆




　今日からホールデン、メグ、ティアはチェルシーの護衛のために付いて回る事になった。そして今は明日のベイビーメイカーのライブの打ち合わせに来ていた。

「……それにしてもなぁ」

　ホールデンはバージェス・インクの会議室の前で、警備をしている。

　部屋の中ではメグ、ティア、チェルシーが仲良く話していた。チェルシーの口調は相変わらずトゲトゲしいが、以前とは違ちがいどこか親愛の感情を乗せている雰ふん囲い気きだ。

「女はわからんもんだ……」

　ジェフとも顔を合わせたが、彼はホールデンを見るなり露ろ骨こつに嫌な顔をした。しかし、ホールデンを怒ど鳴なるわけにもいかず、近くにいた社員に理り不ふ尽じんに怒鳴り散らす。

「あ、ホールデンお兄ちゃんだぁ☆　どうしたのこんなところでぇ？」

　甘ったるい声がホールデンの鼓こ膜まくを震ふるわせた。振り返らずともこの喋しやべり方で誰だれか分かる。

「レイラさんどうもです。ちょっとチェルシーの護衛でお邪じや魔ましてます」

「そっか！　チェルシーちゃん今大変だもんね……ホールデンお兄ちゃん、チェルシーちゃんの事守ってあげてねっ！」

　レイラはホールデンの手を握にぎる。いきなり手を握られたホールデンはどぎまぎする。

「あっ、これチェルシーちゃんに渡しておいて！」

　レイラはそう言うと、お菓か子しが入っていそうな箱を渡してくる。

「ファンの人からの差し入れ！　チェック通してあるから大だい丈じよう夫ぶって言ってたよ！」

　そう言うとレイラは手をブンブン振って去って行く。

「チェック通してるって言ってたけど、俺も確かく認にんしておくか……」

　ホールデンは受け取った箱の中身を検あらためようと蓋ふたに手をかける。

「ちょっと、私様宛あての荷物勝手に開けないでくれる？」

　いつの間にか、外に出てきていたチェルシー。

「いや、一応俺も護衛している以上確認しておかないといけないと思ってさ」

「私様に持ってくるって事は、社内のチェックが通った後だから問題ないわ」

　にべもなく言われ、持っていた箱をとられる。チェルシーは２人のところに戻る。

「私様のファンから貢みつぎ物ものが届いたわ！」

「あれ？　この箱話題のお菓子屋さんのだ！」

「……私、甘いもの好き」

　女性勢の姦かしましい声が廊ろう下かまで漏もれ聞こえてきた。

（……一応、《覗き見アナライズ》の性能を試ためす意味でも確認してみっか）

　ホールデンは静かに履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせ、テーブルに置かれた箱を《覗き見アナライズ》でチェックする。すると履歴書ウオークオブライフにこう表示された。

〔箱　中身、トラップ式硫りゆう酸さん爆ばく弾だん〕

　それを確認したホールデンは一いつ瞬しゆんで３人の元に走る。

　まさにチェルシーは箱を開けようとしていた。

「やめろ!!　それを開けるな!!」

　しかし、間に合わずチェルシーは箱を開けてしまう。瞬間、箱が大きな音を立てて爆はぜた。ホールデンはチェルシーを庇かばうように抱だき、中から噴ふき出す硫酸を背中に浴びた。

「があああああああああああっ!!」

　硫酸がホールデンの背中を焼く。

「転職チエンジ、【治癒術師The Recovery】」

　メグはすぐさまジョブチェンジして、ホールデンの元に駆かけ寄り、スキルで治癒を施ほどこす。しかし、硫酸で爛ただれた背中は完治せずケロイド状になっている。日数をかければ治るだろうが、今はこれが限界だった。

「くっ……悪わりぃ……助かった」

　痛みも完全に取れていないようで、ホールデンは苦く悶もんの表情になる。

「チェルシー、大丈夫か？」

「ええ……貴方が盾たてになってくれたから私は大丈夫……」

「なら良かった」

　ひとまず安心するホールデン。ただ、今のは完全にチェルシーを狙ねらっていた。

「……これ見て」

　ティアが何かを見つけたらしく、テーブルの上にそれを置く。

『アシタノライブニデルナ。デタラカナラズコウカイサセテヤル』

　そこに書かれていた文字は、様々な書体の物を切り貼ばりしたものであった。

「……箱の中に入ってた」

「なぁ、明日のライブは出ない方がいいんじゃねーか？」

「嫌だ……」

「えっ？」

「絶対に嫌だ！　私様はこんな脅おどしに屈くつしたりはしない！」

　会議室はしんっと静まり返る。すでに怯おびえた表情はチェルシーから消えていた。代わりに確固たる強い意志を宿した瞳ひとみをしている。ホールデンは昨日風ふ呂ろ場ばで聞いてしまったチェルシーの過去を思い出す。

『天国にいるパパとママに私の歌が届く気がするから……２人が大好きだった音楽を……歌を……私が歌っているんだって……』

『次のライブは私の中でも特別なものになるの。パパとママが私に残してくれた曲を、２人の命日に初披ひ露ろうしたいから』

　チェルシーは自分の命を狙ねらう脅しにも屈しない、強い意志があるのだろう。

「なら私たちがやることは一つね」

「……チェルシーがそう言うのであれば、何があっても私たちが貴方を傷つけさせない」

　メグとティアの気持ちは同じであった。

「けどよ……」

　ホールデンだけは難色を示す。それもそうだろう。これをしでかした奴やつは【追跡者】の可能性がある。ホールデンが先日奴に対たい峙じした時に感じたものは底なしに昏くらい、狂きよう気きに昇しよう華かした愛情だ。なので、チェルシーが活かつ躍やくする場を奪うばうとは思っていなかった。そして、これは仮説だが、【追跡者】が仕し掛かけたものじゃないとすると、チェルシーを狙う人物が２人以上いるということになる。そうなるとリスクが飛ひ躍やく的に上がる。

　が、ホールデンも昨日風呂場でチェルシーの覚かく悟ごを聞いていた。なので──

「いや、そうだな……俺たちの仕事はお前の護衛だ。何があっても絶対に守りきる」

　ホールデンもそのチェルシーの意思を尊重した。

　チェルシーは３人のその言葉に薄うすく笑えむと小さく、「ありがと」と、つぶやいた。
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　硫酸爆弾の件は報告しなかった。報告してしまったら、明日のライブが中止になってしまう可能性があるとチェルシーが言ったので、４人の中で留めておいた。

　その日の仕事を全すべて終わらすと、４人はラロケット・インク寮りように戻る。

　寮にいる間は、メグとティアが常にそばにいるので、ホールデンは自室に戻った。

　部屋の中に入ると、ブライアンはいつの間にか設置した投影機テレビでレイラの映像を喰らい付くように眺ながめていた。その瞳はどこか虚うつろげである。

「お疲つかれっす。ブライアンさん、今日は早いんすね」

　ホールデンはベッドに寝ね転ころびながらブライアンに話しかける。

　しかし、ホールデンのその呼びかけにブライアンは何の反応も示さない。

　怪け訝げんそうにホールデンはブライアンを見たが、レイラの映像を見ている時に邪魔はされたくないのだろうと思い、寝ることにした。




　自室の扉とびらが激しく叩たたかれる音でホールデンは飛び起きる。部屋の中は暗く、寝る前にいたブライアンは部屋にいなかった。時刻は０時を回っていた。

　間断なくノックされているので、緊きん急きゆうの用件なのだろう。ホールデンはベッドから降りるとすぐに扉を開けた。そこにいたのはメグとティアだ。チェルシーに付いていなければならないのに、肝かん心じんのチェルシーがいなかった。

「どうした？　ってかチェルシーを放置したらマズイだろ。いくら寮の中とはいえ」

「チェルシーがいないの！　その様子だとあんたのトコにも来てないのね……」

「……どこにもいない」

「どこにもって、寮の中全部捜さがしたのか？」

「全部捜したわ！　アンタのトコにいないとなるといよいよマズイわ……」

「どうして目を離はなしたんだ？」

「……チェルシーが仕事の連れん絡らくをとるからって言って部屋を出て行ったの。付いていくって言ったんだけど、仕事に関かかわる大事な話だからって言って、頑かたくなに拒こばまれたの」

「それで戻もどってこなかったのか……」

　３人は外に捜しに行くため、寮のホールに向かった。

「履歴書ウオークオブライフに連絡入れたのか？」

「……私がずっと連絡してるけど、全然繫つながらない」

「そうか……」

『チェルシィィィィィィ……！　今日は引き下がってやるが、俺はお前のすぐ側でずっと見ているからなぁ……必ずお前を俺のモノにしてやるからなぁ……』

【追跡者】の言葉がホールデンの脳のう裏りに蘇よみがえる。

（追跡者やつに連れ去られたのか……）

　ホールに到とう着ちやくすると、扉に手をかけながらホールデンは言う。

「なんにせよ、時間も時間だ……手分けし手当たり次第に捜すしか……」

　ホールデンがそこまで言うと、扉が開き、外から泥どろまみれのチェルシーが入ってきた。

「チェルシー！」

　ホールデンは叫さけび、３人はチェルシーに駆け寄る。

「どうしたのよ？　そんなに慌あわてて」

「お前がいなくなって大おお騒さわぎしてたんだよ！　勝手にどっか行くなよな！」

「あら、そう。それは申し訳ないことをしたわ」

　チェルシーはけろっとした様子で素す直なおに謝罪する。

「けど、何事もなくてよかった……」

　メグは胸むねを撫なで下ろした。

「……どこかに行くなら私たちにちゃんと言って」

　ティアはチェルシーの服の裾すそを摑つかむ。

「勝手にいなくなったのは本当に悪かったわ。けど、急な仕事の用件だったから連絡している暇ひまがなかったのよ」

「こんな時間にか？」

　ホールデンは訝いぶかしむように聞く。チェルシーは一瞬黙だまったがすぐに返答する。

「ええ。芸能系会社インクは時間なんて関係ないわ」

　そう言われると、ホールデンは何も言えなくなる。

「……今度からはどんな急ぎの用でも必ず連絡しろよ」

　そこでチェルシーは悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべる。

「あら、ホールデン、私様を心配してくれるのね？　もしかして惚ほれちゃった？　だとしたら悪いわね。私様は年収１億以上ないと男としてみないから」

　ふざけた様子でホールデンをからかう。場の空気が弛し緩かんするのがわかる。

「ちょっと汚よごれちゃったから、お風ふ呂ろに行きたいんだけど」

　チェルシーがそう言うと、メグとティアが自分たちも行くと言った。

　３人が風呂場に向かう。途と中ちゆうでチェルシーがホールデンの方を向いた。

「貴方あなたも一いつ緒しよに入る？」

「冗じよう談だんはいいからさっさと行きやがれ！」

　クスクスとからかう様に笑うチェルシー。それを見たホールデンは嘆たん息そくした。

「つーか、あんな泥だらけになる急な仕事ってなんだよ一体……」

　頭をガシガシ搔かきながら、ホールデンは自室に戻り、眠ねむりについた。




　　　　◆◆◆




　クートヴァス第10区画にある野外イベントスペース。この場所は、ルードワルドの中でも10本の指に入るほど大きな商業施し設せつだ。そんな巨きよ大だいな場所に最大収容人数以上の客がひしめき合っている。会場の中には様々な飲食の屋台が並んでおり、客はみな開場前に思い思い楽しんでいた。

「ねみー……それに、夕方ってのにあちぃし……」

　ホールデンは会場の中を見回っていた。昨晩、チェルシーがいなくなるという騒そう動どうがあり、心配で、メグたちの部屋付近をうろちょろして、あまり眠れなかった。ライブは夕方からだが、規模が規模だけに入りが早朝だったのだ。

「美味うまそうな飯屋が沢たく山さんある……ジュルリ……」

　ふらふらといい匂においのする店の前でよだれを垂らすホールデン。

「レッサークラーケンの姿焼き１０００ルードか……たけぇな……」

　しかし、ホールデンに買い食いできるほどの金銭的な余よ裕ゆうはない。しかし、このような賑にぎやかな雰ふん囲い気きに当てられ、ホールデンは懐ふところから財さい布ふを取り出そうか真しん剣けんに悩なやんでいた。

「くっ！　なんたる誘ゆう惑わく……悪あく魔ま的ですらあるぜぇ……」

　と、くじけそうになる心に活を入れ緩ゆるんでいた財布の紐ひもを締しめ直す。

「それにしても凄すさまじい人だな」

　ホールデンは食べ物の誘惑を断たち切ると、見回りを再開する。

　チェルシーはすでに会場入りしており、あちらにはメグ、ティアが付いている。数十人のラロケット・インクの社員達はカースティの指示のもと、会場内の見回りをしていた。

　歩いていると、奥の方に数千人が列をなしているのが見える。

「なんだこの列は？」

　その列に沿って移動する。先頭に着くと、ここに並んでいる者達の目的がわかる。

「へぇ～。ベイビーメイカーグッズ販はん売ばい所じよねぇ……」

　メニューには各メンバーの写真や団扇うちわ、タオルなどが販売されていた。チェルシーのグッズだけ全て完売している。

「スゲェ人気だな」

　素直に感かん嘆たんしていると、ホールデンの後頭部に何かが投げつけられ、その何かが破は裂れつするとホールデンの頭はびしょびしょになる。どうやら水風船を投げられたようだ。

「冷てぇ！　どこのアホ野や郎ろうだこんなモン投げつけたのは！」

　振ふり返ると、例のチェルシー親衛隊３人組が仁に王おう立ちしていた。

「貴様！　まだチェルシーちゃんに付きまとっているのか！」

「またテメェらか！　いい加減温おん厚こうな俺もキレるぞ！」

「うるさい！　このストーカーが！」

　敵意むき出しでリーダー格の小太りの男が憤いきどおる。

「だ、誰だれがストーカーだコラァ！」

「お前のような不ふ浄じようなる者は、今日のライブを観みる資格はない！　成敗してくれるわ！」

　すると３人組は大量の水風船をホールデンに何個も投げつけてきた。

「冷てぇ！　くそったれ！　お前ら覚悟し……」

　ホールデンが３人に向かうと、３人組の後ろにありえない程ほどの人数が集まっていた。

「隊長、奴やつがチェルシーちゃんにつきまとってるホールデン・ドハーティですか？」

「チェ、チェ、チェルシーちゃんとあ、あんなことや……こ、こんなことまでした奴……」

「殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す……」

　その数、数千人。皆みなチェルシーの顔がプリントされた服をきており、表情は剣けん吞のんである。

　グッズが完売しているということは、それだけチェルシーを好きな奴が多いということである。それもライブ会場なのでこの数も納なつ得とくだろう。

「アハアハ……そ、そいじゃ、ボキはこの辺りで失礼するヨ……ライブ楽しんでネ」

　ホールデンは引きつった笑みを浮かべ、その場を退散しようとする。が、そうは問屋が卸おろさない。数千いる親衛隊は怒ど号ごうをあげると、一いつ斉せいにホールデンに向かってくる。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　多勢に無勢とはまさにこのこと。情けない悲鳴を上げ、人ごみを搔き分け逃にげ惑まどった。
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「はぁはぁはぁ……」

　ホールデンは寸前のところで、関係者以外立ち入り禁止場所に逃げ込めた。

「あやうく殺やられるところだった……」

　息を整えながら身を震ふるわせる。

「アンタ何遊んでんのよ……」

　横からメグの冷ややかな声が飛んでくる。

「うわっ！　びっくりした……」

　急に声をかけられ驚おどろくホールデン。逃げ込んだ先は、ちょうど楽屋近くだったらしい。

「……ホールデン、緊きん張ちよう感がない」

「ぐっ……！　わ、わりぃ……」

　ティアの言う通り、緊張感が欠けていた。

　チェルシーはというと、２人の後ろにいた。その姿はステージ衣い装しように身を包んでおり、ホールデンの瞳ひとみにとても魅み力りよく的に映った。ホールデンは自分の鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

（あっ！　やばい！　静まれ静まれ……だ、だめだ……今のチェルシーこいつ可愛かわいすぎだろ）

　抵てい抗こう虚むなしく《女殺しジゴロ》が発動してしまう。

「あぁ……苦しすぎる！　なぜ君はこの僕を苦しませるんだ……」

《女殺しジゴロ》を発動するとメグとティアはすぐに気がつく。２人とも深くため息をつく。

　チェルシーはもうすぐ始まる本番のために集中力を高めており、ホールデンのそんな様子に気がつかない。そんなチェルシーに構うことなくホールデンはくるくると無む駄だに華か麗れいに舞まうと、チェルシーの足元に跪ひざまずく。

「だめだ……このままでは僕がトキメキ死してしまうよ……」

（おいいいい!!　トキメキ死ってなんなのよぉぉ??）

「そうだ！　こんなに苦しいなら、僕が君自身になればいいんだね！」

　そういうと、ホールデン・ジゴロｖｅｒは履歴書ウオークオブライフを展開する。

（えっ??　なになに？　どういうことなの？）

［俺は羨せん望ぼうする……俺以外全すべての職業ものを──俺が到とう達たつすべきその職業ものは……偶像The idol］

（噓うそだろぉ！　ジゴロ状態でスキル使えんのかよぉ！）

《ものまねフエイカー》で【偶像The idol】を模も倣ほうしたホールデンは、すぐに【偶像The idol】のスキルを詠えい唱しようする。

［時が全てを変えるというのは間ま違ちがいだ。自分自身が変わらなければいけない］

《変身メタモルフオーゼ》

　ホールデン・ジゴロｖｅｒがスキル名を口にすると、全身から光が噴ふん出しゆつした。辺りを眩まばゆい光が支配し、やがてその光が治まると、悍おぞましさの権ごん化げが現れる。

「ふぅ……これで僕は君自身になれたからトキメキ死しなくて済むよ」

　光から現れたのはチェルシーと全く同じ格好をしたホールデンであった。

　早い話、女装だ。ご丁てい寧ねいに化け粧しようまで施ほどこされている。

（トキメキ死しなくても羞しゆう恥ち死しちゃうやつコレェェェェェェェェェ！！！）

　内心のホールデンはのたうち回る。

　メグ、ティア、チェルシーは女装したホールデンを、人間の限界であろうという程の冷たい視線で射い貫ぬく。

（やめて!!　汚れた俺を見ないで！）

「ふふふっ、素す晴ばらしくて声もあげられないのかい？」

（俺に呆あきれて声がだせねーんだよボケ!!）

「さぁ、僕の君！　開演前まで、少しでも休んでおくれ！」

　ホールデン・ジゴロｖｅｒはそう言うと、楽屋の扉とびらを開けた。

　開けた瞬しゆん間かん、矢が飛び出してきて、ホールデンの肩かたに刺ささり、鮮せん血けつが飛ぶ。

「ぐあっ！」

《女殺しジゴロ》が解け、姿も元に戻もどる。最初３人は何が起こったか分からなかったが、ホールデンの肩に突つき刺さる矢と、流れる血を見るとティアは警けい戒かいするように楽屋に入る。

「動かないで、今抜くから！」

　メグはホールデンに駆かけ寄り、矢を引き抜く。

「って……昨日から散々だな俺は……」

　メグは【治癒術師The Recovery】に転職ジヨブチエンジし、傷口を治す。

　ティアが楽屋から出てきた。その手にはボウガンが握にぎられていた。

「……扉が開いたら矢が発射されるように仕し掛かけられていた。それとこれ……」

　もう片方の手には手紙が握られていた。

『コウカイシロ』

　その手紙の文字を冷静に見つめているチェルシー。

　３人がチェルシーに声をかけようとするとチェルシーは口を開く。

「私様は平気。貴方達を信じるわ」

　透とう徹てつした瞳は３人を見み据すえている。

「私様は私様の仕事をするだけ……」

　チェルシーは笑えみを浮うかべ、錯落とした皆の影かげを踏ふみながらステージに向かった。
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　客席にはすでに溢あふれんばかりの人がいた。

　ラロケット・インクの護衛部隊はそれぞれの持ち場についていた。ホールデンとメグは舞ぶ台たい袖そで左側、カースティとティアは右側、他の社員達は舞ぶ台たい裏や客席に散っていた。

「とんでもねぇ数いるな……」

「そうね。けど、こんなに人が多いと、どこから狙ねらってくるかわからないわね……」

　すると、客席を照らしていた照明が消えた。

　消えた瞬間、全客の歓かん声せいがステージに向けられる。

「始まる。ホールデン、気を引き締めて！」

「言われなくてもわかってるよ！」

　綺き麗れいな音楽が流れ始め、やがて消える。その瞬間すべての照明が点灯し、ステージ下から姿を現すベイビーメイカーのメンバー達。メンバーの姿を見たファン達は歓声なのか奇き声せいなのかわからない声を張り上げる。

　１曲目がそのまま始まると、前方にいたファン達は奇き妙みような踊おどりを始めた。後方のファンも曲に合わせてジャンプをする。全員が熱ねつ狂きようしていた。

「うおお……すげーな」

　ホールデンとメグはその光景に引き込まれてしまう。

　あっという間に１曲目が終わり、続けて２曲目、３曲目と立て続けに披ひ露ろうする。４曲目が終わると、レイラが客席に話しかける。

「お兄ちゃん、お姉ちゃん達ぃ～！　今日は私たちのライブに来てくれてありがと～」

　いつも通り、舌ったらずな甘い声を響ひびき渡わたらせる。

「みんな～！　会いたかったよ～」

　チェルシーは華はなのように絢けん爛らんな笑顔になり手を振る。

　そのチェルシーの一挙手一投足にファンは狂くるったように声を張り上げた。

　他のメンバーも続いて客席に向かってしゃべりだす。

　全員が喋しやべり終わると、次の曲が始まった。再び観客は熱狂の渦うずに巻き込まれる。

『ドハーティ、そちらの様子はどうだ？』

　履歴書ウオークオブライフからカースティの声が聞こえる。

『こちらは特に異常なしです。そちらは？』

　そうホールデンが応える。

『別段変わったことはない』

『そうですか』

『引き続き哨しよう戒かいを怠おこたるなよ』

　通信はそこで終しゆう了りようする。

「向こうも異常なしみたいだな」

「油断してる所を狙われるなんてよくある話だから、こんな時こそ気を引き締しめないと」

　メグは油断なく四方に視線を巡めぐらせる。

　ライブも後半にさしかかり、チェルシーのソロ曲の番になる。しっとりとしたいい音楽が鼓こ膜まくを打つ。チェルシーはステージ上真ん中でスポットライトを浴びている。チェルシーの美しい歌声が響き渡る。あれだけ騒さわがしかった観客も、チェルシーの凜りんとした歌い姿に見み惚とれ静かになる。

　ホールデンの視界の端はしに、フードを目ま深ぶかにかぶった人物が映る。

（なんだあいつは……）

　そいつを目で追うホールデン。そいつはステージ中央に移動する。

（一応、カースティさんに報告するか……）

　ホールデンが履歴書ウオークオブライフを開き、カースティに連れん絡らくを取ろうと視線を外すと、ソレは起きた。

　凄すさまじい炸さく裂れつ音が数発鳴り響く。その直後、チェルシーの真上に設置してあったライトがまっさかさまに落下していく。

　客席から上がる悲鳴。チェルシーは突とつ然ぜんのことで、身動きが取れなかった。

　誰だれもが直ちよく撃げきすると思った瞬間。

「あああああああああああああ！」

　ホールデンがチェルシーを捕つかまえ、転がり回かい避ひする。

　その数瞬後、先ほどまでチェルシーがいた場所にライトが落下し破は砕さい音を鳴らした。

「カースティさん！　客席にフードを被かぶった奴やつがいます！　おそらくそいつが犯人です！」

　逆の舞台袖にいたカースティとティアは観客の方に走り、犯人を探しにいく。

「はぁはぁはぁ……大だい丈じよう夫ぶか!?」

「……えぇ。大丈夫よ」

　すぐに観客を避ひ難なんさせるアナウンスが聞こえる。迅じん速そくな対応で、混乱も最小限に抑おさえられていた。観客が全て会場からはけると、治安維い持じ部隊を待った。

　チェルシーは舞台の真ん中で一人、誰もいない客席を見ている。一人にさせておくわけにはいかなかったので、ホールデンはチェルシーの元に向かう。ホールデンが舞台袖に移動すると、チェルシーはマイクを口元にやり歌を歌い出した。声は限りなく透とう明めいであるのだが、その芯しんには真っ赤な情熱が宿っている。いつの間にかホールデンは足を止め、チェルシーの歌を聴きいていた。このパフォーマンスをどう言葉で表せばいいのかホールデンはわからない。それほどまでに今のチェルシーは常じよう軌きを逸いつ脱だつした存在に見えた。

　気がつくとその場にいた人間すべてがチェルシーに見惚れていた。そして、しばらくすると、入場口の方から凄まじい勢いで観客が戻ってきた。あっという間に会場は人で埋うめ尽つくされてしまった。

「うおおおおおおおおお！　チェルシーちゃああああん！」

「なんだこれなんだこれ！　す、すごすぎる!!」

「チェルシーちゃんが頑がん張ばってるのに俺たちだけ逃にげられるわけない!!」

　様々な声せい援えんがチェルシーに送られる。

　そこからのチェルシーの歌唱は常軌を逸いつしたモノになる。清せい廉れんな歌声、透徹した踊り、そしてこの世の中でもっとも美しい華すらも凌りよう駕がする笑顔。それが渾こん然ぜん一体となり、至し極ごくのパフォーマンスになっていた。

　ホールデンはチェルシーの凄まじいまでの意志を感じた。それは自分が必ず世界一の金持ちになってやるという思いと同じくらいに。見るものが見れば、このチェルシーの行動は我を通すただのワガママかもしれない。しかし、ホールデンにはそうは全く映らなかった。究極までに研とぎ澄すまされたチェルシーの我は、両親への思いやりの裏返しなのだ。

　熱狂冷めやらぬまま、チェルシーの歌は終了し、深々と一礼すると舞台袖にはけていった。チェルシーがはけた後も、拍はく手しゆと歓声は鳴り止まない。

「チェルシーちゃん、私すっごくすっごく感動したよ！」

　涙なみだを浮かべながらレイラはチェルシーの手を取っていた。他のメンバーもチェルシーを囲み一様に褒ほめている。

「ありがと、みんな」

　その様子をホールデンとメグは見ていた。

「あんた、よくあの一瞬で反応できたわね」

「ああ、怪あやしい奴を見つけたからな。今、カースティさんたちが探してる」

　と、そこで場内アナウンスが聞こえ、ライブは終わった。
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「犯人は見つからなかった」

　客を全すべて出させた後、ホールデンとメグはカースティ達と会場外で合流する。

「……これが客席の端に落ちてた」

　ティアはボロボロのローブを出す。

「そう！　これを着たやつを俺は見たんだ」

「ここまで大事になればクートヴァス治安維持部も動くだろう。これは奴らに渡す」

　カースティはそのローブを受け取る。

「ドハーティ、フラワーズ、ヒューイットはアンダーハート嬢じようの護衛を引き続き担当しろ」

　カースティはそう言うと、他の社員達を連れて会社インクに戻る。

　ホールデン達はベイビーメイカーが待機している楽屋に向かった。

　楽屋に入るとチェルシー、ノーマン、ジェフしか残っていない。

「ああ、ホールデンさん。先ほどはチェルシーを助けて頂きまして有あり難がとうございました」

　楽屋に入るとすぐにノーマンがホールデンのところまで来て、礼を言ってくる。

「まぁチェルシーに危害が及およばなくてよかったです」

「おい、小こ僧ぞう！　チェルシーを助けたからって、馴なれ馴れしく名前を呼んでんじゃねーよ！」

　ノーマンと話していると、ジェフが忌いま々いましそうにホールデンに詰つめ寄る。

「お前ごときが呼び捨てにするなんざ、おこがましいと思わねーのかよボケ！」

　口くち汚ぎたなくホールデンを罵ののしるジェフ。ホールデンはイラついたが我が慢まんする。

「社長、やめてください」

「なっ！　チェ、チェルシーどうしたんだ？」

「私の命の恩人をそんな風に扱あつかうのは止やめてくださいと言ってるんです」

「ぐっ……し、しかし……こいつはスケベな目でお前を……」

　ジェフはチェルシーに近づき、情けなくすがる目つきになる。

「バージェス社長、それは私の予定にないのでやめていただけますか？」

　ジェフがチェルシーの肩かたに触ふれようとした刹せつ那な、ノーマンはチェルシー以上に厳しい視線でジェフを睨にらむ。

「ひっ……わ、わかった……もう何も言わない……」

　ノーマンのその様子に小さく悲鳴をあげたジェフ。

（なんでこいつ、部下にビビってんだ？）

　ホールデンが疑問に思い、ジェフとノーマンを見る。ノーマンはすでにいつもの表情に戻もどっているが、ジェフの顔色は悪い。

（なんか弱みでも握にぎられてんのか？）

「いつも、ウチの社長がすみません」

「ああ、全然大丈夫ですよ」

「寛かん大だいな処置痛み入ります。それでは引き続きチェルシーの護衛宜よろしくお願い致いたします」

　ホールデンはそれに相あい槌づちを打つと、チェルシーを連れて楽屋を後にする。

　去り際ぎわ、ジェフがブツブツと呟つぶやいているのをホールデンは聞いてしまう。

「どいつもこいつも俺をコケにしやがって……全部……全部ぶっ壊こわしてやる……」

　その表情を見たホールデンは一いち抹まつの不安を覚えた。
















　翌日のニュースで大々的にベイビーメイカーのライブの件が伝えられた。

　あれだけの出来事だ、ルードワルド中大おお騒さわぎになっている。ライトが落下した件も相当盛り上がっているが、それ以上に、その後チェルシーがやったパフォーマンスが取り上げられていた。伝説のライブだ、と祭り上げられている。

「すげーなこの騒さわがれっぷりは……」

　ホールデンは多目的室サロンの椅い子すに腰こし掛かけながら履歴書ウオークオブライフでニュースを閲えつ覧らんしていた。

「騒ぎすぎね。あれは勝手に私が歌っただけ。人様に見せるものじゃなかったのに」

　後ろから、ひょこっと顔を出し、ホールデンの履歴書ウオークオブライフを覗のぞくチェルシー。

「いいことじゃんかよ。俺もアレはすげーって思ったし」

　ホールデンはそう言うと履歴書ウオークオブライフを閉じる。

「メグとティアはどうしたんだよ？」

「もうすぐ来ると思うわよ」

「寮りようの中だからって１人で行動するなよな……」

　ホールデンにそう言われると、チェルシーは悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべる。

「今はホールデンがいるじゃない」

　ここ数日のチェルシーの笑顔は、最初に会った時とは根本的に違ちがい、より魅み力りよく的に映る。

「……なんつーか、神経図太いよなお前」

「私様みたいに途と轍てつもない美少女に向かって〝図太い〟なんて表現よく言えたものね」

「〝途轍もない美少女〟って言っちゃうあたりが図太いんだよ」

　チェルシーはプクーっと可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらませる。

「あっ、あんた今私様の事可愛いって思ったでしょ？」

「う、うるせーな……」

　図星を指されたホールデンはいたたまれなくなる。

　傍はた目めにはじゃれているようにしか見えない。

「みんなが使う場所でイチャついてんじゃないわよ！」

　メグは声を荒あららげながら、２人の間に割って入ってきた。

　続いてティアが音もなく近づき、ジトーっとした目でホールデンを見る。

「これがイチャついているように見え……」

　ホールデンは抗こう議ぎの声を上げるが、多目的室サロンにいた他の男性社員から非難の声が上がる。

「「「イチャついてるようにしか見えねーんだよ!!」」」

「ぐうう……」

　全方位から攻こう撃げきされたホールデンはぐうの音だけは辛かろうじて絞しぼり出した。しどろもどろのホールデンを見たチェルシーは何を思ったか、ホールデンに抱だきつき、妖よう艶えんな声を出す。

「ねぇ……ホントに付き合っちゃう、私たち……？」

「ぶっ！！！」

「「はぁ!?」」

　ホールデンは盛せい大だいに噴ふき出し、メグとティアは２人同時に声を出す。多目的室サロンにいる他の社員達は阿あ鼻び叫きよう喚かんの声をあげる。

「あはは！　冗じよう談だんに決まってるでしょ～！」

「お、お前な……」

　ホールデンはドッと疲つかれた顔になった。




　４人揃そろったので、寮を出発する。カースティは他の仕事が片付いてから合流する予定だ。

「……お前の会社インク鬼おにだな。あんなことがあった翌日に夜の撮さつ影えい入れるなんてな」

「別に、全然問題ないわ。じゃなきゃアイドルなんてやってられないし」

「いや、すげー根こん性じようだと思うぜ」

「褒ほめられるのは嫌きらいじゃないから、ありがたく受け取ってあげるわ。感謝しなさいね」

　そんなやり取りをしながら、目的地である第５区画の森の中にある廃はい工場に到とう着ちやくする。

　廃工場は四角形で、壁かべに中心を囲むように二階部分があり、下を覗けるようになっていた。

「……誰だれもいない」

　ティアは辺りをキョロキョロと見るとぼそりとつぶやく。

「本当にここであってるの？」

　ティアはホールデンに問う。

「間違いないはずだけどな……」

　ホールデンは履歴書ウオークオブライフを開き、メールを確かく認にんしながら言う。

「時間は30分前だけど、来るの早すぎたか？」

「いえ、そんなことはないわね……演者が一番乗りなんてことは……」

　チェルシーがそう言いかけると、二階から炸さく裂れつ音が聞こえ、４人の後ろに置いてあったドラム缶かんに何かが当たる音が聞こえると、爆ばく発はつした。爆風は４人に向かい猛もう威いを振ふるおうとするが、即そく座ざにティアが【黒魔導師】のスキルを詠えい唱しよう破は棄きで展開する。

《第参階かい梯てい土術・土竜もぐら壁へき》

　地面から土が盛り上がり４人を包む。が、詠唱破棄のスキルであったのと、ティアの【黒魔導師】としての力量不足もあり、爆風に消し飛ばされてしまい、４人は吹き飛ばされる。だが、その壁のおかげで４人は致ち命めい傷しようを免まぬかれた。だが、あちこちに傷は負ってしまっている。この段になり何者かに嵌はめられたと気がつく。

「何が起きやがったんだ……」

　ホールデンは忌いま々いましくつぶやくと、３人を確認した。外傷がなかったので一安心する。

「あはっ！　チェルシ～ちゃん、いいざまだね～。そうやって地面を這はいつくばってるの最高にお似合いだよ☆」

　奥の陰かげになっている場所から聞き覚えのある声が響ひびく。

　ホールデン、メグ、ティアはその人物の顔を見ると驚きよう愕がくした。しかし、チェルシーだけはあまり驚おどろいていなかった。

　姿を現したのはレイラ・コリンズであった。通常時からは想像もできないほどに、厭いやな笑みを浮かべていた。口調も嘲あざけるようなものである。

「あれ？　チェルシーちゃん、あんまり驚いてないんだね？」

　チェルシーは起き上がり、一歩前に出ると不敵に笑う。

「驚くわけないじゃない」

　レイラの顔が若じやつ干かん歪ゆがむ。

「だって貴方あなたから、私様の事が大っ嫌いってオーラずっと出ていたし」

　チェルシーがそう言うと、レイラは激げつ昂こうする。

「……っ！　私はお前のそういうトコロが大っ嫌いなんだよ!!　常に高い位置からモノを言うその姿勢がな！」

「あらそうなんだ。私様はそんな自分が大好きだけど？」

　メグは怒いかりを抑おさえ二人の会話に割って入る。

「……アンタが硫りゆう酸さん爆ばく弾だんや、ボウガン、ライトを使ってチェルシーに危害を加えていたの？」

　レイラは落ち着きを取り戻もどすと、薄うすく笑う。

「そうよ。この高こう慢まんちきな女にほえ面づらをかかせてやりたくてね」

　一歩間違えば死んでもおかしくない状じよう況きようだった。メグは怒りのあまり拳こぶしを強く握にぎる。

「メグ、貴方がこんな誰にでも股を開く女ビツチに感情的になる必要なんてないわよ」

「ビ、ビッチ……です……って……？」

　レイラはワナワナと震ふるえる。チェルシーはレイラに向き直ると心底侮ぶ蔑べつした視線を送る。

「ええ。知らないと思っていたの？　貴方、社長の性玩具おもちやでしょ？　それに放送系会社インクのお偉えら方がただと知れば、自動的に股が開くって有名よ」

　レイラはアイドルだとは到とう底てい思えないほど顔を歪め、地じ団だん駄だを踏ふむ。

「私が……私がどんな気持ちであのジェフ・バージェススケベ親父の要求を全部受け入れていたと思うのよ！　やっと摑つかんだナンバー１の座なのに……お前はあいつの要求を全部突つっぱねてナンバー１になるし……お前の全すべてが気に食わないのよ!!」

　レイラのそのカミングアウトにホールデンは少なからず動どう揺ようした。芸能系インクの闇やみを垣かい間ま見みた気がしたからだ。

「気が合うわね。私様も、貴方みたいな誰にでも股を開く女ビツチ大っ嫌いよ」

「お前は死ね!!　絶対にここで殺してやる!!」

　レイラはそういうと履歴書ウオークオブライフを顕けん現げんさせる。

「お兄ちゃん達、こいつらを始末して！」

　すると、レイラの後ろから虚うつろな表情をした数百人の男達が現れる。ホールデン、メグ、ティアは先頭にいた男の顔を見て再度驚く。

「ブライアンさん……」

　ブライアンは虚ろな表情で、自分の意思が完全に無くなっているようである。その手には、ブライアンの固有武器である拳けん銃じゆうが二丁握られていた。

「あはは！　この数を相手にまだ余よ裕ゆうを保っていられるかしら？」

　レイラは高笑いを響かせる。

　ここにいるのは全員レイラの《魅了エンチヤントメント》により、操あやつり人形にされてしまったのだろう。

「……チェルシー、《魅了エンチヤントメント》ってこんな人数を同時に操り人形にできるモンなのかよ？」

「いえ、普ふ通つうは無理よ。ただ、そもそも術者に最初から好意を抱いていれば話は別だけど」

「くそっ！　そういうことかよ。こいつら全員アイツのファンか」

　するとチェルシーは履歴書ウオークオブライフを展開する。

「な、何をするんだ？」

　ホールデンのその問いに華はなやかな笑えみで答える。

「私様の魅力があんなビッチに負けるわけがないじゃない……」

　チェルシーはそういうと、スキル詠えい唱しようを開始した。

［跪ひざまずけ、私は燦さん々さんたる４つの太陽。平ひれ伏ふせ、私は煌こう々こうたる夜の美び麗れいな月の女王］

《魅了エンチヤントメント》

　チェルシーの体から白い光が[image: 鱗]りん粉ぷんのように飛び立ち、レイラのファンたちに降りかかる。

「あはは！　無む駄だよ！　《魅了エンチヤントメント》を書き換かえることなん……」

　レイラの言葉は途と中ちゆうで止まってしまう。何故なぜなら、自分の《魅了エンチヤントメント》影えい響きよう下のファン達が次々と正気を取り戻したからだ。《魅了エンチヤントメント》は相手の精神を完全支配する。必要不可欠なのは術者の魅力だ。同じスキルでも、魅力が上であれば、上書きが可能となる。

「あ、あれ？　なんでこんなところに……？」

「どこだ……ここ？」

「つか、そこにいるのレイラたんとチェルシーちゃんじゃない？」

　それぞれが自分の現状を理解していないようだった。

「な、なんで……」

　チェルシーの驚愕をよそに、チェルシーは自分の《魅了エンチヤントメント》で上書きした人々を外に出す。しかし、ブライアンだけは《魅了エンチヤントメント》の上書きができていなかった。

「ブ、ブライアンお兄ちゃんだけが頼たよりだよぉ。私を助けて……」

　ブライアンは虚ろな目はそのままで、拳銃を構えた。

「……彼だけは上書きできなかったみたいね」

　何を魅み力りよく的と感じるかは個々人で変わってくる。唯ゆい一いつブライアンだけはチェルシーの《魅了エンチヤントメント》が効かなかったということなのだろうか。ホールデンはそう解かい釈しやくする。

　ホールデン、メグ、ティアは迫せまり来るブライアンの前にチェルシーを守るように立つ。

　ホールデンは履歴書ウオークオブライフでブライアンのステータスを確認する。




・ブライアン・ジェンキンソン

・職業ジヨブ　【発明家The Invention】
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　初めてブライアンのステータスを見たが、賢だけが以上に高い。しかしスキルは戦せん闘とうに使えそうなものはなかった。だが、あの手に持っている武器は一度部屋で見たことがあるが、目に見えない速さで鉛なまり玉が飛んでくる。厄やつ介かい以上の代しろ物ものだ。

「……私が動きを止める」

　そう言うとティアは【裁判官The Adjudicators】に転職ジヨブチエンジすると、《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》を唱えた。

「対象者──ブライアン・ジェンキンソン。罪状　器物破損　懲ちよう罰ばつ──20秒間対象者の行動の制限」

　ティアの《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》が効いたのか、ブライアンの動きは止まった。

　好機と見たメグは、剣けんを構えると、ブライアンに肉にく薄はくした。ホールデンはすぐさま【賢者】に転職ジヨブチエンジする。メグが峰みね打うちでブライアンを打ち据すえようとする。しかし、剣がブライアンに当たる瞬しゆん間かん、メグの動きが止まる。

「ッッッ！　な、なんで……」

　驚愕の色を瞳ひとみに浮うかべるメグ。

　20秒が過ぎないうちに、ブライアンは動き出す。

　ブライアンは懐ふところから小さい袋ふくろを取り出した。その袋の口を地面に向けるとありえないことに、大量の拳銃が出てくる。

「な、なんだよあれ……」

　１００丁はある拳銃がブライアンの後方に浮かぶ。その銃口全て、ホールデン達に向く。

「撃鉄無限乱射アンリミテツドトリガーハツピー」

　ブライアンのその合図で、１００丁の銃が一いつ斉せいに発射された。

「や、やばい！」

　ホールデンはチェルシーを抱かかえながら逃にげる。ティアはメグの近くに行き、【黒魔導師】に転職ジヨブチエンジすると《第参階梯土術・土竜壁》を展開させて銃じゆう弾だんの嵐あらしを防ぐ。

「ちょ、ちょっと！　なんとかしなさいよ！」

　チェルシーは、ホールデンにお姫ひめ様さま抱だっこされながら文句を垂れ流す。

「あー！　うるせー！　今考えてるとこだって！」

　この攻こう撃げきはスキルによるものではないので、《技能滅しスキルミユーテイレーシヨン》が使用できない。他のスキルを使おうとするが、妙みような事に気がついたホールデンは一いつ旦たん様子を見る事にする。

（これだけ鉛玉が連射されているのに、一発も当たっていない。避よけているってのもあるが、それにしても一発も当たらないのは妙だ）

「あはははは！　いいざまね、チェルシー！」

　レイラは先ほどとは一転し、有利になっていたので、高笑いを響ひびかせる。

「お前さえいなくなれば、私が一番になれるの！」

　ブライアンの後ろに隠かくれ、チェルシーに向かい叫さけぶレイラ。

「貴方あなたみたいなビッチで年とし増まで性格ブスが一番になってたのは、枕まくらしてたからでしょ？　私がいなかったとしても遅おそかれ早かれ、貴方は一番から落とされてたわ」

　レイラはワナワナと震え、唾つばを撒まき散らしながら呪じゆ詛その言葉を放つ。

「死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね！」

　と、そこで銃の乱射が止まった。ホールデンはそれを確かく認にんすると、立ち止まる。

「ちょ、ちょっとお兄ちゃん！　止めないでよ！」

　レイラはブライアンに駆かけ寄る。ブライアンはレイラの呼びかけに冷めた目つきになる。

「あいつらやっつけてくれたらイイコトしてあげるからさ♡」

　ブライアンの腕うでを自分の胸に押し当て、誘ゆう惑わくする。だが、ブライアンはレイラを強く突き放す。レイラはその場に尻しり餅もちをつく。

　それはありえない事だった。《魅了エンチヤントメント》支配下中の人間が術者に叛はん意いを起こすなど。

「な、なんで……」

　ブライアンははっきりとした目つきに戻もどり、至し極ごく残念そうな顔になる。

「はぁ……。俺の知ってるレイラたんは死んじゃったのか……」

　深くため息を吐つくと、懐から縄なわを取り出しレイラに向けて放ほうり投げた。すると、その縄は意思があるかのように、レイラに巻きつくと、口を塞ふさぎ、四し肢しの自由を奪うばった。

「今まで夢を見させてくれてありがと。俺っちはもう君に興味がなくなっちゃったよ」

　口を塞がれ、声を上げられないレイラに向かってブライアンは悲しそうにレイラにそう言うと、視線を逸そらした。

「ブライアンさん……どうやって《魅了エンチヤントメント》を解いたんですか？」

　メグは恐おそる恐るブライアンに近づく。

「え？　元からそんなモノにかかってないよ」

「……どういうこと？」

　ティアが後ろから声を上げる。すると、ブライアンはニヤリといたずらっ子のような笑みを浮かべ、懐から幾き何か学がく模様が入った球体の物体を取り出した。

「種明かししてあげるよ～」

　嬉うれしそうに説明をしだすブライアン。

「この球体の正体は〝オールキャンセラー君〟っていって、状態異常系スキルを無効にするんだ～。だからティアちゃんの《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》も効かなかったんだよ～。それとメグちゃんの動きを止めたのもこいつの効果だねぇ～。俺っちを攻撃しようとする人間が１メートル以内に入ると、強制的に動きを止めちゃうんだよ」

　ブライアンの言うことはにわかに信じられないものであったが、実際に目まの当たりにしているので、信じるしかない。状態異常系スキル無効ということは【勇者The Brave】の恒こう常じようスキル《天上の意思ゴツドブレス》を作り出したということだ。ブライアン・ジェンキンソンの才能の一いつ端たんをまざまざと見せつけられた一同は閉口する。

「それに、銃弾は一発も当たらなかったっしょ？　いや～！　メグちゃんティアちゃんと違ちがって、デンデンとか逃げ回るから当たらないように調整するの大変だったんだぜ～」

　ヘラヘラとした口調なので、一いつ切さい大変さを感じられなかった。

「やっぱそうすっよね」

　ホールデンは先ほど銃弾が当たらなかった事に得心がいった。

「つか、なんでそんな事したんすか？」

　ここにいる全ての者の代弁をホールデンが口にした。

「えっ？　なんでって、好きな女の子が助けを必要としてたらデンデンは助けないの？」

　何を言ってるんだ？　という顔でホールデンを見るブライアン。

「そりゃ……まぁ助けますけど」

「ほら！　俺っちもそれと一いつ緒しよさ！　スキルにかかったフリをしないとレイラたんが俺っちを信用してくれないからねぇ～」

「ブライアンさん、それじゃ昨日の照明を落としたのも貴方ですか？」

　メグが冷ややかな声でブライアンに詰きつ問もんする。

「そうだよ」

　あっけらかんとした調子で言うブライアン。

「し、信じられない……！　もしかしたら死んでいたかもしれないんですよ！」

　メグが怒おこるのは当然だ。下手したらチェルシーは押しつぶされていたし、助けに入ったホールデンもタイミングが悪かったら巻き込まれていただろう。

「チェルシーちゃんが死ぬ事はないよ。現に大だい丈じよう夫ぶだったでしょ？」

「……それは結果論、ブライアン・ジェンキンソンは裁かれるべき」

　ティアも厳しい口調でブライアンを責める。

「あはは～！　ウチの女性陣じんは気が強い子が多いなぁ～」

　ブライアンはのらりくらりと２人の怒いかりをかわす。

　チェルシーは黙だまってブライアンの真意がどこにあるのか探さぐっている感じだが、ゆっくりと口を開いた。

「なんでそう思うんですか？」

　ブライアンはそれを、『なんでわかんないの？』と言わんばかりの顔になる。

「だって、ラロケット・インクウチが護衛についてるんだぜ？　その守るべき対象が目の前でみすみす殺やられるわけないじゃん。そんなボンクラがラロケット・インクウチの社員なわけないし。ちゃんと、デンデンがなんとかしてくれたでしょ？」

　そう言って無む邪じや気きに笑う。

　ブライアンは何かが完全にぶっ壊こわれていると一同は思った。ホールデンはノーマンの言葉を思い出す。

『何かに秀ひいでた人間は必ず壊れている』

　ブライアンはまさにそれを体現しているかのようだ。

「あ、それとね……」

　ブライアンが更さらに何かを言おうとするが、入り口の方から不気味な声こわ色いろが響き、中断されてしまう。




「収しゆう監かんしろ」




　瞬間、何十本もの黒い手が気絶していたレイラを摑つかむと、自分の元まで引き寄せる。黒い手は縄を解くと、レイラを漆しつ黒こくの空間に引きずり込もうとする。

「レイラァ……テメェみたいな股の緩い女売女がこの俺の愛いとおしいチェルシーに危害を加えるなんて万ばん死しに値あたいするぞぉ！」

　レイラは黒い手に摑まれ、ジタバタと逃のがれようとする。

「い、いや！　お願いです！　もうその穴の中にだけは入れないでください!!　なんでもしますからぁ！　い、いやあああああああああああああああああああああ……」

　激しく取り乱すレイラ。だが懇こん願がん虚むなしく、レイラは漆黒の空間に引きずり込まれ、叫び声が途と切ぎれてしまう。

「ひひひ……チェルシィ……助けに来てやったぞぉ……」

　その声の主は入り口の方から幽ゆう鬼きを思わせる足取りで近づいてくる。

「いひひひひひひ……」

　その声に聞き覚えがあった。顔にかかっている闇やみが月明かりで照らされる。

「お前が……【追跡者】」

　ホールデンはチェルシーを守るように背にしながら呟つぶやく。

「ジェフ社長……」

　チェルシーがつぶやいた。

　ホールデン達は一いつ瞬しゆんで戦せん闘とう態勢になる。

「小こ僧ぞうぉ！　チェルシーは俺のモンだぁ……」

　狂きよう気きに彩いろどられた表情を浮うかべ、ジェフはホールデン達に近づく。姿を隠すスキルを使っていないということは、ここにいる全員を始末するということだろう。

「チェルシーは俺のモン……チェルシーは俺のモン……チェルシーは俺のモン……チェルシーは俺のモン……チェルシーは俺のモン……チェルシーは俺のモン……チェルシーは俺のモン……」

　焦しよう点てんが合っていない視線を中空に彷徨さまよわせながらブツブツとつぶやく。

　行動を最初に起こしたのはブライアンだった。例の小さい袋から〝多重身回転式機関砲ガトリングガン〟を５機だし、空中に浮かせる。数瞬後、多重身回転式機関砲ガトリングガンの銃じゆう身しんが回転を始め、毎秒52発×５機の銃弾が爆ばく音おんを伴ともないジェフを襲おそう。しかし──

「ひひひひ！」

　ジェフは己おのれの目の前に漆黒の穴を移動する。目に見えない速さで襲う銃じゆう弾だんは全すべてその穴の中に吸い込まれてしまう。

　流石さすがのブライアンもそれには瞠どう目もくする。

　ホールデンは履歴書ウオークオブライフでジェフのステータスを確かく認にんする。




・ジェフ・バージェス

・大逆無道の職イービルジヨブ【追跡者The Stalker】

・ステータス　力　９９８　防　８９９　速　９９８１　賢けん　２３４３　魔ま　５４３６

・職業ジヨブ価値　Ｓ＋




《覗き見アナライズ》でスキルを閲えつ覧らんする。

・通常スキル　《従順の檻デイスペアージエイル》


効果　　１　生成される暗黒空間にスキル、人間など、あらゆるものを閉じ込めることが可能。閉じ込めた物は術者の許可がないと出ることができない。

　　　　２　空間より伸のびる44本の手は術者の意の儘ままに操あやつることが可能。この手はスキル魔力を感知し、44本がつかめる範はん囲いであるならば、穴に引きずり込み無効にすることが可能。

　　　　３　《従順の檻デイスペアージエイル》内部の時間経過は、外での１秒が１日に値する。



・通常スキル　《監視する眼チエイスアイ》


効果　　　　対象者１名の居場所を捕ほ捉そくする。






《従順の檻デイスペアージエイル》の効果を見たホールデンは叫さけぶ。

「絶対にあの穴に引きずり込まれるな！　引きずり込まれたら終わりだぞ！」

　ホールデンのその慌あわてた声に仲間たちは頷うなずく。

「ひひひひひひ……無む駄だだぁ……俺の《従順の檻デイスペアージエイル》は無敵だぞぉ」

　肩かたを上下させ不気味に笑うと、ジェフは漆黒の手を繰くり出し、チェルシーに向かい伸ばしてくる。

　メグは剣けんを構え、スキルを詠えい唱しようする。

［私の中にある炎ほのお。その炎は私の魂たましいすら焼き討うち、閉じ込めておくことが不可能になる］

《魔術剣技マジツクソード・付随させるは炎熱プロミネンスフレア》

　刀身に獄ごく炎えんが纏まとわる。迫せまり来る手を炎剣で迎げい撃げきする。放たれる灼しやく熱ねつの炎は数本の手を焼ききるが、消しよう滅めつしても新たに生成され際限がなかった。

「無駄だって言ってるだろぉ！」

　ジェフがそう言うと、漆黒の手は刀身に纏まとわりつく炎の魔力を感知し、摑むと《従順の檻デイスペアージエイル》の中に収監した。

「対象者──ジェフ・バージェス。罪状　監かん禁きん罪　懲ちよう罰ばつ──両手両足粉ふん砕さい骨折」

《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》を唱えたティア。だが、《従順の檻デイスペアージエイル》の手が13本空中で魔力を摑むと穴に引き込み《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》を封ふう殺さつした。

「どうすればいいのよ……」

　メグは黒手からチェルシーを守りながら独りごちる。手て詰づまり感は否いなめない。ホールデンも【賢者】のスキルを使用しているが、有効打にはならないでいた。

　それぞれが磨ま耗もうし、徐じよ々じよに黒手はチェルシーに近づいてきている。

「いひひひひ！　終わりだぁ！」

　一本の手が、チェルシーをつかもうと伸びてくる。

「クソが！」

　ホールデンはなんとか体を滑すべり込ませて、チェルシーを守る。だが、代わりにホールデンの右みぎ腕うでが黒手に捕つかまってしまう。

「ホールデン！」

　メグは自分の眼前にある黒手にかかりきりで、助けに行けない。ティアもブライアンも同じ状態であった。

「いひひひひ！　まずは邪じや魔まな小僧から俺の檻にぶち込んでやるよぉ！」

　ホールデンはその手に引かれ、ジェフの近くまで引きずられてしまう。なんとか解こうともがくも、離はなれない。他の手がチェルシーに向かうのを、ホールデンは空いていた左腕、右足を使い死守した。３本の手に捕まったホールデンは空中に持ち上げられると、すごい勢いで《従順の檻デイスペアージエイル》の中に収監されてしまった。

　ホールデンの耳に最後に聞こえたのはメグ、ティア、ブライアンが自分の名前を呼ぶ声と、ジェフの哄こう笑しよう、そして──




「転職チエンジ──」




　チェルシーが転職ジヨブチエンジをする声であった。




　　　　◆◆◆




　ホールデンは穴の中に引きずり込まれ、黒手から解放される。

　その空間に光という概がい念ねんは存在していなかった。目を開けても閉じても眼前にあるのは黒一色だ。天地もなく、黒い空間に浮ふ遊ゆうしている。それに時間の感覚も曖あい昧まいになっているような気がする。現にそうであった。《覗き見アナライズ》でスキルを確認した時、項こう目もくに内部の時間経過が遅おそいと記き載さいされていた。外の１秒が内部では１日に値する。

「くそ……」

　ホールデンは現状発現している、【賢者】のスキルを試ためしたが、どれも発動すらしなかった。《従順の檻デイスペアージエイル》の説明に記載されていた通り、脱だつ出しゆつは無理であった。外にいる仲間たちに頼たよるしかないと思い至る。やがて、１時間が経過しスキル《転職ジヨブチエンジ》の効果が切れ、【遊び人】に戻もどる。やれることがなくなったホールデンは漆黒の空間をただただ彷徨い続けた。音もなく、光もない。ここに入ってまだ数時間しか経たっていないのに、ホールデンは漠ばく然ぜんとした不安に支配される。

「ここに長い間いたらやばい……」

　すると、遥はるか遠くの方から微かすかに声が聞こえる。ホールデンは声がする方に方向転てん換かんし、そちらに向かう。徐々にその声に近づく。

「あひひひああ……私は……ナンバーワンわんわアイドどどルのレイララララちゃんだよぉ……うひひ……みんな今日は来てくれてててありがとぉ……いひあひひ……それじゃ……あひい……１曲目……うふふ……歌歌歌うたたたたたたたたたうヨホホホおほほお……」

　声の主はレイラであった。近くでその声を聞いたホールデンの背筋に冷たいものが走った。完全に精神が崩ほう壊かいしており、支し離り滅めつ裂れつな言葉を垂れ流していた。レイラがこの檻に入れられて時間は10分以上だ。単純計算でも６００日この孤こ独どくな空間で一人だったことになる。精神が壊こわれるのも無理からぬことだろう。

　ホールデンはレイラのその声を、聞き続けるのは危険だと判断し、レイラから距きよ離りをとることにした。

　考えれば考えるほど不安が去来するので、ホールデンは思考をなるべくしないようにし、ただただ暗黒空間を漂ただようことにした。




　　　　◆◆◆




　ホールデンが《従順の檻デイスペアージエイル》に引きずり込まれた瞬間、チェルシーは即そく座ざに決断した。

　なぜならば、あの空間の中がどうなっているのか知っていたからだ。履歴書ウオークオブライフを展開すると迷いなく転職ジヨブチエンジ先を叫ぶ。




「転職チエンジ──【墓荒らしThe Corpse tortuer】」




　みるみるうちにチェルシーの履歴書ウオークオブライフは黒く染まっていく。

「うそ……でしょ……？」

「……チェルシー」

　メグとティアは信じられないものを見たという瞳ひとみでチェルシーを見る。しかし、説明している暇ひまはなかった。すでにホールデンが引き込まれて数十秒が経過していたからだ。

［現せ。我は死者を嘲ちよう弄ろうする者なり］

《墓暴きサルベージ》

　透とう明めいな腕うで二本がチェルシーから伸びていき、ジェフに迫る。

「チェルシーも大逆無道の職イービルジヨブのお仲間だったのかぁ……これは運命だぁ……俺たちは結ばれるべきなんだぞぉ！　チェルシィィィ！」

　ジェフはその迫り来る透明な腕、二本ともに黒手で摑つかみ、《従順の檻デイスペアージエイル》の中に押し込む。押し込まれるのだが、その透明の腕は伸び続けていた。

「さぁ！　次はチェルシーが入る番だぁ……」

　ジェフが、黒手をチェルシーに伸ばそうとした瞬間、異変が起きる。《従順の檻デイスペアージエイル》の黒い空間からすごい勢いで、透明の腕が戻ってくる。

「な、なんだ……」

　数瞬後、その腕はホールデンとレイラを抱かかえて戻ってくる。

「ば、ばかな！」

　透明な腕はホールデンとレイラを地面に置くと消滅した。レイラは気絶しており、ホールデンは憔しよう悴すいしきっていたが、なんとか意識を保っていた。

「馬ば鹿かな！　ばかな！　バカな！　《従順の檻デイスペアージエイル》から俺の許可なく出ることなんて……」

　ジェフは衝しよう撃げきを受けすぎて一歩後ずさる。

「関係ない……私の《墓暴きサルベージ》はどんなスキルが相手でも確実に対象者を引き上げるサルベージするの。死人も生者も……」

　悲ひ壮そう感に包まれるチェルシー。

「い、いったい……どういう状じよう況きようなんだ……今……チェルシーの履歴書ウオークオブライフが黒い……」

　立っているのがやっとのホールデンに肩を貸すメグ。

「チェルシーが……【墓荒らしThe Corpse tortuer】だったの……」

「っ！　あいつが……【墓荒らしThe Corpse tortuer】……？」

　その事実を聞いたホールデンは衝撃で意識がはっきりしてくる。

「……ならチェルシーを《従順の檻デイスペアージエイル》にぶち込めば終わりだろぉ！！！」

　ジェフは狂きよう乱らんした声を上げ、黒手を44本すべて展開させ、チェルシーをロックオンする。そして、44本の黒手が一いつ斉せいにチェルシーに襲おそいかかる。だが、その黒手が摑んだのはチェルシーではなかった。摑んだのは地中から現れた44体の屍兵ゾンビソルジヤーであった。




「困るんですよね。私の予定にない事をされるのは」




　場違いなほどに落ち着き払はらった声が一同の耳じ朶だを打つ。その人物は角張った眼鏡をクイッと直す。その仕草が神経質そうな印象を与あたえる人物。それは──

「ノーマン・ベルフォート……」

　ホールデンはチェルシーのマネージャーである人物の名前を言う。

「チェルシー……誰だれの許可を得て【墓荒らしThe Corpse tortuer】に転職ジヨブチエンジしているんですか？」

「……っ」

　黙だまり込んでしまうチェルシー。

　ノーマンは深いため息をつくと、今度はジェフに向き直る。

「社長……貴方はこの私が予定を崩くずされるのが嫌きらいなのを知っていますよね？」

　ノーマンの口調は平へい坦たんだが、どこか怒いかりを滲にじませる。

　一歩、ジェフに近づくノーマン。

「ひっ……」

　短く悲鳴をあげるジェフ。

「貴方あなたの替かえはいくらでもいるんですが、【追跡者The Stalker】の職業ジヨブが中々重宝していたのである程度までは私も予定し、許容していましたが……こんなことは予定してないですよ？」

　ガタガタと震ふるえるジェフ。しかし、何かを決断した表情になり、履歴書ウオークオブライフが怪あやしく光る。

「う、う、う、うるさい！　貴様さえいなくなれば、あの会社インクは俺のモンになってチェルシーも俺のモンになるんだぁ！」

「やれやれ……企業舎弟フロントインクの駒こまのくせに大きくでましたね」

　バージェス・インクはジョン・ドゥ・インクの企業舎弟フロントインクである。なので、ジェフは表向きの社長であって、その収益のほとんどは、ジョン・ドゥ・インクに流れていたのだ。

　ジェフは黒手でつかんでいた屍兵ゾンビソルジヤーを《従順の檻デイスペアージエイル》の中に収しゆう監かんすると、今度はノーマンめがけて黒手を走らせる。

　ノーマンは酷こく薄はくに笑い、その後スキルを詠えい唱しようする。

［死は人生の終しゆう焉えんではない、死こそ生しよう涯がいを完成させる崇すう高こうな概念だ］

《儚い者ソウルイート》

　ノーマンの右腕に黒いオーラが集約する。そして44本の黒手を流りゆう麗れいな動きで躱かわし、ジェフまで肉にく薄はくすると、右腕をジェフの心臓付近に優やさしくおいた。

「ひぃいいいいいいいいいいいい！　お、お助け……」

　ノーマンの右手の黒いオーラがジェフを包む。数瞬後、全身を包んでいたオーラは再びノーマンの右手に戻ると消え、代わりに濁にごった灯火のようなものが右手に浮うかぶ。

「……その言葉は私の予定通りですね」

　ノーマンがそう言い終わると、その灯火を握にぎりつぶした。すると、ジェフの瞳から生気が消え、膝ひざから力なく崩れ落ちた。

　一同は黙って見ているしかなかった。

「ああ、もう少々お待ち下さい。チェルシー、それまで皆みな様さまのお相手をしていてください」

　こちらに申し訳なさそうに一礼し、チェルシーに慇いん懃ぎん無礼な感じで命令する。

　チェルシーは唇くちびるを嚙かみしめると、ノーマンの邪じや魔まをさせないように立ちはだかる。

「チェルシー……なんで……」

　メグがチェルシーに問いかける。

「お願いだから……あいつの邪魔はしないで……お願い……」

　かすれる声を必死に絞しぼり出すチェルシー。その言葉には私に貴方達を攻こう撃げきさせないで、という感情が伝わって来る。それがわかった一同は何もできなかった。

　ノーマンはそれを満足げに見ると、再びスキル詠唱を開始した。

［ああ、神よ。貴方は何故なぜこうも人間を不完全な物に作ったか。ああ、神よ。私は貴方を憎にくむ。不完全な我らは死という概がい念ねんの奴ど隷れいだからだ。ああ、神よ。私には見える。死の中に完かん璧ぺきが。ああ、神よ。私は気がついてしまった。生という虚きよ偽ぎの中には真実なんてモノがないことを。ああ、神よ。だから私は分不相応に叛はん旗きを翻ひるがえし、貴方に成り代わる］

　詠唱中、ジェフの体を黒い光が包み込む。

《神々への冒瀆と挑戦ヘブン・プロヴイケーシヨン》

　スキル名を言い終えると、ジェフを包んでいた黒い光は、ジェフの体の中に入っていく。すると、死んだ筈はずのジェフが起き上がる。

「皆様、大変お待たせいたしました」

　ノーマンはホールデン達に向き直ると深々と頭を下げる。

「改めましてご挨あい拶さつを……私はジョン・ドゥ・インク〝正社員〟経理担当　ノーマン・ベルフォートです」

　ジョン・ドゥ・インク〝正社員〟が目の前にいる。ホールデン達は慄りつ然ぜんとした。

「さて、ご挨拶も終わりましたので、皆様には死んでいただきます。ああ、心配しないでください。死んだらちゃんと私が有効活用させていただきますので」

　ノーマンは平坦な口調で殺意を口にする。

「さぁ、チェルシー。その方達を始末しなさい」

　チェルシーは俯うつむいたまま動かなくなる。

　ノーマンはチェルシーの側そばまで行くと肩かたに手を添そえる。

「なるほど。確かに、あなたは私が欲ほつした死体を全て回収してくれました。なので私が約束を守る男だというのを提示しましょう」

　ノーマンは指を鳴らす。と、眼前に棺ひつぎが２つ姿を現し、扉とびらが開く。その中には中年の男女の死体が入っていた。

「パパ！　ママ！」

　チェルシーはその棺に駆かけ寄る。

「確かあなたとの約束は私が望む死体を全て手に入れてくれたら両親を生き返らせるというものでしたね」

　ノーマンは薄うすく笑いながら言う。

「約束通り、完璧な状態で保存しています。あとは私が《神々への冒瀆と挑戦ヘブン　プロヴイケーシヨン》をかければ望み通りお二人は生き返ります。ならば、今あなたがやることはわかりますよね？」

　するとチェルシーは凄すさまじい形相でノーマンを睨にらむ。

「わかっていただけて嬉うれしいですよ。それではよろしくお願いしますね」

　ノーマンは後ろに下がる。

「みんな……ごめん……」

　チェルシーは悔くやしそうに血がにじむほど唇を嚙み締しめた。そしてスキル詠唱を開始する。

［異い形ぎようの邪じや神しんよ、奈な落らくの淫いん神しんよ、深しん淵えんの暴神よ、愚おろかな者達に約束された終焉を］

《旧支配者召喚オーダー・大迷宮に混沌を齎す者アイホート》

　詠唱が完かん了りようすると、地面がひび割れ第二級幻げん獣じゆう・アイホートが姿を現す。

「きゅああおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　耳みみ障ざわりな叫さけび声が辺りを支配する。

「出番ですよ、フレッドさん」

　ノーマンが指を鳴らすと新しい棺が出現し、中から生気のないフレッドが姿を現した。

　フレッドは暴れまわるアイホートに近づくと詠唱を開始する。

［瞠どう目もくしろ、私はお前の過あやまちを糾ただす者、お前の未知なる路みちを敷しく者。即すなわち私はお前を統すべる者なり］

《従属コンフオーミング》

　スキルがかかると、アイホートは明確な意思を持ってホールデン達に襲いかかる。すでに満まん身しん創そう痍いのホールデンは完全に足手まといであった。メグはホールデンを守りながらアイホートの相手をする。

「わ、悪わりぃ……」

　ホールデンは片かた膝ひざをつきながらメグの後ろで謝罪の言葉を口にする。

「怪け我が人は気にしなくていいわよ！」

　そう叫ぶメグは、スキルを展開する。だが、スキルが発動した瞬しゆん間かん、ノーマンの屍兵ゾンビソルジヤーと化したジェフの《従順の檻デイスペアージエイル》にスキルを収監されてしまい、スキルが発動できなかった。ティアも同じくで、なすすべがない。唯ゆい一いつ、スキル以外での攻撃手段があるのはブライアンだ。

「こんなことになるなんて思ってなかったから、手持ちの武器じゃとても第二級幻獣には致ち命めい傷しようを与えられないさぁ……」

　珍めずらしく弱々しくそう言うブライアン。

　このままでは数分も保もたずに全ぜん滅めつしてしまう。

「ごめんなさい……ごめんなさい……ごめんなさい………………」

　チェルシーはホールデン達がやられる様をしっかりと目に焼き付けている。それがせめてもの礼れい儀ぎだと言わんばかりに。だが、口ではずっと謝罪を繰くり返した。

　アイホートは大きな溜ためを作る。口にはエネルギーが収しゆう斂れんしていく。

「っ！　まずい！　あれが直ちよく撃げきしたら終わりだ！」

　ブライアンがそう叫ぶと、ティアは【黒魔道士】のスキルを発動するが、しかし、やはりこれも屍兵ゾンビソルジヤーになったジェフに防がれてしまう。

「万ばん事じ休す……か……」

　ホールデンがそうつぶやくのと、アイホートの口から放たれる高エネルギーのブレスが放たれるのはほぼ同時だった。ブレスがホールデン達に直撃する瞬間、

《第陸ろく階かい梯てい土術・金こん剛ごう石せき》

　スキル名が聞こえると、ホールデン達の目の前に金剛石が瞬時に出現した。ブレスは金剛石に直撃すると、相そう殺さいされ、金剛石はキラキラと砕くだけ散った。

「貴様が【死霊使いThe necromancer】だったとはな」

　怒りを隠かくさない声で、そう言うのは、ラロケット・インク専務取とり締しまり役やく〝悲ひ恋れんの魔術師〟カースティ・ロレンスだった。

「ノーマン・ベルフォート……お前は絶対に殺す……」

　剣けん吞のんな視線をノーマンに突つき刺さす。そんな様子のカースティにノーマンは肩をすくめる。

「やれやれ。私、だいぶ嫌われていますね。何かやりましたっけ？」

　挑ちよう発はつするように言うノーマン。常時であれば、そんな安い挑発に乗るカースティではないが、長年探していた仇かたきの挑発であったのでわかりやすく乗る。

［貴方あなたを永遠に愛するという言葉は、蠟ろう燭そくが貴方の生きている間燃え続けるというに等しい……私の愛にて身を焦こがせ、私の愛に永えい劫ごう焦がれよ、私の愛にて概念すらも燃え尽つきろ］

《第捌はち階梯炎えん術じゆつ・大焦しよう熱ねつ地じ獄ごく》

　カースティがスキル名を唱えると、眼前に見たこともない凄まじい炎ほのおが顕けん現げんした。息をすると肺が焼けそうになる。カースティが使える最大の第捌階梯を顕現させる。日に何度も行使できないが、一気に勝負を決めるために初手から出し惜おしみをしない。

「さすがは〝悲恋の魔術師〟だ。第捌階梯炎術を目まの当たりにするのは久しぶりですよ」

　ノーマンは変わらず冷ややかな様子で冷静に感想を喋しやべる。

「燃え散れ！」

　カースティは顕現させた炎をノーマンめがけて放つ。

「困りますよ。順番を守っていただかないと」

　ノーマンが指を鳴らすと、ジェフが《従順の檻デイスペアージエイル》でその炎を収監しようとした。だが、炎に触ふれた瞬間44本あった黒手は一瞬で消え去る。次から次へと《従順の檻デイスペアージエイル》から伸のびる手は出現するたびに消し炭にされる。その炎がジェフを包み込んだ。人間が燃える嫌いやな臭においが辺りを充じゆう満まんする。数瞬でジェフの死体はこの世から消え去った。

「はぁ。もったいない。結構使える人形だったのに」

　ノーマンは軽くため息を吐つく。

「けど、まだまだ私には届きませんよ」

　そうノーマンが言うと、アイホートがカースティを襲おそう。カースティはアイホートに向けて炎を打ち込む。灼しやく熱ねつの炎がアイホートを包む。

「ぐぎゃああああああああああああああああああああああああああああ」

　アイホートは苦痛の叫び声をあげ、その巨きよ体たいを暴れさせる。

［貴様の命は私のためにあり、畢ひつ竟きよう、その命は身勝手に散らすこと能あたわず］

《苦痛無効インヴアレツド》

　アイホートの後ろにいたフレッドがスキルを施ほどこす。すると、苦痛の声をあげていたアイホートは叫び声を止め、炎を纏まとってカースティに襲いかかる。

「フレッド……」

　カースティは苦々しい顔になった。

「きゅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　アイホートの体は灼熱の炎で徐じよ々じよに焼け焦げているが、フレッドがかけたスキルにより痛覚が消えているため、灰になるまで動き続ける。なのでアイホートの攻こう撃げきに、カースティ自身の炎が付ふ与よされ、非常に厄やつ介かいであった。

　メグ、ティア、ブライアンもカースティの援えん護ごをするが、纏っている第捌階梯炎術が凄まじすぎて近づけないでいた。

「ご自身の攻撃が仇になっていますね。さて、噂うわさに名高いカースティ・ロレンスさんは一体どうやってこの窮きゆう地ちから抜ぬけ出すのか見ものですね」

　ノーマンはあくまでも観戦者の立ち位置を崩くずさない。

　このまま放置すればアイホートは燃え尽きるだろうが、それまでに味方を庇かばいながら戦いきるのは難しかった。

「ちっ……」

　カースティは苦々しく舌打ちをすると新たなスキルを詠えい唱しようする。

［私は張り詰つめたる氷を愛す。斯かかる切なき思いを愛す。私はその虹にじの如ごとく輝かがやけるを見たり。斯かる花にあらざる花を愛す］

《第捌階梯氷術・氷ひよう塵じん飛ひ廉れん》

　瞬間、カースティの眼前に鳥のような形をした氷が形成されると、ソレはアイホートめがけて突とつ進しんした。激しい激突音がすると、アイホートの体は氷の中に閉じ込められてしまった。

「はぁはぁはぁ……」

　呼吸が激しく乱れるカースティ。立て続けに第捌階梯を連発したのだ。いくらカースティでも無理があったのだろう。

「これはすごい。第二級幻獣、それも第捌階梯の炎を纏った奴やつを一人で無力化するなんて。非常に興味深いショーですね。正直、お金をとって見せたら一ひと儲もうけできそうでしたね」

　ノーマンはどこまでもふざけた調子で言う。

「すぐに殺してやるから待ってろ……」

　カースティは深く息を吸い込んで、気持ちを落ち着かせる。殺気だけは十分だが、正直体の方は大分ガタがきていた。

「ははは。すごい殺気ですが、私ばかりに気を取られてると……」

　その瞬間、カースティの背中に燃えるような痛みが襲ってくる。

「うぐっ……！」

　カースティが力なく振ふり返ると、そこには自分に短たん剣けんを深々と刺すフレッドがいた。

「フ、フレッド……」

　フレッドは何の感かん慨がいも持ち合わせていない顔で短剣を捻ひねる。

「がはっ！」

　鮮せん血けつがカースティの口から零こぼれる。何とかフレッドを引き剝はがすが、ダメージは深刻で、片膝をついてしまう。

「ほら。そういうことになっちゃいますよ」

　淡たん々たんとした口調で喋るノーマン。

「さて……えっとその人形の名前なんでしたっけ……まぁ人形の名前なんかどうでもいいですか」

「こ、殺して……や……る！」

　カースティは己おのれのダメージを顧かえりみず、這はってノーマンの所まで行こうとする。

「チェルシー、カースティさんは弱っています。殺して差し上げなさい」

　チェルシーはノーマンにそう命令されると肩かたをビクつかせた。

「カースティさんだけでなくここにいるラロケット・インクの皆さんを皆みな殺ごろしにしなさい。そうしたらすぐにでもご両親を生き返らせます。また家族３人で暮らせますよ」

　そう急せかされると、チェルシーはゆっくりとホールデン達の前に立ちはだかる。

「チェルシー……」

「……」

　メグとティアはチェルシーを見る。チェルシーは今にも泣きそうな顔をしていたが、必死にこらえていた。泣いてしまえば、そこで終わってしまう。そうわかっているようだった。

「みんな……ごめん……」

　そう小さく漏もらすと、チェルシーは迷いを断たち切り、酷こく薄はくな表情を浮うかべる。そして、スキルを詠唱した。

［死して尚なお誇こ示じする生前の輝き。それはなんと強ごう欲よくで傲ごう慢まんなのだろうか］

《王墓の財宝ユーサプシヨン》

　詠唱が終わると、チェルシーの周りを囲むように様々な形をした武器が出現し、浮かぶ。このスキルは《墓暴きサルベージ》で盗ぬすんだ死者が生前使っていた武器を再現するものだ。以前、ホールデンの《不思議な踊りフリークスダンス》中に、メグとティアの攻撃を弾はじいたのはこのスキルで生成した盾たての力であった。

　顕現させた数、数十。チェルシーが手を前に出すと、宙に浮く様々な武器はホールデン、メグ、ティアに襲いかかる。最初はなんとか迎げい撃げきしていたのだが、四方八方から飛来する武器に、やがて３人とも刺し貫つらぬかれてしまう。チェルシーは倒たおれ伏ふした３人に目もくれずノーマンのところまで移動する。

「さぁ……約束は果たしたわよ……今度は貴方が守る番……」

「ええ。もちろんですとも。何せ、私は約束を守る男ですからね」

　ノーマンはそういうと、チェルシーの両親に《神々への冒瀆と挑戦ヘブン　プロヴイケーシヨン》をかける。しばらくすると、チェルシーの両親は動き出した。

「パパ……ママ……」

　チェルシーは両親の元に駆かけ寄ると、抱だきついた。

「会いたかった……！　２人がいなくて私、すごく寂さびしかった……」

　チェルシーは両親を生き返らせるために、様々な外げ道どうな行こう為いをしてきた。両親が自殺して、自分も自殺しようとしていた時に現れたのがノーマンだった。

『ご両親を生き返らせたくはないですか？』

　目の前で死人が生き返る様を見せつけられたので、チェルシーはノーマンを信じることにした。そしてノーマンが言うに、チェルシーには大逆無道の職イービルジヨブにつける才能があるという。当時、大逆無道の職イービルジヨブなんてものは知らなかったが説明を受け、大逆無道の職イービルジヨブにつけなかった場合、死ぬというのを聞いてもチェルシーは何とも思わなかった。大逆無道の職イービルジヨブにつけなければ、ノーマンが言う条件は満たせないから、結局死ぬことに変わりはないからだ。そして驚おどろくことに大逆無道の職イービルジヨブは15歳になる前に儀ぎ式しきを受けられるとのことだった。儀式が行われる前にノーマンはチェルシーのために、両親を死に追いやった奴らから両親の負った借金を全すべて回収し、殺してくれた。それについては「おまけです」と言っていた。チェルシーは儀式を受け【墓荒らし】のジョブに就つくことができ、ノーマンが望む死体を掘ほり当て続けた。死体を掘り続ける日々は辛つらかったが、両親を生き返らせる事ができると思えば、なんでも耐たえる事ができた。だが、ラロケット・インクとかかわり、メグ、ティアという友人を得たことは、チェルシーにとって喜ばしいものだった。ついでにそこにホールデンも混ぜてもいいと思う。だからこそ、友人たちを傷つけることは非常に辛かった。しかし、それすらも乗り越こえた。

　そしてチェルシーの努力は実を結び、こうして両親を生き返らせる事ができたのだ。

「また一いつ緒しよに暮らせ……」

　チェルシーの言葉はそこで途と切ぎれてしまう。腹部に信じられないくらいの激痛が走ったからだ。視線を痛みの場所に移動すると、短剣が刺ささっていた。

「な、なんで……」

　チェルシーはよろよろと両親から離はなれると、膝ひざをつく。

　両親の瞳ひとみには何の意思もない、今まで何度となく見たノーマンの操あやつり人形と同じだった。チェルシーはノーマンを睨にらむ。

「約束通り、生き返らせましたよ。ただ説明不足だったのは大変恐きよう縮しゆくですね。私は『生き返らせる』とは言いましたが『元どおり』とは一言も言っていませんよ。それにもう貴方は用済みです。欲ほしい死体モノは手に入れましたし、言う事を聞かない駒こまは不必要ですから」

　それを聞いたチェルシーは絶望すらも生ぬるいような顔になり、最後の力を振り絞しぼり《王墓の財宝ユーサプシヨン》でノーマンを攻撃する。だが、チェルシーの両親がノーマンを庇うように立つ。チェルシーは切っ先を両親に届く直前で止める。

「おや、攻撃しないんですか？　こいつらはチェルシーのご両親の形をした全く別の物なんですよ？　攻撃を躊ちゆう躇ちよする意味もないと思いますが」

　チェルシーが攻撃しないと見ると、ノーマンは興味を失った。

「私も暇ひまではないので、そろそろ終わりにさせてもらいますよ」

　ノーマンは指を鳴らす。するとチェルシーの両親は、チェルシーが倒れているところまで移動すると、髪かみをつかみ、強ごう引いんに立たせる。

「うぐぐ……」

「チェルシー、感謝してくださいよ。大好きなご両親の腕うでの中で死ねるんですから」

　ノーマンは両親にチェルシーを殺させようとしていた。再度、ノーマンが指を鳴らすと両親達が持っていた短剣がチェルシーを襲おそう。チェルシーは死を覚かく悟ごし、目をつぶった。しかし、いつまでたっても短剣は自分の命を刈かり取らない。恐おそる恐る目を開くと、短剣はチェルシーの目の前で止まっていた。

「何!?」

　ノーマンは今日初めて焦あせった様子を見せる。

「えっ……？」

　チェルシーは目の前の状じよう況きようが信じられなかった。

　なぜなら、短剣を止めている両親の目から涙なみだが流れていたからだ。

「パパ……ママ……！」

　ノーマンも今の状況が理解できていなかった。おそらくだが、ノーマンの《神々への冒瀆と挑戦ヘブン　プロヴイケーシヨン》で仮かり初そめの生を与あたえられ、操り人形に成り下がっても尚なお、娘むすめを傷つけたくない気持ちの残ざん滓しが、ノーマンのスキルに必死に抗あらがっているのだろう。

「そんな事は私の予定にないぞ……」

　はっきりと怒いかりの感情を露あらわにするノーマン。ゆっくりと、チェルシーに近づいていく。

「人形の分際で私の予定を崩くずすなどおこがましい……絶対にお前らにチェルシーを殺させてやる……」

　ノーマンはチェルシーの両親の肩を摑つかむと、命令を下す。

「さぁ、貴方あなた達の娘をその手で惨ざん殺さつしなさい！」

　手を触ふれることで、命令の強制力を高めたのだろう。切っ先が徐じよ々じよにチェルシーに近づいていく。だが、両親は未いまだ抵てい抗こうを続ける。

「早く殺やれ！」

　チェルシーの両親の瞳から涙が溢あふれ、チェルシーの頰ほおを濡ぬらす。

　その涙を見たチェルシーの瞳からも大おお粒つぶの涙が溢れる。両親が死に、泣かないと決めたあの日以来の涙だった。この世は善でできている。そう言った両親の言葉が思い起こされるが、この場に自分を助けてくれる者はいない。友人になれたと思っていた者を自分で裏切ってしまったからだ。自分が助けを求めるのは都合が良すぎる。だがしかし、それでもチェルシーは喉のどの奥から絞り出すようにその言葉を吐はき出した。




「お、お願い……だ、誰だれか……誰か助けて……」




　か細い声をあげ、チェルシーの瞳からは止めどなく涙があふれる。

　ずっと我が慢まんしてきた涙は一度決けつ壊かいすると、永遠に流れ続けるかと思うほど出てきた。




「チェルシー！！！！」




　そのチェルシーの懇こん願がんに呼応したのはホールデンだった。声こそ力強いが、ホールデンはすでに満まん身しん創そう痍いであった。だが、ここで動けなければチェルシーの友人失格だ。なのであらん限りの残力を振ふり絞りノーマンに肉にく薄はくする。しかし、ノーマンは距きよ離りをとる。ホールデンはチェルシーを庇かばうように前に立つ。

「……今日は巡めぐり合わせが悪いですね。こうも私の予定が崩れるなんて」

　ノーマンは、口調は丁てい寧ねいだが、忌いま々いましさを隠かくしきれていない。

　そこへボロボロのメグがノーマンに斬撃を打ち込む。

　だが、それは余よ裕ゆうを持って躱かわされてしまう。

「メグさんもその体でよく動きますね。全くこれでは……」

「対象者──ノーマン・ベルフォート。罪状　殺人　懲ちよう罰ばつ──１分間のスキル制限、及および両手両足粉ふん砕さい骨折」

　ティアはノーマンの言葉を遮さえぎるように《断罪の刻ジヤツジメント　＃１》を放つ。

　だが、それよりも早くノーマンは詠えい唱しようがないスキル名を放つ。

《尸代人サクリフアイス》

　すると、地中から屍兵ゾンビソルジヤーが現れ、骨が折れる嫌いやな音が辺りに響ひびく。

「……っ！」

　驚きよう愕がくするティア。

「これは私の魂たましいの１万分の１を分け与えた身代わり人形です。【裁判官】のスキルとは相あい性しようが悪いので、こうして予防線を張っていないと怖こわくて怖くてとても外を歩けませんよ」

　ノーマンは芝しば居い掛がかった様子で手を広げる。

「しばし、お待ちくださいね」

　そう言うと、ノーマンは頭に手をやり、思考するポーズをとる。２人は攻こう撃げきするべきか迷ったが、罠わなの可能性もあるので、静観した。

「お待たせしまして、申し訳ないですね。予定を修正させて頂きました」

　薄うすく笑うと、一言つぶやく。

「私が直接皆みな様さまを殺して差し上げます。光栄に思ってください。私、こう見えても依い頼らい料高いんですからね」

　ノーマンは殺意を解放すると２人と開戦した。




「チェルシー……大だい丈じよう夫ぶか？」

「な、なんで……？　どうして、助けてくれるの……？」

　チェルシーは自分が助けの言葉を口にしたのを忘れたかのようにホールデンに尋たずねた。

「馬ば鹿かか！　仲間が助けを求めてるのに、理由なんて必要なのかよ!?」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、チェルシーは更さらに涙るい腺せんを決壊させる。今まで、孤こ独どくな戦いを強いられており、仲間という言葉がこれほどまでに心強いとは思わなかったからだ。チェルシーはホールデンの胸に頭をつけ、服を摑みながら嗚お咽えつする。

「ありがとう……ありがとう……ありがとう……」

　チェルシーのその涙をホールデンは不謹きん慎しんながら綺き麗れいだと思ってしまう。その瞬間激しく心音が高鳴ると、徐々に《女殺しジゴロ》が発動した。

「えっ……！」

　ジゴロ・ホールデンは優やさしく、慈いつくしむようにチェルシーを優しく抱だきしめた。予想していなかったホールデンの行動にチェルシーは声を上げる。

「辛かったね……君の心中を察するにはあまりにも僕は無知だ。軽々しくその痛みを背負わせてくれなんて口が裂さけても言えない。それを言ってしまったら僕は男を張って生きていけなくなる……だけど……」

　そこでジゴロ・ホールデンは体を離すと、チェルシーの唇くちびるに手を当てる。

「君のその涙の理由は排はい除じよできる」

　チェルシーはその言葉を聞いた瞬間、今まで知らなかった感情が胸の奥から湧わいてくるのを感じる。顔は紅潮し、動機も激しくなる。それは怪け我がのせいからくるものではないと、チェルシーは感じた。

「そこで安静にして待っていて……すぐに終わらせてくるから」

　そう言うとチェルシーから離れ、ノーマンの方に歩を進める。




　ノーマンの力は圧あつ倒とう的であった。

　屍兵ゾンビソルジヤーを使わずに、メグとティアを完かん封ぷうした。倒たおれ伏ふす２人にとどめを刺そうとした瞬間、ホールデンの声がノーマンに届く。

「そこまでだ。僕の子こ猫ねこちゃんたちをそれ以上傷つけるのは許さない」

　ノーマンはメグとティアにはいつでもとどめを刺せると思っているらしく、すぐにホールデンと相対する。

「ふむ……許さないですか。確かに今私がしていることは人道に悖もとる行こう為いでしょう。しかし、私はそれを承知でやっていますし、そもそもホールデンさんに許して頂こうなどと思っていませんよ」

「悲しいね……だから人間は争うことをやめないんだ」

　ホールデンの様子が常時と違ちがうことに若じやつ干かん警けい戒かいするノーマン。

「……そうですね。その通りだと思います。許す、許さないの判断基準が一つであるのならば、愚おろかな争いは起こりえない。しかし、人間の考えは千差万ばん別べつ。だからこそ、許す事も、許さない事も人ぞれぞれ。なので、私は貴方が私を許さないという思いを甘んじて受け入れましょう。ですが、それを罷まかり通すには力が必要です。今の貴方にそれがありますか？」

「その問いに答えるのはあまりにも無意味だね。なぜなら、僕がそれを心配しているのだから」

　ノーマンの表情が曇くもる。

「……すみません。理解できないので、無知なこの私にご教授いただけますか？」

「逆もまた然りってことさ……『許されない』という思いを罷り通すには、相応の力が必要になってくると思うんだ。失礼だけど、君にその力があるとは思えないんでね」

「なるほど……大変申し訳ございませんでした。私の理解が遅おそくて。要するに、ホールデンさんは私の力が貴方に遠く及ばない、そう申していらっしゃるのですね」

「ありていに言えばそうなるね」

「重ね重ね、ご心配をおかけして申し訳ございません。それでは、その心配を払ふつ拭しよくしてさしあげます」

　ノーマンが指を鳴らすと、地面から数百を超こえる屍兵ゾンビソルジヤーが出現した。ノーマンはその軍勢を背にし、余裕を見せる。

「それだけかい？　だとしたら些いささか以上に失望を禁じえないよ」

　ジゴロ・ホールデンはわざとらしく肩かたをすくめてみせる。

「もちろん、私のとっておきの人形も用意しています」

　大量の屍兵ゾンビソルジヤーの先頭に立つ３体だけ異質な存在感を放っていた。

「これはチェルシーに奪うばわせた、中でもとっておきの人形です」

　ジゴロ・ホールデンは履歴書ウオークオブライフでその３体を確かく認にんする。




・屍（スキル《神々への冒瀆と挑戦ヘブン　プロヴイケーシヨン》支配下中）

　職業ジヨブ【妖術使いThe Variant】

　ステータス　力　---　防　---　速　---　賢けん　---　魔ま　---

　職業価値　ＳＳ

・屍（スキル《神々への冒瀆と挑戦ヘブン　プロヴイケーシヨン》支配下中）

　職業ジヨブ【龍騎士The Dragoner】

　ステータス　力　---　防　---　速　---　賢　---　魔　---

　職業価値　ＳＳ

・屍（スキル《神々への冒瀆と挑戦ヘブン　プロヴイケーシヨン》支配下中）

　職業ジヨブ【聖治癒術士The Devotional】

　ステータス　力　---　防　---　速　---　賢　---　魔　---

　職業価値　ＳＳ




「なるほど。とっておきというだけあって、全員職業価値　ＳＳか。すごいね。これはさっきの言葉は取り消させてもらうよ」

「そう言っていただけると、私も嬉うれしいです」

「なら、今度は僕の番だね」

　ジゴロ・ホールデンはスキル詠唱を開始する。

［──俺には何も無い……何も無い……働く事が生きる事であるならば、生きる事は働く事なのか。人生とは泡ほう沫まつなものである。ならば、俺は何も無い事を人生とする。遊びの時間は終わりだ……］

《転職チエンジ──【綺羅星偶像The Super Star】》

　ホールデンの瞳ひとみは金色に変わる。通常時のホールデンの《転職ジヨブチエンジ》の項こう目もくに、【綺羅星偶像The Super Star】という職業ジヨブはなかった。これはジゴロ・ホールデン時に、《ものまねフエイカー》で【偶像】をコピーしたため、《女殺しジゴロ》発動時でなければなれない職業であった。

「【綺羅星偶像The Super Star】？　失われた職業ロストジヨブですか」

　ノーマンはホールデンのステータスを表示させる。




・ホールデン・ドハーティ

・職業ジヨブ【綺羅星偶像The Super Star】

　ステータス　力　２３０　防　９８１　速　２１３０　賢　２１３１　魔　１０００

　職業ジヨブ価値　ＳＳ




（ふむ。大したことないステータスですが、職業ジヨブ価値　ＳＳっていうのが気になりますね）

　職業ジヨブ価値というのは総合的なもので決まる。ステータス値が低くとも、強力なスキルがあればそれを補い、職業ジヨブ価値は上がる。

（警戒するに越こしたことはないですが、私のこの布ふ陣じんを崩くずせるとは思いませんね）

「【賢者】以外の失われた職業ロストジヨブに転職ジヨブチエンジしたのは少し驚おどろきましたが、それだけです。ホールデンさんが私に蹂じゆう躙りんされる予定は変わりませんよ。何故なぜなら無敵の軍勢ですからね。まず【妖術使い】が遠えん距きよ離りから厄やつ介かいなスキルを貴方にかけます。それに対応している間に【龍騎士】が近・中距離から攻撃を仕し掛かけます。この時点で詰つみですが、よしんばどちらかに深手を負わせても、通常、治癒系のスキルが効かない屍兵ゾンビソルジヤーでも【聖治癒術士】の治癒スキルであるならば治せます。止とどめに、死を恐おそれない屍兵ゾンビソルジヤーがこれだけの数がいます。どう考えても貴方あなたに勝ち目はありません」

　ジゴロ・ホールデンに焦あせった様子はない。

「丁てい寧ねいな説明ありがとう。確かに全く隙すきがない布陣ってことがよくわかったよ」

「でしたら、終わりにしましょうか」

　ノーマンは指を鳴らすと、一いつ斉せいに屍兵ゾンビソルジヤーがホールデンに襲おそいかかる。

　ジゴロ・ホールデンは不敵に笑うと、スキル詠えい唱しようを開始した。

［跪ひざまずけ、私は燦さん々さんたる太陽の王。平ひれ伏ふせ、私は煌こう々こうたる夜の美び麗れいな月の帝てい王おう、傅かしずけ、私は母なる聖海を支配する男、三さん跪き九きゆう叩こう頭とうせよ、私は三千世界全すべてを制せい覇はする綺き羅ら星ぼし］

　ジゴロ・ホールデンに凄すさまじいまでの光が収しゆう斂れんしていく。

《終天魅了エタニテイーエンチヤントメント》

　スキル名を口にすると、収斂した光が一いつ瞬しゆんで辺りを包み込んだ。

　その光でノーマンの視界は奪われる。そして、視界が戻もどった時に、ノーマンの目に信じられない光景が映る。

　屍兵全部が自分の方に武器を向けていた。

「何をしているのですか？　早くホールデンさんを殺しなさい！」

　ノーマンはそう命令をするが、屍兵ゾンビソルジヤーの軍勢は一いつ切さい反応しなかった。

「どういうことだ……これは……」

　何度も何度も命令をしたが、微び動どうだにしないのを見たノーマンは息を飲んだ。

「君の無敵の軍勢は現時点から僕の支配下に置かせてもらうことになったよ」

　ジゴロ・ホールデンは粛しゆく々しゆくと事実を告げる。

「……今の《終天魅了エタニテイーエンチヤントメント》というスキルの影えい響きようですか」

「そうだね」

　以前、チェルシーは《魅了エンチヤントメント》で屍兵ゾンビソルジヤーを支配下に置こうとしたが、成功しなかった。しかし、今ホールデンが使用した《終天魅了エタニテイーエンチヤントメント》というスキルは生者、死者にかかわらず全てを魅了する。

「なるほど。確かに凄まじいスキルですね。職業ジヨブ価値　ＳＳってことに得心いきましたよ」

　だが、ノーマンは焦った様子がない。

「ですが、人形が主人に牙きばをむいた時の対策を私が考えていないとでも？」

　ノーマンは万が一、億が一のために保険をかけていた。不測の事態が起きた時にノーマンの意思で傀かい儡らい達を死体に戻す方法を。

「この数の人形達を失うのは痛いですが、仕方がないか。流石さすがの私もこいつらを相手に勝てるとは思っていないですからね」

「だろうね。確かに無敵の軍勢というだけあって凄まじいよ」

「……余よ裕ゆうですね。こいつらには勝てなくても、こいつらがいなくなれば一対一になります。そうしたら貴方に勝ち目はないですよ？」

「そうだね。一対一じゃ勝てないと思う」

　ノーマンはそこで妙みようなことに気がつく。

（一対一なら絶対に勝てる自信があったのに、私は何故奥の手を出した……？）

　冷静なノーマンらしからぬ行為だった。一対一で勝てるなら絶対に奥の手なんか使わないはずだ。なのに奥の手を披ひ露ろうし、大きな損失を被こうむろうとしている。これはノーマンが知る由よしもないことだが、ホールデンのスキル《女殺しジゴロ》の効果であった。《女殺しジゴロ》の効果であるトーク力が眩まばゆい程ほどに冴さえ渡わたるというものは、会話の相手に対して、誘ゆう導どうと信しん頼らいを強制的に導く。つまり、ジゴロ・ホールデンが喋しやべると、相手はそれが真実だと思い込んでしまう。なのでノーマンは今回、ホールデンが言う、自分の方が上だという言葉を信じ、いきなり奥の手を使ってしまったのだ。

「ふん……私も一人のミスをする人間だということですね」

　一人納なつ得とくすると、《神々への冒瀆と挑戦ヘブン・プロヴイケーシヨン》を解除した。

　だが目の前にいる屍兵ゾンビソルジヤー、ただの一体も死体に戻らなかった。

「ば、馬ば鹿かな……！」

　ノーマンは自分の履歴書ウオークオブライフを確認する。そこには《神々への冒瀆と挑戦ヘブン・プロヴイケーシヨン》が解除されていない事が記き載さいされていた。

「ど、どういうことだ……」

　初めてノーマンは大きく動どう揺ようした。自分のスキルが解除できない。そんな馬鹿なことが起こるはずがないと。こんな馬鹿げたことを可能にするのはスキルしかない。

「言い忘れたけど、《終天魅了エタニテイーエンチヤントメント》で僕の虜とりこになっている者たちは、たとえそれが死者の術者であっても、効果中は何もできないよ」

「ふ、ふざけるな……！　そんな事は私の予定には一切ない！　解除させろ！」

　慌あわてふためくノーマン。しかし、ホールデンは冷静に返す。

「それこそ、僕の予定には一切ないよ」

　ホールデンは片手を上げる。すると、屍兵ゾンビソルジヤー達は攻こう撃げき態勢に入る。同時に【聖治癒術士】のスキルでメグ、ティア、チェルシー、カースティの傷を全快させる。【聖治癒術士】のスキルは凄まじく、あれだけ深い傷が瞬時にふさがった。

　そして、ノーマンが逃にげられないように屍兵ゾンビソルジヤーで四方を取り囲む形になる。

「君の無敵の軍勢の力をその身を以もつて確かめる前に、チェルシーとカースティさんに謝るんだ」

　ジゴロ・ホールデンにしては強い有う無むを言わせぬ口調であった。

　取り囲まれ、観念したノーマンは手を上げた。

「……まいりましたよ。まったく打つ手がないです」

「僕はそんな言葉が聞きたいわけじゃない」

　ホールデンは屍兵ゾンビソルジヤー達をかき分けて、ノーマンの目の前に姿を現す。

「今すぐ２人に謝罪を要求する」

　ノーマンの胸むなぐらを摑つかむ。

「……お断りします」

　観念したノーマンはどこまでも冷静だった。

「謝るということは、自分の今までを否定することになります。謝るくらいなら最初からしませんよ。間ま違ちがった事をしたとも思いませんし」

　その言葉にジゴロ・ホールデンは摑む手に力を込こめる。

「どれだけ２人が悲しんだと思っているんだ！　女性を泣かせた！　何をおいても男が頭を下げるべきだろ!!」

「それはあなたの考えですよね？　私に押し付けないで頂けますか？　それに彼女らに力がなかったからそういった結果になったんですよ」

　ジゴロ・ホールデンはあらん限りの力を右手に込め、ノーマンを殴なぐり飛ばした。

「なら、今君が殴られているのも力がないからだろう！」

「っ……ご自分の思い通りにいかないからって暴力はいけないですよ」

　あくまでも澄すました様子を崩さないノーマン。

「……君を治安維い持じ部隊に引き渡す。これ以上君のせいで……ひいてはジョン・ドゥ・インクのせいで悲しむ女の子達を増やしたくはない!!」

「なるほど。皆みな様さまのお怒いかりはごもっともです。謝罪はできませんが、それに代わることでしたら今すぐにさせていただきますよ」

　そう言うと、ノーマンは懐ふところから短たん剣けんを取り出す。

　ホールデンは即そく座ざに警けい戒かい態勢になるが、それは杞き憂ゆうに終わる。

　なぜならば、ノーマンは短剣を自分の首目め掛がけて何度も何度も何度も突つき刺さしたからだ。ノーマンの首からは夥おびただしい鮮せん血けつが散った。あまりのことにホールデンは止めることができなかった。

　ノーマンの体は激しく痙けい攣れんし、やがて絶命した。

「迷いなく死を選んだ……」

　その事実に身を震ふるわせるホールデン。

　ジョン・ドゥ・インクの闇やみの深さを、身を以て実感した瞬間であった。
















　某ぼう国こく、某ぼう所しよ。

「あれ？　ノーマン死んだっぽい」

「えっ？　マジ？　あの屁へ理り屈くつメガネ死んだの？　やったー！」

「やったー！　じゃねーよ。あいつの職業ジヨブは使えるんだ。いなくなられたら困るんだよ！」

「つか、奴やつの屍兵ゾンビソルジヤーの軍勢を相手に勝つってけっこーヤバくない？　誰だれが殺やったの？」

「いや、あいつ最後追い詰つめられて自殺したよ」

「うっわ！　アイツっぽいな～。プライドだけは一番高いモンな～」

「で、で、で？　誰がアイツを追い詰めたのきゃにゃ??」

「こいつだ」

「どれどれどれ～……へぇ～私中々好みかもこの顔～」

「ホールデン・ドハーティ？　知らんな……」

「っ！」

「うん？　お前知ってるのか？」

「……知らない」

「あっ！　思い出した！　以前ウチの契けい約やく社員だったヤツをブチのめしたヤツだ」

「契約社員、結構いるからな……誰？」

「ほらほら、あのクソ弱っちかった【古武術家】の……あああ！　全然名前出てこない！」

「そんなヤツなんてどうでもいいさ。そのホールデン・ドハーティはどんなヤツなんだ？」

「えっと確かクートヴァスのヤツで、天職ライズジヨブが固有職の【遊び人】だった気が……」

「へぇ。天職ライズジヨブで固有職なんてすごいね」

「ありがと♡」

「お前には言ってないよ」

「え～私も天職ライズジヨブが固有職だったのに～」

「それを言ったら、ここにいる全員だろ」

「確かに～」

「しっ！　誰か来るぞ」

「この場所を知ってるのは正社員だけだぞ。ありえない」

「一応、全員履歴書ウオークオブライフ展開しろよ」

「あれ？　全員でお出で迎むかえとは中々豪ごう勢せいだね」

「……おい、誰かこのガキ知ってるやついるか？」

「知らな～い」

「ねぇねぇボクゥ、お歳おいくちゅでちゅか～。６、７歳かな～」

「おいおい君たち、同どう僚りようを忘れるなんて酷ひどいじゃないか。これでわかるかい？」

「うん？　そのメガネと喋しやべり方は……もしかしてノーマンか？」

「よかった！　思い出してくれて」

「いや、思い出すも何も別人じゃん」

「ギャハハハハハ！　ちょーウケるんですけど！」

「ちょっ、人の頭をポンポン叩たたかないでくれるかな？」

「……やられたらしいな？」

「ええ……初めてですよこんな屈くつ辱じよくは」

「で、何でそんな格好になったん？」

「残りの魂たましいの比率が小さいから、合う体のストックこれしかなかったからさ」

「ほへぇ、便利だなやっぱ【死霊使いThe necromancer】のスキルは」

「これはあまり使いたくないんだよ。この《転生輪廻リヴフオーエバー》は。魂は最大まで削けずられるし、職業ジヨブ熟練度は最初からやり直しだしで、今の僕に使えるスキルなんてほとんどないよ」

「何にせよ、お前が無事でよかった」

「まっ、かろうじてですけどね」

「こいつ、お前が死んだって聞いて喜んでたぞ」

「あっ、バカ！　シィーシィー！」

「……そのホールデン・ドハーティとやらは我々に明確な敵対行動をしたという事だな」

「だねだね～」

「……僕はしばらく彼には近づきたくないなぁ」

「ギャハハ！　ノーマンがイモ引いてやがるぜ！」

「ふん。なんとでも。彼の職業【遊び人】は厄やつ介かいだからね」

「じゃ、俺が今から行ってぶっ殺してきてやんよ！」

「落ち着け……そう焦あせらなくてもいいだろう」

「ああ？　テメェもイモ引くのかよ!?」

「やれやれ、これだから脳筋はタチが悪い……」

「ああん!?」

「うわっ！　危ない危ない！　社長がスキル使おうとしてる!?」

「お前ら喧けん嘩かすんなって、社長のスキルに俺らも巻き込まれちゃうだろ！」

「……静かになったな。そろそろ始めようか……ジョン・ドゥ・インク我々の会議を」
















　あれから数週間が経たった。

　ジョン・ドゥ・インク正社員打だ倒とうの報は、ルードワルド中を駆かけ巡めぐった。ホールデンは一いち躍やく時の人となり、様々な媒ばい体たいからインタビューを受けるのだが、大逆無道の職イービルジヨブが関かかわっているため、クートヴァス・インクから規制が入り、すぐにその騒さわぎは沈ちん静せい化した。

　第一級犯罪者であるノーマンを倒たおしたことで、クートヴァス・インクから成功報ほう酬しゆうである１億ルードが入金され、そのままヴィシャス姉し妹まいに追加分の借金を全額返済した。

「ホールデンちゃんやりマスね！　ジョン・ドゥ・インクの正社員を倒しマシたか」

「うふふ。意外と骨がある男硬いイチモツみたいね。お姉さん惚ほれちゃいそうよ」

「まぁ、今回は色々と運が良かっただけっすよ」

「運も実力の内ってね。それじゃホールデンくんまた」

「ホールデンちゃんまたデスね！　ずーるっ♫ずーるっ♫ずーるっ♫」

　ぶんぶんと大鎌かまを振ふり、いつもの擬ぎ音おんを口ずさみ去るメアリーとエミリー。

「二度とくんじゃねーよ!!」

　ホールデンは真しん剣けんにそう思った。そして二度と手て渡わたしで給料を貰もらおうなどと馬ば鹿かな考えは起こさないと固く誓ちかう。

　ジェフとノーマンがいなくなったことによりバージェス・インクは事実上倒とう産さんした。そしてそれに伴ともない、ベイビーメイカーも解散を発表し、ルードワルド中のファン達を阿あ鼻び叫きよう喚かん地じ獄ごくに突つき落とした。それぞれのメンバーは別の芸能系会社インクに移い籍せきしたり、全く違ちがう職種の会社インクに移籍したりと、それぞれの道を行くことになった。ちなみにレイラは当然のように別の芸能系会社インクに移籍した。それもこれもチェルシーがレイラの罪を問わないと言ったからである。

　そして当のチェルシーはというと──




「本日からお世話になります、チェルシー・アンダーハートです！　入社したばかりで勝手がわからないので、教えてくれると嬉うれしいな☆」




　あざといポーズをとりながら、ラロケット・インク大会議室で挨あい拶さつするチェルシー。

「「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」」

　男性社員の汚きたない叫さけび声が響ひびき渡わたる。

「貴様ら静かにせんか！」

　あのカースティの一いつ喝かつでも静かにならないほど男性社員は狂きよう喜き乱らん舞ぶしていた。カースティの眉み間けんに青筋が立つ。

「いい度胸だ……今から私の許可なく喋ったら燃やしてやるぞ」

　カースティの右みぎ腕うでに炎ほのおが顕けん現げんする。その瞬しゆん間かん、誰だれ一人として喋るものはいなくなる。

「最初からそうしろ」

　カースティは盛せい大だいにため息をつく。

「ティーちゃん、少しは大目に見てやりなって。こんな美少女が入社するんだ。男ヤローどもの気持ちも少しは汲くんでやりなって」

　ヴィンセントはスパスパとご機き嫌げんに煙草たばこをふかしながらそう言った。

「誰がティーちゃんだ！　それに何度も言わせないでください。大会議室は禁きん煙えんです」

　カースティの小言を盛大な笑いでごまかすヴィンセント。

　そのいつものやり取りを黙だまって見ているのもいつもの光景だ。ホールデンはこうやっていると日常に戻もどってきた感があって安心する。

「アンダーハートが入ることで、新たにウチに芸能部を発足する事になった。社員といえども、アンダーハートのプライベートを漏ろう洩えいすることは許さん。あまつさえ、手を出すものがいたら、その時は私が直じき々じきに制裁を加えてやるからそのつもりで」

　最後の方はホールデンの方を見ながら喋っていたのは気のせいじゃないだろう。

「あんた、ちゃんと今の聞いた？　絶対手なんか出さないでよ」

「……ホールデン、浮うわ気きはいいけど、チェルシーは私の友達だから絶対にダメ」

　左右にいたメグとティアがホールデンに釘くぎをさす。

　ホールデンはため息を盛大についた。

「いや、あんな二重人格みたいな性格のやつに手出さねーっての……」

　そんなやり取りをしていると、前の方でチェルシーがカースティに質問をしていた。

「カースティさん、手を出されるのはダメでも、私が手を出すのは自由恋れん愛あいの範はん疇ちゆうでしたら問題ないですよね？」

　その瞬間、会議室内はざわつく。

「……う～む。それは……なんというか……会社インクとしてはあまり歓かん迎げいしないことだが……自由恋愛を潰つぶすのも……」

　と、カースティが頭を悩なやませていると、ヴィンセントが助け舟ぶねを出した。

「ウチは、恋愛は自由だ！　芸能人も何もかんけーねーって」

　それを聞くとチェルシーは満開の華はなのような笑えみを浮うかべた。

　そして、その笑顔をホールデンに向けた。

「今、俺の方を見て笑ったぞ！」

「いや、お前鏡見ていえや！　俺に決まってるだろ！」

「これだから自うぬ惚ぼれた男はみっともない。僕に笑いかけたのがわからなかったのか？」

　醜みにくい男の戦争が勃ぼつ発ぱつした。当然のごとくカースティから烈れつ火かのごとく叱しかられたのは言うまでもない。

　そうして騒がしいまま、会議は終しゆう了りようした。




　　　　◆◆◆




　夜、自室の扉とびらが叩たたかれ、ホールデンは応対する。

　ブライアンはどこかに行っており、自室にはホールデン一人だった。

　扉を開くとそこにはチェルシーが立っていた。

「……今大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ、どした？」

　気のせいか、チェルシーは妙みようにソワソワしている感じだった。

「……部屋、誰かいる？」

「いや、俺一人だけど」

「入っていい？」

「散らかってるけど、それでよければ」

　そう言うと、ホールデンはチェルシーを部屋に招き入れた。

　部屋に入ると、チェルシーはキョロキョロと中を見る。

「そんなに見ても、ここにあるモンほとんどブライアンさんの私物だけどな」

　ホールデンは椅い子すをすすめたが、ホールデンのベッドを確かく認にんすると、そこに座った。なのでホールデンが椅子に座る。

「で？　なんか用があってきたんだよな」

「そ、そうね……用というかなんというか……」

　顔を赤くしてもじもじするチェルシー。

「え、えっとね……今日来たのは……貴方にお礼を言おうと思って」

　ホールデンはキョトンとする。

「礼？　なんかお前に礼される事したっけ？」

「私を……ノーマンから助けてくれた事……あのお礼まだしてなかったから……」

　確かにあの後、色々ありすぎてチェルシーに会うのは久しぶりであった。

「ああ！　あれか！　フハハ！　感謝しろ感謝しろ！　散々お前にバカにされたからその礼はありがたくいただこうじゃないか！」

　ホールデンは大おお袈げ裟さにのけぞって高笑いをする。

「……その態度を見てるとお礼を言いたくなくなるわね」

「いや、一度決めた事はちゃんとしようぜ！」

　チェルシーはコホンと可愛かわいらしく一つ咳せき払ばらいをすると居ずまいを直した。

「あの時はありがとうございました。ホールデンが言ってくれた『君のその涙なみだの理由は排はい除じよできる』って言葉……凄すごく、凄く嬉しかった」

　真しん摯しにホールデンの目を見て薄うすく微笑ほほえみながら礼を言うチェルシー。その様子があまりにも常じよう軌きを逸いつ脱だつした可愛さであったので、ホールデンの心音は高鳴り《女殺しジゴロ》が発動する。

「ふっ……やっぱり君に涙なんか似合わないよ……華のように絢けん爛らんな君には春の微そよ風かぜのような笑みが最も似合うよ」

（くそっ……顔がタイプってこんなにもドキドキするもんなのかよ……おかげでチェルシーに《女殺しジゴロ》発動するの何度目だよ）

　ホールデンは立ち上がり、チェルシーの座る場所まで移動する。

　ジゴロ・ホールデンのクサい台詞せりふに、出会った当初はキモいと切り捨てられたが、今は顔を真っ赤にして俯うつむいている。

（これは少なくともキモいと思ってるやつの反応じゃないよな……）

　内心のホールデンはそう思っているが、それどころかかなりいい雰ふん囲い気きであることがわかっていなかった。

「ふっ……子こ猫ねこちゃんのその笑顔に僕のチッスをあげようじゃないか……」

（待って！　待って！　ダメッ！　それはダメ絶対！）

　が、内心のホールデンの叫びは届かず、ジゴロ・ホールデンは座っているチェルシーの顎あご先を屈かがんで持ち上げる。チェルシーは微かすかに震ふるえているが、拒こばむ様子はない。

　ジゴロ・ホールデンが己おのれの唇くちびるをチェルシーに近づけた瞬間、ホールデンの胸ポケットに入っていたとある写真がバサバサとチェルシーの膝ひざの上に落ちてしまう。それを手に取り確認するチェルシー。パラパラと写真を見るチェルシーの顔は曇くもっていく。

（あああああああああああああああああああ！　そ、そりはあああああああああ！！！）

「……………………………………………………何コレ？」

　鋭いナイフのように尖とがった言葉がホールデンを襲おそう。そしてその風ふ呂ろ場ばの盗とう撮さつ写真を眼前に提示される。

「しかもこのタイミングで切り替わりやがった！　あの野や郎ろう、わかってやってんじゃねーのか！」

　チェルシーは立ち上がるとホールデンに背を向け、履歴書ウオークオブライフを開き、どこかに連れん絡らくした。

「あ、あの……チェルシーおぜう様……一体どちらにご連絡をばされておるので？」

　ホールデンの方に振ふり向いたチェルシーは先ほどとは違い、完かん璧ぺきなアイドル営業スマイルを貼はり付けていた。

「えっ？　どこって、すぐにわかるよ☆」

　その笑顔に不ふ穏おんな気配を感じるのと、ホールデンの履歴書ウオークオブライフに２件メッセージが入ったのは同時だった。恐おそる恐る開き確認する。

『ホールデン♡　絶対にそこを動かないでね♡　大丈夫、私全然怒おこってないからさ♡』

『……ホールデン、今からお金あげるからソコを動かないでね』

　と、メグとティアから明らかに殺やる気満々なメッセージが入っていた。

　履歴書ウオークオブライフを持つ手が震える。大急ぎで部屋から離り脱だつしようと試みるが、アイドルスマイル全開のチェルシーが立ちふさがる。

「どこ行くの？　夜はまだまだこれからだよ☆」

　明けない夜はない。

　そう信じたいが、ホールデンは自分が明日無事に朝日を拝める自信がなかった。








あとがき






「目に見えないモノに対する寄る辺ない感情は、『急いては事を仕損じる』の誘ゆう因いん」




　唐とう突とつですが僕は、男の中でもかなりのビビリだと自認しています。夜寝ねる時電気とテレビをつけっぱなしにするくらいにはビビリです。

　そんな僕ですが、ホラー系のものが大好きです。先日友人と六本木にあるプロの怪かい談だん師の方々が常にいるバーに行きました。その時聞いた噺はなしは心しん胆たん寒からしめる噺でした。

　と、ここまでは普ふ通つうなのですが、次の日起きると体がかなりだるく、体温を測ってみると３８度を超こえており、その日は一日寝て過ごすことにして、なんの気なしにツイッターで高熱が出て辛つらいということを投とう稿こうしました。

　しばらくすると、携けい帯たいにメッセージが入りました。見ると昨日怪談バーに行った友人の一人からです。「百もも瀬せさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」と、心配するメッセージに僕は「ツイッターを見て連れん絡らくくれたのか。なんていい人なんや」と嬉うれしくなり、なんとか大丈夫であることを伝え、眠ねむりにつこうと布団に潜もぐり込みました。そこに再びメッセージが。

「右側頭部痛くないですか？　付け根の付近から」

　まさにその通りで、僕の胸に一いち抹まつの不安が去来します。その後いくつかやりとりをした後に、

「百瀬さんにバブル時代に流行はやった真っ赤な服を着た右側頭部から血を流している女が付いているのが見えます」

　その文面を見た瞬しゆん間かん、僕は自室を恐おそる恐る見み渡わたしました。もちろん、僕に人ならざるモノの姿が見えるような力はないので、部屋には誰だれもいませんでした。しかし、見えない分想像力が働き、ものすごい恐きよう怖ふを感じました。タチの悪い冗じよう談だんなのではと思いつつもやりとりを進めると、僕の部屋の配置を知っているかの様なメッセージがきて、僕は重い体に鞭むちを打ち、自室から脱だつ出しゆつしました。

　外を歩きながらどうしたら解決できるか尋たずねてみると「塩が効きます」と言われたので、コンビニに歩を進めました。その際、ホラー小説『ぼぎわんが、くる』のやりとりでファブリーズが霊れいに効くくだりを思い出したので、僕は藁わらにもすがる思いで塩とファブリーズを購こう入にゆうし、コンビニを出ました。しかし、どうにも怖こわくて部屋に戻もどれない僕は、やしきんという作曲家の友人に助けを求めました。事情を話すと二つ返事で来てくれる事に（やしきん、何ていい奴やつなんだ）。僕は少し気を持ち直し、家で彼の到とう着ちやくを待つことにしました。部屋に入るとファブリーズを部屋中に散布し、それが気休めになったのか、僕は少しだけ落ち着きました。この瞬間から、僕はファブリーズに惜おしみない感謝と尊敬の念を抱いだき、ファブリーズを呼び捨てにできなくなり、リーズさんと呼ぶことを固く決意しました。

　少しするとやしきんが家にやってきてくれたので、心配してくれるやしきんにリーズさんのくだりを説明しました。

「へぇ～。ファブリーズって除じよ菌きんもできて、除霊もできるなんて優れものですね」

　なんて上手いことを言ったやしきんは、机の上にあったリーズさんを手に取るなり大だい爆ばく笑しよう。僕はなぜ笑うのか理解できませんでしたが、

「百瀬さん、これファブリーズじゃなくてリセッシュですよ」

　……なんてことでしょう。僕が心の拠より所どころにしていたのはリーズさんではなく、セッシュさんだったのです。急いては事を仕損じる。そんな出来事でした。

　末まつ尾びになり大変恐きよう縮しゆくですが、今回も素敵という言葉では括くくれないほど素晴らしいイラストを描えがいて頂きましたヤスダスズヒト様、ありがとうございました。担当編集森もり井い様、引き続きお力ちから添ぞえお願い致いたします。最後に拙せつ著ちよを手にとって頂きました皆みな様さまに最大の感謝を。それではまた（ホラー映画の話書きたかったけどページが……）。








百瀬祐一郎

●ももせゆういちろう



文化服装学園卒業後、某ブランドに就職。アニメ好きが高じて某アニメ会社の制作進行へと転職。その後、いくつかの仕事を経て再度アパレルの某別ブランドへと転職。紆余曲折あり、再びアニメ会社に今度はプロデューサー兼脚本家として転職。そして、かねてより志望していた小説家になる。遊び人にならないことを祈るばかり……
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